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本 シンポジウムの狙い

わが国産業 の情 報化 は、従 来 、企 業内 の業務 を中心 に進 ん で

きま した。 しか し、近 年では、例 えばEDI(電 子デー タ交換)

の ように、 ネ ッ トワー ク を活用 した企業 間に ま たが る業務 の情

報 化 も進展 して きま した。

一方
、 イ ン ターネ ッ トに代 表 されるオー プ ンネ ッ トワー クが

発 達 して きてお ります が、 わが 国で もこれが基 盤 とな り、 エ レ

ク トロニ ック ・コマース(電 子商取 引EC)の 実現 に向けて、

多 くの企 業が取 り組んで います。このECへ の取 り組 みは始 まっ

た ばか りで、 そ の本格 的 な進展 の ため には、企 業内外 の環境 整

備 が緊急 の課題 とな って います。

例 えば、企 業 内の情報化 について見 れば、 ローカルエ リアネ ッ

トワーク(LAN)や グル ープ ウェアの ような情報 共有の環 境

が未 整備 で、企 業 間の情報化 について は、 オー プン化 の効 果 が

まだ十分 に検 討 されてい ない分 野があ ります。

米国 で は、 イ ンターネ ッ ト技術 に基 づいた オープンネッ トワー

ク環境 が活用 さ れ る ようになって きま した。 さ らに 自社 内 に も

これ を応用 した イン トラネ ッ トを導入 す る企 業 が増 え、産業 界

に活気 を もた らせ る こ ととな りま した。

この ような状 況 の も とで、通 商産業省 で は 「電子 商取引実 証

推進協議会(ECOM)」 等 の場 を通 じて、オー プンネ ッ トワー

ク時代 のECに つ いて、技術 的、制度 的 な課題 の検 討 と実証 実

験 を行 ってい ます 。

当 シ ンポジ ウムで は、 政策 当局、有識者 、ユ ーザ 、ベ ン ダが

一堂 に会 して討 議 し、今後 の産 業 の高度情報化 の推 進 に資す る

こ と と致 します。
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主 催 者 挨 拶

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 井 川 博

毎年10月 は、情報化についての国民的意識 を盛 り上 げるとい うことで、

政府で 「情報化 月間」 と決められているわけでございますが、その情報化月

間の催 しの一つ として本 シンポジウムが私 どもの協会の産業情報化推進セン

ターと日本経済新聞社の共催で催 されるわけでござい ます。

総選挙が終わ りま して、興奮 さめや らず、余儘がまだたち込めておるとい

う昨今でございますけれ ども、政治家の方々も、一般の方々も忘れてはなら

ない基本の問題 は、行 き詰 まりが指摘 されております我が国の態勢 をいち早

く建て直 し、産業経済の変革 をな し遂げて、21世 紀 を見据 えた新 しい活力

ある経済社会 を構築すること、これが基本の問題だと思います。そ して、情

報化はその中核的役割 を期待 されているわけでございます。

21世 紀 まであと5年 、我々に残 された時間はわずかでございます。21世

紀は、高度情報化社会であると言われておりますけれ ども、我が国の現状 を

見てみますと、怒濤のような情報技術の革新の中でいろいろな問題 を抱えて

お り、憂慮すべ き状態 にあることは皆様御存 じの とおりでございます。 この

ような現状 を正 しく認識 して、官民一致 して、この情報革命を乗 り越 えて、

希望 あふれる向 こう岸 に早 く着かなければならないとい うのが今年の情報化

月間の趣旨でございます。

高度情報化社会にはいろいろなデ ィメンジョンがありますが、これを経済

面 に引 き直 してみます と、つ まるところ電子商取引、エ レク トロニ ック ・コ

マース、いわゆるECの 推進 にあると私は考 えてお ります。ECの 推進のた

めに我々はいかになすべ きかとい うのが本 日のシンポジウムの課題でござい

ます。

私見を申 し述べ させていただ きます と、三つの大事なことがあると考えて

おります。一つ は、縦横無尽 にネッ トワークを駆使す るために通信料金の大

幅引下げを実現 しなければな らない。第2番 目は、産業、企業、特に中堅

中小企業、 さらには一般消費者にとってなじみやすい、簡明なシステム、そ

してまた、海外 にも通用 し、国際的にも評価を受ける、そ うしたシステムを



開発 し、構築 し、 これを普及 してい くこと。第3番 目、セキュリテ ィ問題

を解決 してECの 安全性、信頼性 を得 ると同時に、ECの 進展 を阻む規制 を

で きるだけ早 く撤廃 してい くこと、こうい うことであろうと思います。

これ らの問題は、今 日のシンポ ジウムでいろいろな面か ら議論 されると思

います。本 日の講師は、通商産業省機械情報産業局中川局長、東京大学石田

教授初め斯界の権威の方々をお招 きしております。 どうぞ御溝聴いただきた

いと思います。本 シンポジウムが、我が国の情報化の進展に相応の貢献 をい

た します ことを祈念いたしまして、私の挨拶 とさせていただきます。



主 催 者 挨 拶

日本経済新聞社

取締役 東京本社広告局長

千 葉 昌信

本 日開催 させ てい ただ きます産業情報化 シンポ ジウムは、本年 で12回 目

を迎 え る こ とに な りま した 。 産 業界 における情報化 の推 進の重要性 は ます ま

す 大 き くな って きて お ります 。21世 紀 は ネ ッ トワ ー クの 時 代 と言 わ れて お

りますが、今 ま さに私 たちの 目の前 では想像 をは るか に超 えるス ピー ドで コ

ンピュー タ同士 が相互 に接続 され 、成長 を続けてお ります。 ビシネスの分野

では電 子 メール に よるコ ミュニ ケー シ ョンが一般化 し、家庭 で は主婦 がパ ソ

コンを操 りイ ンター ネ ッ トで海 外 か ら商品 を購入す るなど、いつ で も、 どこ

で も、誰 で もが コン ピュー タを使 え る社会が形成 され よ うと してい ます。,

イ ン タ ー ネ ッ トに代 表 され るオ ープ ンネ ッ トワー クの進展 は、従来の産業

構造 や経 済構造 を大 き く変革 し、 さまざまな産業分野 の生産性 、効率性の 向

上 を実現 す る とともに、新 たな市場 の創出 をもた らす もの と期待 されて お り

ます 。企業 内 、企業 間、 そ して企 業 と消費者 といった社 会の あ らゆる場で ネ

ッ トワー クが重 要 な役 割 を果 た し、21世 紀 の新 た な社 会 イ ン フ ラ と して 誰

もがその重 要性 を認識 して お ります。

最近 、 中谷先生 が出 され た 「日本経済の歴 史的転換 」 とい う本の 中で 、ネ

ッ トワー ク技術 の飛躍 的発展 に よ る開放的 ネ ッ トワークに加 えて、先生 はお

も しろい こ とを言 って お られ ます。 日本人が得意 な人 的、 フ ェース ・ツー ・

フ ェースの情報交換 を折 りまぜ る ことによって、 これか らの 日本企業の 目指

す方 向が そ こに あるので はない か とい うことを言 ってお られ ます 。

本 日のテ ーマであ るEC、 電 子 商 取 引 は、 ま さに オ ー プ ンネ ッ トワー ク環

境 の もと、 ビジネスの世 界 に とど まることな く、消 費者 の ライフス タイル に

まで影 響 を与 える もの として注 目を集 めてお ります。ECの 実 用 化 に向 け た

技 術 開 発 、実 証 実 験 が活 発 に展 開 され る中、本 シンポ ジウムがECの 導 入 、

推 進 の さ らな る発 展 に つ な がれば 、主催者 と して大 変 うれ しく思 う次第 で あ

ります 。

最後 にな りましたが、本 シンポ ジウムを開催す るに当 た りま して大変 な御



協力を賜 りました通産省初め関係団体、そ して講師の先生方に御礼申 し上 げ

まして、挨拶 とさせていただきます。
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基 調 講 演

『EC(電 子商取 引)時 代 における通商産業省の施策』

通商産業省機械情報産業局長

中 川 勝 弘





基調講演

おは ようご ざい ます。

それ で は 、私 の 方 か ら

「エレク トロニ ック ・コマ

ース(電 子商取引)時 代

における通商産業省の施

策」 とい うことで、お配

りしている資料 をご らん

「EC(電 子商取引)時 代における

通商産業省の施策」

になりながらお聞 きいただきたいと思 います。

〔最近の 日本経済 について〕

まず、情報 化の話 に入 ります前に、最 近の日本経

済 をめぐる状況 を概観 いた しますと、皆様御存 じの

ように、 ここ数年来の大変急 激 な円高 に よりまし

て、いつの間にか日本 は大変 な高賃金国になったわ

けです。

アジアを中心 とす るLDC(LessDevelopped

Countries:開 発途上国)諸 国の追 い上 げが大 変急

になっております。戦後の高度成 長時代 に大変役 に

立ちました制 度 ・システムも疲労いた して きており

まして、その結果 、高 コス ト構 造がで き上 がってお

ります。土地 が高 い、物流 コス トが高い、賃金 が高

い、エネルギの料金 が高 い、また法人税率 も高 いと

い うようなことで、日本 で活動 しておられる企業 に

とっては厳 しい環境 になって きているのは御存 じの

とお りです。

そうい う意味 で、特 に加 工組 立産業 、 自動車 、

家電等 を中心 にいた しま して、海外生産展 開が急

激に進んでおりまして、その結果 、日本経済の中で

空 洞化が起 きているのではないかとい う懸念 が大変

強 くなっきているところです。途上 国の経済 発展 が

進 むにつれて、産業構造の変革 が我が国で も起 こっ

てい くことは、ある意味 では甘受 しなければいけな

い点ではありますが、日本 の経済 が活性化 して、雇

用を維持 してい くためには、やは り産業の競争 力 を

維持 していかなければな らないわけで、私 どもとし

通 商 産 業 省 機 械 情 報 産 業 局 長

中 川 勝 弘

ては、既 存の産業 にとって活力ある場 を提供す るた

めに、不必要 になった規制 はやめる、あるいは規 制

の緩 和 をする、また、新 しい産業 をつ くってい くと

いう二つの方向で産業政策 を展開 してきているとこ

ろでございます。

特 に新 しい産業 を育 てる上 では、ベ ンチャの育成

をしなければな らないとい うことで、昨年来 、ス ト

ック ・オプション制度 を導 入 したり、資金 の手 当て

を円滑 にする、また、人材の供給 をいかにしてベ ン

チャ部門に図 っていくかということを含めて、い ろ

いろな環境整備の施策 を行 ってまい りました。また、

付加価値の高い製品 を供給 してい く必要 もあり、こ

のために、技術の開発 を進 めていくとい うことが根

本 でございます。昨年 、科学技術基本法 という法律

が成立 を見まして、これに基づいて科学技 術基本計

画 を政府 ベースで決定いた しました。今後 、17兆

円の資金 を投入 していきます。

資金負担面だけではな くて、研究体制 も官民 を

含 めて柔軟 な体制 をとってい く必要 があります。一

例 でいい ます と、国公立の研究所 の研 究員が民間

の研究活動に従事す る場 合、兼業 の許 可 を取 らな

ければいけません。従来 は大変厳 しかったのですが、

割合 自由 にするように緩 め始 めております。 さらに、

研究員の開発 した特許 はみんな国有特許 になってい

たわけですが、開発 した研究 員にも共有 できるよう

な制 度をつ くろうとい うことで、研 究の ソフ ト面 で

もいろいろな施策 を行 ってきております。

また、技術開発の中核にな りますのは、IT(イ ン

フォメーション ・テクノロジ)と いわれる電子情報

技術 であることは言 うまで もありませんが、情報化

の技術 を経済活動 、産業活動 にいかに して導 入 し

ていくかが大変大 きな課題になって きてお ります。

特 に、ITに つ きましては、最近 デ ィジタル技術 の革

命 、あるいはインターネッ トに代表 されるネ ッ トワ

ークの進展 とい うことで、従来 の情 報化 とは違 う様
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相 を呈 してきてお ります。

これによりまして、実 際の産業活 動の効 率化 、流

通部門の透明化、また、ホワイ トカラーの生産性 向

上 ということで、間接部門 の効率 化 とい うところに

ITの 導入 ・活 用が図 られ ると、実際の産業の国際

競争 力の向上 にも役に立 ちます。マルチメデ ィアと

かバ ラ色の未来の生活 という、情報化 がかけ声 だけ

に終 わっていたという面 から、実際 の産業経済 活動

に応用 され、かつ、それが競争力 を規定す るとい う

ような状況にだんだん変わってきているとい うこと

だと思 います。私 どもも情報化 が地に着いた動 きと

してもっと強 く推進 していきたい と思っているわけ

であります。

情報化 とい うのは、実 は1960年 ぐらいか ら言 わ

れ始めました。この10月 は情 報化 月間であります

けれども、これが何 と今年で25回 目でありまして、

1960年 代の初 めから通産省 は情報化 の旗 を振 って

きたわけです。御存 じのように、初期の情報 化 とい

うのは、生産 ・製造工程の自動 化、あ るいは給 与

計 算 とか銀行 の勘定業務で、人 がやっていた計算 を

コンピュータが代わりをするというコンピュータリゼ

ーション、そういう意味 での情 報化でありましたが、

最近は、情報 化の幅 と深 さが大変 な勢 いで変 わって

きているとい うのが実態 だと思います。

初めは大型 コンピュータを中心 としたコンピュー

タリゼーションに追い着かなければいけないというこ

とで、私 どもの政策 も大型 コンピュータ、IBMに 代

表 されるコンピュータ産業 に追い着 き追 い越 せ とい

うことでやってきたわけです。1980年 代 には欧米 と

も遜色のない水準 に一応達 したわけですが、80年

代 から90年 代にかけて大変 な技 術革新 がありまし

た。

〔これまでの情報化の展開〕

図一1に ありますように、半導体 を中心 とする技

術の進展、超微細加工技術の進展に より、 コ ンピ

ュータが小型 化 し、また高性 能化いたしま した。そ

れに伴 って大型 のコ ンピュータから、ダウンサイジ

ングということで、いわば専門家だけではな く、会

社の一般職員 も含めて情報化 に触れるということが

可能 になって きたわけです。最近ではインターネ ッ

トに代表 されるネッ トワークが形成 されて、個別の

コンピュータのスタン ド・アロンの状態 から、ネ ッ

トワークによってつながるとい う技 術革 新が進んで

きているわけです。

そういう中で、日本 の新 しい意味での情報化 は大'

変遅れをとったわけです。図一2は 、日本の情報化

投 資の最近の状況 を経済の状況 とあわせて見たもの

ですが、右のグラフを見ていただきます と、民 間に

おける情 報化投 資 が全体 の実 質GDP(国 内総生

産)と どういう関係 にあるかということを示 してお

ります。 日本 は景気 が悪 くなりますと情報化投資が

減 ります。景気が悪 くなったわけですか ら、余分 な

投資 は削 らなければならない。情報化投 資 というの

は、残念 ながら余計 な投 資だとい うことに結果 とし

てなっているわけです。情報 化 を進 めても人手 を削

ることにはならないという認識 がまだあったのではな

いかと思います。間接部門の人減 らし、 リス トラの

中で、情 報化投 資 とい うのはむしろ減 っていったと

いうのが 日本の実情 であります。

景 気が悪 くなるにつれて情報化投 資が遅れていっ

たわけですが、情報化投 資をす るユーザ産業 の熱 意

が減れば、逆に供給側 であるコンピュータ、あるい

は情報通信、ソフ トの産業の市場 がなくな り、サプ

ライヤとしての情報通信産業 そのもの も発展す るチ

ャンスを逃 してきたとい うことです。

図一3の アメ リカの場合 を見ていただきます と、

アメ リカも1990年 の初 めに景気 が悪 くなったわけ

ですが、全体 の経済 の景気成長に比べますと、情報

化投資の方が上 回 ってお ります。景気が悪 くなれ

ば、人員を削減 し、その穴 を埋めるため、効率化 促

進 のための、情報 化投資が進 んできたというのがア

メ リカの実態 です。情報 化投資 を本当の意味 での生

産性 向上 に結びつけてきました。情報化投資が増 え

続 ける以上、供給す るコンピュータ産業 あるいは ソ

フ トウェア産業の発展 も大 きかったわけです。情報

化投資が増 えて、供給側 のパイが増 える、また、そ

れが情報化投 資 を生む ということで、好循環 を展 開

していったとい うのがアメリカの姿 です。
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〔情報化投 資の日米格差 〕

日本 は、大変残念 なことに、バ ブルが崩壊 して、

ITの 新 しい うね りが来た ところで情報 化投 資の額

が減 って くるという大変不幸 な事態 になったわけで

す。そのために日米 間で情報 化のギャップが開 いて

きま した。図 一4に その 日米格差 が書 いてありま

す。民 間設備投 資全体 に占め る情報化投 資の割合

も、アメリカでは26%、B本 では18%で 、今申

し上 げたことが数字にも出ているわけです。

行政 におけるパソコンの1台 当たりの利 用者 数 を

見てみ ますと(図 一5)、 中央 省庁 ではそれほど差

はありませんが、地方公共団体 全体 を見 ます と、日

本は1台 当たり13人 、学校 でのコンピュータの1

台当た りの利用者数 も、アメ リカの3倍 、すなわち

1台 当た り3倍 以上の人が使 うということで、行政

面で も大変 な遅れが出てお ります。パ ソコンの年間

の売 れ行 きも、最近でこそ日本 は増 えてまい りまし

たが、昨年 は600万 台 、今年 は800万 台 ぐらいま

でいくかと思 いますが、アメ リカの2,300～2,400

万台 に比べ ます と、パ ソコンの売れ行 きその ものに

も差 があるわけです。

〔政府 全体の取 り組み〕

このように、日米 の情報 化の格差 が出てきており

まして、政府 としても何 とか情 報化 を進 めていかな

ければならない。日本全 体の経 済の活性化 を図 るた

めにも大変大事 であるとい うことで、政府全体 の取

り組み を新 たにするために、94年8月 に、内閣総

理 大臣 を本部 長 として、官房長官 、通産 大臣、郵

政大臣 を副本 部長 にする 「高度情報 通信社会推進

本部」を設 置いたしました(図 一6)。 ここで、95

年2月 に基本方 針を取 りまとめ、施策 の展 開を図

ってい こうとい うことで、95年8月 には、関係省

庁 による実施 の指針 を公表 いた しました。

分野 と して は、教育 ・学 術 ・文化 ・スポーツ分

野 、あ るいは研 究分野 、保 健 ・医療 ・福 祉分野 、

道路 ・交通 ・車両分野、気象 ・航空管制 部門等公

共 ・輸送部門 分野 、および、防 災分野 とい うこと

で、関係するそれぞれの省庁 が情報化 をいかに進 め

ていくかという指針 を公表 しているところです。

それ に伴 って同推 進本部 に 「制度 見直 し部会」

を設けてお ります(図 一7)。 政府には紙 による申

請 を義務 づけているケースがあります し、商法、税

法等 で帳簿 の保存義務があるわけですが、情報 化が

進むにつれて、 こういった制度 を見直 して、紙 によ

る申請 に代わるものとして、電 子出願 あるいは電子

申請 も認 めなければ実際 に進 まないわけですか ら、

電子データによる申請 、保存 について、現行制度で

どういうふ うに取 り扱 っていくかとい う検討 をこの

部会で始めたわけです。

通産省は、特許庁 で特許の電子出願 を随分前 か

らやってお ります。最近では9割 ぐらいは電子 出願

になっていると思いますが、他 の分野 におきまして

も、行政 が制度 も含 めて見直 しをいたしませんと産

業界の皆様の情報 化 も進 まない。ある意味で、行政

の情報化が進めば産業分野 の情報化の起爆剤 に も

なるということで、政府 自 ら取 り組 まなければなら

ないとい うことで、 このようになったわけです。

行政の情報化 というのはなかなか難 しい点があり

まして、私 ども通産省でも、局長の机の上 にもパ ソ

コンが載 っておりまして、幹部 を含 めて1人1台 の

パ ソコン体制 になってお ります。パ ソコンを置 いて

も、せいぜい利用 されているのはワープロと電 子 メ

ールですが、紙 がな くならない限 りはなかなか電 子

メールが本流 にはならないわけです。電子 メールと

紙が併存 している問は初期の 目的が達成 されていな

いのではないかという気 もいたします。

電子 メールの導 入等 によ り、局長 と実際の担 当

官 との間の差 が縮 まりますと、間の中間管理職 は要

らなくなる、組織 がフラッ トになるとい うことが会

社 などで も起 こり始めていると思 いますが、全体 の

仕組み、システム、仕事のや り方 を一緒 に変 えてい

かない と情報 化が進みにくいというのは役所で も企

業 でも同 じよ うなことだ と思 います。 したがい まし

て、制 度 を見直 しながら、実際の仕事 のや り方 も含

めて、頭 の切 りかえをやりつつ、情報 化 を進 めてい

かなければならないと思 っております。

「制度見直 し部会」は、96年6月 に報告 書 を発

表 いたしておりまして、電子 データの保存 、ペーパ

ー レス化 、どういうものについて、どういう法制 に
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ついてそういうことが可能かということを個別具体

的に勉強するということになっております。慎重な

検討を要する場合でも、平成9年 度末までには検

討を終了しようという意気込みで各省庁やっており

ます。

〔産業 の情報化に向けた通産 省の取 り組み〕

図 一8に 産業の情報化に向 けた通産 省の取 り組

みが書いてあります。

主人 公は当然のことなが ら産業 であり企業 ですか

ら、通産 省は情報化 を進めていくための環境整 備の

お手 伝いをす る、支援 をするのが役割 です。 そこに

書 いてありますが、大 きな事業 として、最近私 ども

が進 めてお りますのは、電子商取引(エ レク トロニ

ック ・コマース)推 進事業 ということで、平成7年

度 の1次 補正で100億 円、2次 補正予算 で217億

強 の予算 を用意いた しまして、電子商取引 の実証

実験 フ.ロジェク トの推進 を行 ってお ります。

もともと産業分野の情報化 につきましては、生産

工程 とか特 定の計算分野の代替 ということです し、

また、少 し進んだものでも、自分のメーカと系列の

部品産 業 をつないだ情報 システム、自社独 自の情報

システムをつ くって受発注管理 をする。その ことに

よって企業 の囲い込みをする、独 自性 を競 い合 うと

い うことが中心であったわけですが、最近 のネッ ト

ワークの進展等によりまして、むしろ情報 システム

は、汎 用 ソフ トを活用 しながら効率化 を求 めてい く、

企業 、産業 を越 えてシステムを広 げてい くというこ

とが大事 だということで、私 どもの情報 化施策 も、

そ うした企業 を越 えたデータ交換 、例 えばEDIに

ついての標準策定等の施策が中心 になってきてお り

ます。

最近 、インターネッ トに代表 されますように、オ

ープンで、かつ世界 中に張 りめ ぐらされたネ ッ トワ

ークが登場 してまいりました。単 に生産工程 や計算

の一部 とい うことではなくて、これを利用 して、企

業の生 産活動 の設計 、開発、生 産、営業、 また最

後の保守 ・点検等あらゆるプロセスについて電子情

報技 術 を導入 をするという可能性 が出てきたわけで

す。エ レク トロニック ・コマースのためには技術 開

発 や制度 的な勉強 もしなければいけないわけです。

こうしたエレク トロニ ック ・コマースを推進する

ことによりまして、業務効率の本 当の生産性 向上 を

目指す、コス トを削減 する、場合 によっては流通 部

門が消 えて しまうとい うこともあり得 るわけですか

ら、相 当大 きな産業 変革 の起爆剤 にな る可能性 も

あ りまして、経 済産 業構造 改革 、 この閉塞的な経

済状況 にあ る日本の経済 をどのよ うに改 革 し、か

つ、生産性の高 いものに していくかという意味 では、

大 変大事なツールであると思 っているわけでありま

す。

そ ういう意味で、情 報化 と申 しま して も、コンピ

ュータをサプライ し、ソフ トを供給 していく側の話

ではなくて、む しろユーザ産業の生産性効率 化のた

めにいかに情報化 を活用 していくかとい う時代 にな

ったわけです。いわばユーザ主導の情報 化の時代 に

なったという認識 を しているわけです。具体 的に申

します と、 ここでいいますエレク トロニ ック ・コマ

ースというのは、図 一9に ありますように大変広 い

意味で使 っております。狭 い意味 では企業 と消費者

の間を結ぶバ ーチャル ・モールとかバーチャル ・シ

ョップと言われているものを意味 してお りますが、

広 い意味では特定企業間の、いわばCALSと かEDI

を含 んだ概 念 として使 っております。

〔企業 一消 費者 間のエ レク トロニック ・コマース〕

エ レク トロニ ック ・コマース事業 としては、まず、

企業 と消 費者 間のエ レク トロニック ・コマース事業

があります(図 一10)。 これは平成7年 の第1次 補

正予算の100億 円をベ ースに行 っている実証実験

事業です。御存 じのように、パ ソコン通信 等ではオ

ンラインで物 品の販売 が従来 か ら行 われておりまし

た し、最 近ではインターネ ッ ト上で、エ レク トロニ

ック ・コマースの萌芽 ともいえるような事態 が出て

きてお ります。

最近 、私はニューヨークに行 って小 さなベンチャ

企業 を見てまい りました。 ホームペ ージビル ダで ジ

ャズのCDを 売 っている小 さな企業 です。ジャズセ

ン トラルステーションというホームページをつ くりま

して、 ジャズの最近の評論 なり動 きな りを紹 介 しな
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が ら、新 しいジャズのCDの 販売 をホームページ上

で行 っているものです。中身 が聞 きたければ、30秒

間だけは試聴で きる。 クリックすると新 しいCDが

聞けるということになってお ります。 これが7ド ル

99と か、10ド ル99で すから、 日本のCDの 値段 よ

りかなり安 いです。クレジッ ト番号 をオンラインで

流 します と会員 になれます。会員 になった後 はクレ

ジット番号 は一 々入れな くて もいいわけです。この

小 さな企業は自分でCDの 在庫 を持 っているわけで

はありません。西海岸 のCDを 扱 っている業者 に情

報 をそのままインターネッ トで流す。そうします と、

西海 岸のCDを 扱 っている業者 が、フェデ ラル ・エ

クスプレスを使 って、次 の 日に世界中のお客 さんに

CDを 配 るとい うことになっております。

考 えてみます と、CDと い うのは袋詰めになって

いて破 って聞 けないわけです。 それが画面上 で試聴

で きる。 しか も、ジャズの評論 があわせてホームペ

ージに書 いてあ りますから、情報 も豊かになってお

ります。CDは1,000円 ぐらいですから、商売 とし

ても、セキュリテ ィ上若 干 トラブルがあって も大 し

た値段 ではない。流通 コス トもそんなにかからない

とい うことで、このホームペ ージビルダはCDの 販

売 で儲かってい るようです。そ ういう意味でいろい

ろな形で、実 用化 しつつ あるという印象 を受 けたわ

けです。

ただ、ネッ トワークを活用 して実際に商売すると

いうことになります と、セキュ リテ ィの確保、契約

上の法的問題点等 を解決 していかない と実際 の商

売 にはなかなか踏み切 れないわけで、共通の技術 の

開発 と、制度上出 て きます法律的な問題点等 の整

理 を、実証実験 で始 めました。特にインターネッ ト

のようなオープンなシステムになりますと、アクセ

スが非常 に簡単 ですか ら、伝送する内容が改憲 され

たり、あるいは内容の秘密 をどのように確保するか、

また、ネ ットワークの向 こう側 にい る人の顔 が見え

ないわけですか ら、本人 が本当 に申請 をし、買 おう

としてい るのか、他 人のクレジ ット番号 を使 ってな

いのかどうか を含めて、 セキュ リテ ィの確保が大変

大事 になってくるわけです。

また、ネッ トワーク上で一 体何 を商売するかとい

うことも大事でありまして、今 申 し上 げたCDや 本

の販売にも使 えると思いますが、もっと活用できる

のはサービスの提供 だろ うとい う気 もいた します。

どこかに旅 行するときにはエアラインに予約 を し、

行 き先のホテルの予約 、ホテルの周 りの劇場のチケ

ッ トやレス トランの予約 、これらが一括 してできる

制度 が整備 されれば、消費者 にとっては大変魅 力的

な情報提供 になります。それぞれ違 った企業 が参加

しているわけですから、このシステムを共通にハ ン

ドル し、相互 にや りとりができる技 術的 なインフラ

の整備などを図 っていかなければな らないわけです。

そういった意味での共通の技術基盤の整備 を図 るこ

とも大事 です。

また、契約 と同時に決済 を完 了する仕組 み、これ

は電子マネーを含めていろいろな手段 があるわけで

すが、決済の手順 をどうやって安全 なものに し、実

際 の商売 を安心 して行 うことができるようにする技

術 も大事です。それには暗号技術の開発が大事なの

で、民間ユーザに応募 していただきまして、現在19

の実証プロジェク トを実施 しているところです。今

申 し上 げたような技 術的な課題 とあわせて、制度面

での整備 も進 めております。

実証実験 の第1号 とい うことで、本年(1996年)

6月 にUCカ ー ドのプロジェク トが実験 を開始 いた

しました。現 在は消 費者2,000人 の規 模ですが、来

年 には10万 人で実験 することに しております。そ

のほかのプロジェク トも実験 を開始 をしつつありま

して、来年度の前半 にはプロジェク トがすべて実験

段階 に入 りまして、最終的には350社 以上の企業

と50万 人の消 費者 が参 加する、いわば世界最大規

模 の テス トベ ッ ド事 業 、実験 の場 が出現 します

(図一12,13)。

19プ ロジェク トがば らばらにや って、でき上 がっ

たときに全体か ら見て問題 が生ず るといけませんの

で、技術、制度面の共通基盤 を構築 していこうとい

うことで、プロジェク ト問の連携 を図 るために200

社 以上 が参加す る 「電 子 商取 引実 証 推進 協議会

(ECOM)」 を設立 いたしました。ECOMに つ きま

しては図一17に 書いてあります。 このECOMで

はセキュリテ ィ、ICカ ー ドといった技術 的な課題 、

一5一



消費者保護 とかプライバシの保護 といった制 度的 な

課題等 につ きま して、合計14の 作業部会(WG)

が設置 されてお りまして、それぞれのテーマごとに

真剣 な討議 が続 けられております。そのWGは 図 一

14に 書いてあ ります。

平成9年 度 までの残 り1年 半で こういった課題

の議論 をし尽 くして、実証実験 を行い、私 どもとし

ては企業 と消費者間のエレク トロニ ック ・コマース

事業の共通の基盤整備 がな され 、実証企業 が実際

の商売の呼び水 として成功す ることを強 く期待 いた

してお ります。

〔企業間のエレク トロニ ック ・コマース〕

次 に企業間のエ レク トロニック ・コマースですが、

これは2次 補正 の予算 で217億5000万 円を用意 し

て、特定企業間のEDI、 あるいはCALSの 実 証実

験 を行 っております(図 一11)。 現在26に 及 ぶプ

ロジェク トを実施 しておりまして、造船、建設 、旅

行業界 など、通産 省以外の産業分野 も含めて20分

野ほどの幅広 い産業 分野 で実証実験 を行 って お り

ます。恐 らく日本 の生産額の約4割 を占め る規模

がカバーされているのではないかとい うことで、大

変大 きなインパ ク トになるのではないかと思 ってお

ります。

企業間のエ レク トロニ ック ・コマースの代表例 は

CALSで す。CALSは 「生産 ・調達 ・運 用支 援統

合情報 システム」 とい うことで、アメ リカの国防 省

が兵姑支援のためにつ くった情報 システムに端 を発

しているものですが、このCALS関 係が10プ ロジェ

ク トあります(図 一15)。

通産省 は、国防省 と同 じよ うに、幅広 い企業 か

ら調達 します電 カプラン トをベースにして実証実験

を行ってお りましたが、今回のプロジェク トでは自

動車 とか電子機器、鉄鋼 など、主要な10分 野 で約

200社 が参加 して実証実験 を行 っております。設計

の共 同開発 を異な る企業 間、部品企業間、 あるい

はアセンブ リ ・メーカ間で情報 を共有 しなが ら、ネ

ットワーク上 で開発 ・設計 し、生産 していくという

ことが頭にあるわけですが、これは本当の意味 での

生産性向上 に大変大 きな役割 を果 たすのではないか

と期待いたしております。

EDIは 従来 から進 めてきておりますが、これは企

業間の受発注 システムを電子データ交換 で行 うとい

うことが頭 にあるわけです。 これをもっと高度化す

るために、不特定企業 間で 「競 り」という形でネッ

トワーク上 で公 開入札が可能 なシステム、あるいは

画像情報 を取 り込んだ電子 データ交換ができないか

とい うことで、実証実験 事業 を行 ってお ります。 こ

のEDI関 連(「EDI高 度化 プロジェク ト」 と 「高

度商品データベース構築 ・検索技術 プロジェク ト」)

が12プ ロジェク トあります。

いずれにしても、情報 化が、企業 の奥深 く、実際

の生 産、営業活動の中にまで入 って まいります と、

従来の取引慣 行、あるいは企業 と企業 との関係 に

変化 を生 じさせることは火 を見 るよりも明 らかであ

りまして、日本 的な取引慣行 も透 明な電子 ネッ トワ

ーク上 の商売 に置 きかえられてい くとす ると、長い

間の取引慣行 が変わ ってい く可能性 もあるわ けで

す。 日本の経済 システムに影響 を与 えるどころか、

社会全体の考 え方 にも変化 を与 えていくとい う要素

もあるわけです。大変大 きなインパク トを有 するの

ではないかと思っております。そ うい う意味 で、い

ろいろな企業 、いろいろな産業 が入 り乱 れてくるわ

けですか ら、共通の基盤 を整備 して、標準化 を進め

てい くことが大事でありまして、相 互運用性 を確保

するための努 力ということで、今後 いろいろな環境

整 備 を進 めていかなければならないと思 っていると

ころです。

あわせて制度 問題 も大変大事です。図一16に 書

いてありますが、「電子商取引環境整備研究会」 と

いうものをつ くってお ります。これは東京大学の内

田先生 を委 員長 にお願い しておりまして、通常の民

法 や商法でいいます 「契約」の概念 、ネットワーク

上 で発信主義が契約 が終了 したことになるのか、情

報 が着 いたときが契約の完了時になるのか、あるい

は削除 とか無効 というのが民法上 ありますが、電子

ネッ トワーク上の入力 ミスというのは どういうふ う

に法的に扱 うのか、あるいは本人 にな りす まして発

注 があったような場 合の処理 をどうす るのか、いろ

いろな意味で法的 な解釈 、整備 をネッ トワーク化 が
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進むにつれてや り直 していかなければいけないわけで

す。社会的 な制度の仕組みを変 えつつ、技 術的 な問

題 とあわせて整備 を してい くことが大事ですので、

こういう研究会 も進めているところであります。

今申 し上 げてまいりま したように、実際 の業務の

プロセスを短縮 する、場合 によっては従来 の商機 能

を営んでいたセクタが要 らな くなるとい うことも予

想 されまして、産業 界全体の取 引に大 きなインパ ク

トを与 えるとい うことです。ただ、そういう中で生

産、業務の効率 化が達成 されるわけですか ら、現 在

の閉塞状況 にある日本経 済 を活性化するためには大

変大 きな鍵 を握 っております。 また、情報化 が進 み

ますと、コンピュータ、パ ソコンを供給 する、ある

いはソフ トを供給 する情 報通信産業の活性化 にもつ

ながるわけです。

難 しい問題点 がいっぱいあります し、一足飛びに

はいかない点 もあろうかと思い ますが、地 に着いた

情報 化 を進めていきたいと考 えております。産業の

情報 化が進 み、需要 が大 き くなれば回線料 も下が

り、今度 は家庭 でのマルチメデ ィアも盛 んになって

くるということも予想 され ます。実際 に産業界 自身

が情報化 を着実 に進 めてい くことが日本全 体の情報

化にとっても大変大事 だとい う認識 をしているとこ

ろです。

こう申 してきますと、中小企業 や中堅企業 は置 い

て行かれ るのではないかとい う気がす る方 もお られ

るかもしれませんが、大企業 に限 りず、中小 ・中堅

企業 もネッ トワーク上 で1吉報 を発信 し、商売する可

能性 が開 けてくることにな ります。今年 は中小 、中

堅企業のエ レク トロニ ック ・コマース推進事業のた

めの予算 要求 も追加 してやっているところでありま

す。

いずれにして も、エ レク トロニ ック ・コマース中

心の産業 の情報 化 を進めていくための支援事業 を引

き続 き行 ってい きたいと思 ってお ります し、産業界

の皆様方に もそれに応 じて頑張 っていただきたいと

思っているところであります。

以上 で私のお話 を終 わ らせていただきます。あ り

がとうございました。
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_[口 これまでの情靴 の展開

・1960年 頃 か ら情 報 化 を 推 進

これまでの情報化の中心

口製造工程の自動化

口 定型的業務(銀 行の勘定業務、社内の給与計算等)

・1980年 代 には欧米 とも遜色 ない水準 に

・1980年 代 か ら1990年 代 に か けての技 術 革新

小型化、高性能化
低価格化
マルチメディア化

ダ ウンサ イジ ング
ーーー オープンなネ ッ トワークの形成

・対応 の遅 れた我 が国 は、今 またキ ャッチア ップの過程 にある

通商産業省機械情報産業局

(図 一1)

_[2]我 が国の悪循環

・バブル崩壊後の情報化投資は、経済の停滞以上の落ち込み
・電子情報技術の立ち遅れ

・研究、教育、行政等公的分野における情報化の遅れ

・情報化に対する民間ユーザーの低い価値認識

・バブル崩壊後の

情報化投資の減少

・各分野の情報装備

od

⇔
・電子情報産業の停滞

・技術革新への対応

の遅れ
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(図 一2)
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_巨]米 国の好循環

・不況期も情報化投資は拡大

・景気回復期においては、景気の伸びを上回る拡大
・電子情報技術も急展開

・景気後退

・情報化に対する高い認識

・情報化投資の拡大

・情報装備の進展 轡
・電子情報産業の発展

・技術革新への対応

唱

・国際競争力の強化

・経済の構造改
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通商産業省機械情報産薬局

(図 一3)

_巨]産 業分野における情靴 才量資の日米格差

[一.1 ・88年 以降の景気後退期に情報化投資の伸びは急速に抑制
・情報化のための情報化投資

その後好調に拡大
・設計、製造、流通等の業務を再編する戦略的投資

・民間投資に占める情報化投資の割合 米国26%日 本18%

通商産業省機械情報産業局

(図 一4)
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_[ヨ 公的分野における情報化投資の 日米格差一
團 行政 にお けるパ ソ コン1台 あた りの利用者数

●iiiiiiii●iiil回

ii1.3人/台(96年3月}

讐冒 ●1.0人/台(96年1月)

3.6人/台(95年4月)地 方 公共団 体全体

中央 省庁

連邦政 府

嘱 学校 にお けるコ ンピュータ1台 あた りの利用者数

回iiii●6H6●"6●iiiiiiiiiiiii

曹冒ii・ ●ie6ii9人/台(95年12月}教 育

米国ノースカロライナ州での公的分野での取り組みの例

司法:裁 判所外での罪状否認(拘 置所 と裁判所 をネッ トワー クで接続)

教 育:遠 隔教育(高 校、 コミュニテ ィカレッジ、大学の授業 を遠隔受講)

医 療:遠 隔診断、遠隔手術指導、カルテの管理 ・転送

通商産業省機械情報産業局

(図 一5)

一
高 度 情 報 通 信 社 会 推 進 本部(g4年8月 設置)

本部長:内 閣総理大臣
副本部長:内 閣官房長官、通産大臣、郵政大臣

高度情報通信社会に向けた基本方針(95年2月 とりまとめ)
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通商産業省機械情報産業局

(図 一6)
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高度情報通信社会推進本部 制度見直し部会 「報告書」一
‖99(6律 ⑥周報 告:書菱織

・書類の電子データによる保存

一情報の記録段階から電子データの形をとっているもの(電 子取引に係る書類等)

→全て電子データによる保存を可能とするよう法令改正 ・通達発出

一当初から紙で作成された書類等

→原則として電子テ㌧タによる保存を可能とするよう所要の措置

(事実の証明 ・確認、犯罪の調査 ・捜査の観点に留意)
一特 に周到な検討を要する場合も、平成9年 度末までに検討を終了。

・申告 ・申請 手続きの電子化 ・ペーパーレス化

原則として電子的な申告 ・申請の受付を可能とするため法令改正 ・通達発出
一基本的にはオンライン化による電子化をめざす

一オンライン化が進みにくいものについては、当面オフラインによる電子化から着手
一本人確認 ・セキュリティの確保、送受信認証等の課題に配慮

通商産業省機械情報産彙局

(図 一7)

_[コ 産業の情靴 に向けた鮭 省の取り組み

ED1の 普 及促進

・JANコ ー ドの登録 事 業開始 昭和53年 度 ～

・産 業界 向 けデ ー タ交換 の標準策定 平成3年 度 ～C川 標 準 の策 定

・業 際EDlの 開発 平成4～7年 度 約3億 円

・金 融EDlの 開発 、海 外 との連携 平成8～10年 度 約3億 円

生 産 ・調 達 ・運用支 援統 合情報 システム(CALS)の 調 査研 究開発

平成7～9年 度 約20億 円

電 子 商 取 引(エ レク トロニ ッ ク ・コ マ ー ス)の 推 進

・企 業 ～ 消 費 者 間 エ レク トロニ ック ・コ マ ー ス 推 進 事 業

1gプ ロジェクト、350社 、50万 人の参加 平 成7年 度1次 補 正100億 円

・企業間高度電子商取 引推進事業

26プ ロジェクト、我が国産業の40%平 成7年 度2次 補 正217.5億 円
・電子 商取 引環 境整備研 究会 での検討(法 制 度等の検討)

平成7年4月 、機械情報産業局長及び商務流通審議官の私的研究会 として設置。

メンバー … 委員長 内田 貴(東 京大学法学部教授)

委 員 通販事業者、コンピュータベンダ、弁護士、消費者団体代表等27名

平 成8年4月 に中間報告発表

通商産業省機械情報産業局

(図 一8)
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_回 エ レ ク トロ ニ ッ ク ・コ マ ー ス と は一
様々なコンピュータネッ.トワークを用いてぐ設計 ・開発、広告、商取引、決済等のあ らゆる経済活動 を行える

システムであり、EDlやCALSも 含 む最 も広 い範囲の情報システム、又はそれによ り実現 される社会

企業一消費者間の電子商取 引・1 特定企業間の電子商取引(CALSな ど)
'9

電 子 店 舗 、 電 子 決 済 に よ り「個1.

人 消 費 者 が 買 物
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フ
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.

.=ハ'… 「、 「15:'C望 ジr.i・ ぷ七 ㌦'.',・㌔i=・11"・ ・=?;'"・ ㌧音 〉 い1'・1・'.'〆..'・ ・ 、ゴ

1企業間ネットワーク上で特定企業の間のスムーズな=情報交換や高度な情報共有を実現

七

三開発:設 計か'ら部品在庫管理、決済まであらゆる段

鱒:⑰ 嘩 頬 により礫 脳 性化・効靴 を促進

電 子商 取 引
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gtc
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・様々 ・セキュリティレベルの可能性あり・
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パソコン連借等(無 手順)iそ の他OS|(X25等)

通商産業省機械情報産業局

(図 一9)
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ECの ビ ジ ョ ン(2) ,
一企 業 間EC－

曲

in『

臨

三思'壬 の探索

供給企業lllilil

通商産業省機械情報産業局

(図 一11)

・tのECに
口

慰一パソコン通信による通信販売
'FAXに よる通信販売
'
、・WWWに よる情報提供

Cに 関する施策

・ED[の 普 及促 進

CALS実 証実験

ICカ ー ド ・モ デル ・プ ロジ ェク ト

・相互運用性の確保

一共通 基盤技術の整備 .
・テス トベ ッ ドによる課題 の抽出 .
一解決策の検討

エ レク トPニ ック ・コマー ス推進事業

・期間:1995年 度 よ り3年 間

・予算:

企 業・消費者間:100億 円

企業間:217・5億 円

・実施主体:IPAお よびEC実 証推進協議会

(図 一12)

通商産業省機械情報産業局
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回 、繰 硝 艶 聞エレ.クトロニ ック'
コマース推進事業

平成7年 度 第1次 補正 予算100億 円。
19の 企業 コン ソー シア ム等 に よ るプロ ジェク トが本事業 の対象

(幅広い業種 か ら350社 以上 が参加 し50万 人超の消 費者 の直接参加 が期待 され るテ
ス トベ ッ ドを使 った実証 実験)

本事業 は、エ レク トロニ ック ・コマースの共通基盤(プ ラ ッ トラォーム)の 構 築に向 け
た技 術開発 と相互運用性 確保 「呼 び水」 と しての実証実験 が狙 い。

要な開発対象技術

〈認 証 局 接 続 技 術 〉

号化 ・認証方式が異なる認証局間の接続システム

〈 複 △ 情 報 暗 万 化 ・複 化 技 術 、

フ ロ トコ ノレ才支]府 〉

複合情報の暗号化 ・複合化 を実現する高度暗号 システ1

ム。 このシステムについては、業種 や業務 プロセス毎 ・

に、暗号化 ・複合化の手順(プ ロ トコル)を それぞれ.

決 め、それに対応 した システムの構築が必要6

〈 ク レジ ッ ト機 能 等 マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン(多 機 能)

付 き1Cカ ー ドを使 っ た 自動 決 済 シ ス テ ム 〉
OlCカ ー ドの中に複数の技術を付加 し、かつ安全性を確保する技術、それを読みとるためのハー ドウェア関連
技術。

連技術

(図 一13)
通商産業省機械情報産業局

電子商取引実現のための共通課題 と電子商取引実証推進協議会(ECOM)組 織

1テ ス トベ ッ トプ ロジ ェク ト連 絡 調整 委員会 :
. .

.

、

|

共

通 司← _一→-

1検
討 各WGと プロ

課認 蝦で
題

…

:

|

l

l

レ

電

子

商

取

引

実

証

推

進

事

業

実

証

プ
ロ

ジ

ェ

ク

ト

`

商 品属 性情 報標 準化検 討WG
モールと結ぶ⊃ンテンツブロバイダーが提供する商品等の属性の情報のフォーマット等の標準化の検討 l

i
複 合 コ ンテ ンツ対応 技術.(エ ー ジェ ン ト機能)検 討WG
複数のコンテンツプロバイダーの情報を検討するための}支術についての検討

I
l

コ ン テ ン ツ プ ロ バ イ ダ ー/MALL間 ビ ジ ネ ス プ ロ トコ ル 検 討WG

コンテンツプロバイダーとモール間でや りとりされる情報のシンタックスルール、メッセージ等のビジ
ネスプロ トコルの標準化1総 到

1襲

買

.

・会1 共 通 セ キ ュ リテ ィ 関 連 技 術 検 討WG

各プロジェク ト間のセキュリティ技術についての意見交換、異なるビジネスプロトコルと複数の暗号ア
ルゴリズムに対応する共通セキュリティ関連技術の評価管

　

1　
モ ー ル 構 築 技 術 検 討WG

モールの構築技術(3次 元ヴァーチャルモール等)の 各実証翼験での評価等の共有

　
「

1

1本 人ξ忍証技 術検討WG
指紋、音声等本人鷲鉦技術について各実証実験での評価等の共有

1運営委員会1
lCカ ー ドWG

ECの あらゆる局面で利用される1Cカ ー ドの仕様について検討
　

1
認証局検討WG

勢 黎 額 講席性σ撒 性確保のための}組 班 局に対応したシステム安部 」鰹 準洛 朋 イド
連務局1

　 　

一

馴 螺 篇関や外為等。問題の検討

尾 議1‖ 諭 壁 鷺 戦 艮 。.の問。につ、、。、保護。在,方、。法等。検。
1

EC情 報提 供

サ ーバ ー

篇 翻 躁 酪 。鞭 鴎 緻 堰 燗 、係。問題についての検。
一

ε加企業… ∋ 繊 翻 顧 認 顯 賭 取引の在,方および制度欄 。関.解。策など。}概 行う.

」
http://www.ecom.o「.iP

電子公証WG稽 轍 鯉 弊 村 爾 調 室酷
}.唄群 繍 媒 るため契 約の存在や内容を晒 するシステムつ

副鰯 獣9,と の連携.観 交換。行う.

(図 一14)

通商産業省機械情報産業局
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匝1企 業問 題 子商取引推難 業
平 成7年 度第2次 補正 予算2175億 円。

幅 広 い産 業分野(20分 野 生産 額ベ ースで全産業の40%;26プ ロジェク ト)の 情
報化 の促進 。

本 事業 の狙 いは、(1)様 々な業界 内又 は複数業界 間にお ける中堅 ・中小企業 も含 め た情報

化 の促 進。

(2)企 業間の電子 的 な商取引に共通 な電子 商取 引に共通 な電子情 報技術
の 匪

'択 プ ロ ジ
ェ ク トの 概

・部 品 、STEP、 プ ラ ン ト、 ソ フ トウ ェ ア 、 造 船

運 と の 力 計10プ ロ ジ ェ ク ト

伽 ロ ジ ェ>

i電 子公証システム等企業間の電子商取引の共通基盤技術
の開発 を行うプロジェクト。

〈EDl高 度 化 プ ロ ジ ェ ク ト〉

インターネッ ト上でのEDlや 画像情報 を取 り込んだ

マルチメディアEDlな ど高度 なEDlに 業 界全体 で

り組 むプロジェク ト。

(図 一15)
通商産業省機械情報産業周

回 電子商取引環境整備研究会

○ 平成7年4月 、通産省機械情報産業局長及び商務流通審議官の私的研究会として設置

○ メンバー 委員長 内田 貴 東京大学法学部教授

委員 通販事業者、コンピュータベンダ、弁護士、消費者団体の代表等

27名'

○ 目的 電子商取引に係る諸課題の検討(制 度的な課題を中心として検討)

○ 中 間 報 告(平 成8年 ・4月23日)

〈 考え られ る論点〉

・市場参入/宣 伝 ・広告

一商標権の問題
、著作権 の問題、商品やサー ビスの評価 に関する情報提供の問題

・引き合い ・交渉 ・契約

一契約の成立時期、電子データの撤回 ・変更、電子データの無効 ・取消、成 りす まし発注、書面要件

・決済

一銀行振込 ・振替等電子資金移動の問題、クレジッ ト決済の問題、電子貨幣の問題

・電子商取引全般 に係 る課題

一電子デ ータの証拠能力 ・証拠価値の問題
、損害 に対する責任分担の問題、認証の問題、費用負担の

問題、プライバ シー保護の問題、倫理の問題、国際取引、国際的八一モナイゼーシ ョン等

(図 一16)

通産省機械情報産業局
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同 工レク
口二 ・ク ・コマ ース の推 進 体 制

〈実証実験 ・技術開発〉 〈推進体制〉 <制 度的課題

エ レク トロニ ック ・コマ ース推進 事 業

(平成7年 度1次 補 正で 実施)

①企業 ・消費者間の取引における電子情報技術の導入

②暗号 ・認証技術等エレクトロニック ・コマースの

共通技術の開発

企業間高度電子商取引推進事業

(平成7年 度2次 補正で実施)

①様々な業界肉叉は複数業界間における情報化の推進

②企業間の電子商取引に共通な電子情報技術の開発

生 産 ・調達 .・運用 支援 統 合情報 システ ム

(CALS)の 調査 研 究開発

○発電所のポンプシステムをモデルとした技術開発と

実証実験

情 報処理 振興 事業 協会

θPA)
・セキュリティ

連携

電子商取引

実証推進協議会

(ECOM)

技術課題 制度間

検討WG検 討WG

産業情報化

推進センター

(C'り

CALS関 連

への対応〉

電子商取引

環境整備研究会

(平 成7年4月 設 置)

実証結果 電子 商取 引 にお いて生

フィート'ハ夢ンク ず る現行 制度 上の 問題

点及 び検 討課 題 を整 理

し、環 境整 備 のた めの

方策 を検 討。

CハLS技 術

研究組合

SτEP

推進 センタ ー

通商産業省機械情報産業局

(図 一17)
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基 調 講 演

『イ ンターネ ッ ト/イ ン トラネ ッ トの現状 と動 向』

東京大学 教授

石 田 晴 久





基調講演 インターネット/イ ン トラネットの現状 と動 向

御紹介いただ きま した

石田で ございます。私 の

方 からは、今 までお話の

あったECの 一番基礎 に

なるインターネ ッ ト、 そ

れに、最近企業 の中で も

この技術 が使われ るよ う

になって、その部分 をイン トラネ ットと言 っている

わけですが、その辺の現状 と、それか ら、余 り先 は

見通せませんが、近 い将 来 どうなるかとい うあたり

をお話 ししよ うと思います。

〔インターネッ トとは〕

インターネッ トにつ きま しては、 もう使 ってお ら

れる方 もい らっしゃると思 いますが、全 員の方 が使

ってお られるわけで もなさそうですから、改めてイ

ンターネットとは何 かというところからお話 しいたし

ます(図 一1)。 インターネ ットというのは、「イン

ター」が 「インターナショナル」の 「インター」 と

同 じように 「何 かにまたが るもの」 とい う意味 で、

「ネ ット」が 「ネッ トワーク」ですか ら、ネッ トワー

クとネッ トワークにまたがったネッ トワークというこ

とになります。企 業の場合 ですと、企業の 中にあり

ます ローカルエ リアネッ トワーク、構 内ネ ッ トワー

ク、 これ を次 々 につないでいったネッ トワークとい

うふ うに単純 に考 えていただいていいと思 います。

これが今 ある大 きさに育 ってきたわけですが、イ

ンターネッ トは最初 か ら国際 ネッ トワークにつなが

っておりますので、今では電話網 と似たようなとこ

ろがあります。いわばパ ソコンを使 う人に とっての

第2の 電話網みたいなもの、そういう位置 づけでよ

ろしいか と思い ます。今 インターネッ トは非常 にブ

ームになってお りまして、これ は一過性の ブームで

その うちなくなると言 っている人 もい ますが、そ う

ではなくて、これからパ ソコンを使 う人 がどんどん

東 京 大 学 教 授

石 田 晴 久

増 えてきますので、そうい う人 たちのためのインフ

ラス トラクチャとして未来永劫定着すると思 います。

インターネ ッ トを使 う場合 に場所が二つありまし

て、一つは組織 の中、会社 の中のLANに 自分のパ

ソコンをつないで使 うとい うことがあ ります。 もう

一つは、最近家庭でパ ソコンを使 う人が非常に増 え

た結果、この人 たちもインターネッ トを使 いたいと

い うので、家庭のパ ソコンを電話網 につなぐ、もっ

と速い速度 でやりたいとい う場合 には、ISDNと い

い まして、ディジタル電話網 のサービスをNTrが

全国的に展開 していますので、これに加 入 して使 う

こともできます。こちらです と64Kbpsで やりとり

ができると同時に、ISDNと いうのは1回 線加入 し

ますと2チ ャンネル同時 に使 えますので、2チ ャン

ネル同時に束に しますと128Kbpsで 使 えるとい う

ことでユーザが急増 中です。それか ら、従来 、こう

いう人たちのためにパ ソコン通信 システムというの

があったわけですが、これが最近ではインターネ ッ

トにつながるようになりましたので、パ ソコン通信

システムに加入 している人 はそちら経由でもインタ

ーネットが使 えるということで、ユーザが増 えてい

るわけです。

〔サイバースペース〕

インターネ ッ トですが、英語で よく 「サイバース

ペース」 といい ます。 このサイバ ースペースの非常

におもしろいところは、企業 あるいは企業 に働 いて

いる人たちと、全 くの個人 、これが直結 の関係 にな

っている。仲 介物 を通 さずに本当 に直結 になっいる

ということですので、ある見方 からす ると、これは

人間 と店 が集 まる仮想的 な広場 であるということが

言 えるわけです。 しか も、 これ を使 っている人が世

界 中で1億 人 ぐらいになってきたのではないかとい

う推定 がありますので、そ うい う人が集 まってお互

いに直接通信のや りとりができる広場 になってきた

一17一



ということです。 とにかくこれは世界 的につなが っ

ているということです(図 一2)。

この中で行われることは、本物の広場でや られ る

の と同 じようなことになりつつあります。一つ は電

子 メールによってお互 いに情報の交換ができる。 こ

れ も国 内だけでなくて、外 国 にいる人 とも簡単 にで

き、非常 にコス トが安いというところがあ ります。

それから、情報 の発信 がい ろいろで きますので 、

情報 を集める方か らいうといろいろな情報が集 めら

れ る。情報 を発信 するとい うことは企業 にとっては

広告の場であり、宣伝の場 になるわけです。今 、広

告業界 なども競 ってこの世界 に入 ってきていろいろ

実験 をやっております。

企業 と企業 、個人 と企業 が結びついておりますの

で、ユーザから見 るとシ ョッピングができる、売 る

方 からいうと物 が売 れる可能性 があるわけです。 こ

の場合、日本 の場 合ユーザ数 がまだ多 くありません

ので、今、インターネッ トで物 を売 ろうかとい うこ

とを考 える場合 に、一般消 費者 を相手 にするという

よりは企業相手の方 がいいだろうと思 います。先 日

も私の知 り合 いのビジネスマ ンと話 をしてお りまし

たら、そこは企業 に対 して文房具 を売 るという仕事

を しているそ うですが、今 までは紙のカタログを会

社 に送 って、担当者 にファックスで注文 を入れて も

らうとい うことだったのですが、 これか らそれ をイ

ンターネットにシフ トする。 そうすると、一 々 カタ

ログを送 る必要 はない、画面で見 られ る。 しか も、

うまくシステムをつ くれば、検 索機 能が持 たせ られ

ますので、担 当者 が早 く目的の商品が探せる。画面

を見 なが ら注文 を入れ られますので、値段 が下 げら

れそうだとい うことを言 っておりま した。物 を売 る

というと消費者向 けと考 える方 が多いのですが、そ

うではなくて第一段階 は企業 向 けに売 る、そこで経

験 を積 んで、いず加 商費者 とい うふ うにいくのがい

いのではないかと思い ますが、そ ういうことも含め

て物 が売れる可能性 があります。

それから、最近 は個人 で参加 して、インターネッ

トで遊んでいる人がた くさんお ります。 これは遊 び

の道具 として、例 えばゲームを提供す るのですが、

それ も企業にとっては広 告 になるとい うことで、い

ろいうな企業 がゲームプログラムをインターネットで

提供 しています。若 い人 たちがそれで遊 んでいると

い うこともありまして、 インターネ ッ トは遊 びの世

界 でもあります。

それか ら、電子出版 ということで、あらゆる出版

社 がこれに参加 して情報提供 をしております。

それから、予約 もホテルや航空券 などいろいろな

ものの予約 ができるようになりました。

これか らの課題 が電子取引です。これには電子マ

ネーなども入 るわけですが、これか らそういう方向

に行 こうということになっているわけです。

〔インターネッ ト利用者 数〕

インターネッ トですが、今マスコ ミで もかな り大

騒 ぎになっているのは、何 といっても利用 が急激 に

増 えてきたということにあります(図 一3)。 このグ

ラフは、横軸 に1980年 から96年 まで1年 刻みで

年 が書 いてありまして、縦 軸には世界 中の インター

ネッ トにつながっているホス トコンピュータの数がプ

ロッ トしてあります。この場合、ホス トコンピュー

タとは何 かとい うの はなかなか微妙 なのですが、イ

ンターネッ トに24時 間つながっていて、つ ながって

いるということが確認で きるコンピュータという意

味 です。 したがって、これには家庭 のパ ソコンで電

話 で時 々つながるとい うものは入 ってお りません。

それか ら、今 、企業 ではファイヤウォール とい う

セキュリティシステムを設 けて、それ を通 してイン

ターネットにつなぐとい うことをやってお りますが、

そういう場合には、インターネッ トから見 るとファ

イヤウォール というコンピュー タ1台 しか見 えない

わけです。その内側 に企業 がどうい うネッ トワーク

を持 っているかとい うことは全部隠 されて しまいま

すので、企業内の奥深 くにあるコンピュータはカウ

ン トに入 っておりません。

そういう条件でカウン トして もこの数 が急激に増

えて きておりまして、この7月 の統 計では世界全体

で約1300万 台のコンピュータがつながっている、 こ

れはかなり信用 できる結果 です。 これから推定する

と、ユーザ数 は世界全体 で1億 人 ぐらいいるのでは

ないかとい う感 じです。
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インターネッ トの開発 は、アメ リカでは1969年

にARPAnetと いうのがで きま して、それ以来ずっ

とやって きておりますので、アメリカは随 分年期 が

入 っております。それに対 して、 日本では1984年

に、私の周 りにいました若 い人 たちがそろそろイン

ターネットというのをやってみようじゃないですかと

言 ってきたので、 じゃ一緒 にやろうとい うので始め

たのですが、それか ら考 えて12年 ぐらい、 日本で

本格的 にイ ンターネ ッ トが始 まりま したの は1988

年ですので、そ こか ら勘 定す ると8年 ぐらい しかた

っていないということがいえます。

大学では、この間ずっとインターネッ トの実験 と

いうことで、電子 メールを使 うとか、いろいろやっ

ていましたが、 日本 の企業の方 々がなかなかインタ

ーネ ットを使お うとしないとい うので私 も非常 に心

配 しまして、1993年 に民 間の方 に呼びかけて 日本

インターネ ット協会 というのをつ くりました。普 及

活動 を始めたのですが、その ころから世間的 に注 目

されるようになって、あっとい う問に増 えて きた と

いうことです。

このカーブは1年 たつ とコ ンピュー タの数 が倍 、

あるいはそれ以上 に増 えるというぐらい今 は増 えて

きてお ります。要 するに倍 々ゲームです。 この倍 々

ゲームという勢 いはあと2～3年 、西暦2000年 ぐ

らいまでは続 くと思 われます。今現在ユーザは余 り

いないにして も、 これが倍 々で増 えていくとたちま

ちす ごい数になるということは予 想 されるわけです。

表 一1に 世界 中のホス ト数 と ドメイン数 とい うの

が書 いてあります。 ドメイン数 とい うのはインター

ネッ トに加入 している組 織の数 です。 これ を見てい

ただきますと、アメ リカが断然 多 くて、アメ リカで

は821万 台 、加入 している組織 が35万 ですから、

アメリカとい うのは飛び抜 けて多いわけです。ただ、

アメ リカの中には多国籍企業 だとか、日本の企業 、

外国の企業が入 っておりますので、必 ず しもアメリ

カだけとは言 えないのですが、アメリカは非常に多

い。2番 目がイギ リス、 ドイツ、 日本 は4位 です。

この中で一番急 ピッチで増 えておりますのが日本

でありまして、1月 の統 計では、 日本 はカナダ、オ

ース トラリアに続 いて6番 目だったのですが、7月

には4番 目に上がってきてお ります。 この勢いだと

多分来年の今 ごろには日本 は ドイツ、イギ リスを追

い抜いてアメリカの次 に来 ると思 います。つ まり日

本 はち ょっと遅れていたのですが、やろうとい うこ

とになると日本 とい うのはすごいのです。多分来年

の今ごろは世界第2位 のインターネッ ト大国 になっ

てい ると思い ます。ですか ら、日本 は遅 れてい る、

遅れていると皆 さんおっ しゃるのですが、それはア

メ リカに比べて遅 れている。アメ リカが余 りに も進

み過 ぎているのです。 その アメ リカと比べた ら全然

だめと言 って もいいのですが、ほかの国 と比べると

どうかというと、決 して遅 れているわけではな くて、

結構 日本 も頑張 っていると言 えると思います。

それから、ホス ト数ですが、表 一2を 見ていただ

きます と、右側 に日本のホス ト数 とい うのがありま

す。 「co」と書 いてある一番上の欄 が3.3万 台、こ

れは会社関係です。次 の 「ac」はアカデ ミックの略

で大学 です。右側の ドメイ ン数 を見 る と会社 では

5,000社 ぐらいがつながっている。大学が735で す。

ドメイン数 から見ると企業 が圧倒 的に多いにもかか

わらず、ホス ト数から見ると企業 が少 ない。 とい う

ことは、企業のコンピュータが余 りつ ながっていな

いとい う面 もあると思いますが、先 ほ ど言 ったファ

イヤウォールの影響があって、ファイヤ ウォールの

内側 は見 えませんので、みかけ上 、大企業で も外 か

らは1台 しかつながっていないように見 えるという

ことがあるので、ホス ト数 としては少 ないです。 し

か し、 それで も全体で50万 台近 くなっているとい

うことが見てとれると思います。

今 申 し上げたのはつながっているコンピュータの

数 ですが、インターネッ トを使 って ビジネスをやろ

うという場合 どなたでも気にされるのが、ユーザ数、

実際 に使 っている人 がどの くらいいるのか とい うこ

とです。ただ、この場 合ユーザとい うのは誰 をさす

かとい うことは非常 に難 しくてよくわか らないので

すが、業 界で挙げている数字 は、大 体1週 間 に1回

以上使 うぐらいの人 ということで考 えます。これに

ついては、北米で しばらく前にニールセンとい う会

社 が調査 しています(図 一4)。 ニールセンとい う

のはテレビの視聴率 をはかっているので有 名な会社
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ですが、その調 査によると、北米 でカナダも含めて

大体2400万 人 です。これは人口の約1割 です。そ

れか ら、非常 に驚 くことは女性 が3分 の1、34%

だということです。女性 の3分 の1と いうのは、ほ

かの調査 でも大体女性3分 の1と い うのが出 ますか

ら、信用 していい話だ と思います。インターネ ッ ト

でショッピングするとブラン ド品が安 く買 えるとい

った話 がかなり浸透 していて、女性 にとって もイン

ターネッ トが役に立つようになってきているというこ

とだと思います。

〔日本 での利用者数〕

日本 はどうかといいますと、まだユーザが余 り多

くないので、サ ンプル調査 しても意味のある結果 が

得 られそうもないということで行われておりません。

私 どもの 日本 インターネッ ト協会 でもそろそ ろや ろ

うかということで準備 中で、多分年 内に一般 の人 向

けの聞 き取 り調査がで きると思 います。そうすると、

ある程度 はっきり数字 が出ると思いますが、一つ参

考 にな りそ うな数字はパ ソコンの台数 です。 これに

ついては、先ほど中川局長 も言 っておられ ましたが、

業界 で発表 された数字 だと、去年1年 間で550万

台売れた。今年の 目標 は750万 台 ということですが、

多分800万 台 ぐらいい くだろう。来年 は1000万 台

売 りたいということです。そうすると、累積 で3000

万台 ぐらいのパ ソコンが日本の国内で使 われている

ことにな ります。 これは会社 で使われてい るの と、

個人 が家庭 で使 っているのを合わせてですが、その

ぐらいの時代 が来そうです。 その うちのかな りの人

がインターネットを使 いそうなのです。

日本 のユーザ数 とい うのは本 当にわか らな くて、

私 も関係者 に聞いて歩 いたのですが、皆 さんおっし

ゃるのは、去年の今 ごろ100万 ～150万 ぐらいには

なっていたのではないかというので、切 りのいい数

字で125万 というのを挙 げてみました。これは業 界

の推 定ですので、余 り信用 しないでください。女性

の比率 ですが、インターネ ッ トを実際 に使 ってい る

人 にオ ンライ ンでア ンケー ト調査 ができますので、

雑誌社 などがやっているのですが、その結 果 を見 る

と、日本では女性 はまだ4%か ら多 くて7%ぐ らい

の感 じです。今現 在 は、去年 から見 ると倍 ぐらいに

なって250万 人 ぐらいかなとい うのが業 界でよく挙

げられている数字です。

これとは別 に、パソコン通信 については、電子 ネ

ッ トワーク協議会 というのが業者 に対 して調査 をし

ているのですが、それによると約600万 人の人 がパ

ソコン通信に加入 して使 っているとい うことです 。

最近 はそのかなりの人がインターネッ トも使 ってい

る。そうい うのを加味 するとこれよりももっといる

か もしれない。パ ソコン通信 だけで600万 人で、そ

の うちの何%か が使 っているとす ると、 もっと多い

か もしれないのですが、ざっと250万 人 ぐらいとい

うことになります。 これがもし倍 々で増 えていくと、

98年 には1000万 人 ぐらいが使 うということが考 え

られるわけです。 もし1000万 人のユーザが出て き

たすると、ちょうど人口の1割 ですので、現在のア

メリカ並みにな ります。

それから、人口当たりのインターネッ トの利用 が

世界で一番進んでいると言 われてい るのがフィンラ

ン ドで、既 に2割 の人 がインターネッ トを使 ってい

るそうです。 日本で も2割 になるとすると2000万

人 ですから、近い将来2000万 人の人 がインターネ

ットを使 うという時代 は絶対来 ると思 います。

そうす ると、今現 在マーケ ッ トを考 えた ときに、

250万 人の消費者相手 だと余 り大 きなマーケットで

はないとい う感 じが しますが、これが1000万 人 、

2000万 人になって くると相 当のマーケットだと思 い

ます。そうい う意 味では、皆 さん ももしインターネ

ッ トを通 して物 を売 るということを考 えておられる

のでした ら、今現在 はちょっと慎重 である必要があ

ると思 います。お客 さん も若 い男性 が多い、女性 は

ほ とんどいないとい う世界ですので、余 り売 れると

い うことは期待 できない と思います。だから、先 ほ

ど言 いましたように、企業 に物 を売 るとい うことを

第一番に考 えた方 が恐 らくいいと思 います。 しかし、

ユーザが1000万 、2000万 となった ら無視できない

とい うことで、これからインターネ ッ トを通 した物

の売買 は盛んになって くるだろうと思 います。

〔インターネッ トでの情報 〕
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インターネッ トを通 して情 報 を見 るとい うのはど

うい うことか、余 りな じみのない方 のために説明 し

ます。今 日は 日経 さんの主催 のところに朝 日新聞を

持 ってきて申 しわけないのですが、割合見 ている人

が多い紙面です(図 一5)。 もちろん 日経 さん もや

ってお られて、あらゆる新 聞社 が情報提 供 を始 めて

おります。これは一種 の電子 出版 と言 って もよろし

いわけです。

ア ンダー ラインが引いてある項 目が ありますが、

これはキーワー ド扱 いになっており、ここにマウス

でクリック しますと、ここに書 いてある事項 につい

てもっと詳 しい説明が出て きます。それか ら、 こう

いうのは無料 で情報提供 が行われていますが、新 聞

社 と して もちょっと経 費がかかるので、少 しで も経

費 を回収 したいというので、スポンサを募 って広告

が載 っております。

「TOSHIBA」 とい うのがありますが、ここをク

リックしますと、画面 が変わって東芝 の情報 、最初

のページはホームページといい ますが、それが出て

きて、東芝 が提供 しているいろいろな情報 とか商 品

の説明などが見 られ ます。東 芝 は、ここをユーザが

ク リックして くれることを期 待 して載せてい るわけ

です。ですか ら、 この広 告は、紙 の新聞 とは違 いま

す。紙 の新聞 だとそこにある情報 しかありませんが、

これは奥 行 きがありまして、ク リックす ると画面 が

変 わって東芝の情報 が出て くるという形 になってお

ります。

最近 、学生が こ うい うものの 中で就職 ・求 人情

報 を非常 によく見ています。ク リックす ると、画面

が変わ っていろいろな会社の求人情報 が見 られ ま

す。それを考 えると、これか らは社員 を募集 すると

きにイ ンターネ ッ トが非常 に重要 になりそ うです。

インターネッ トでこういうことができていない企業 は

遅れている企業 だ思われて、いい学生が来 なくなる

可能性が十分考 えられます。

こうい うふ うに します と、求人 というのはある一

定の時期 に一 斉にやる必要 はなくて、常 時 こういう

ところで募集 をかけて構わないはずです。ですか ら、

そ うなると大学の就職協定がどうなるかなと思 うの

ですが、どう考 えても企業が一斉 に同 じ時期 に採 る

というのはおか しくて、必要 なときに人 を採ればい

いわけで、そうい うときにこれが非常 に役に立 ちま

す。

それからこうい うものは、外国人 も日本 のニュー

スに興味 を持 っていますので、英語 で見 たいという

人 たちのために、「toEnglish」 とい うキーワー ドが

あります。 ここをクリック しますと、この画面の文

字 が全部英語 にかわ ります。実 はこういう情報 を提

供するときには、大抵 の組織 で英語版 も別 に用意 し

ておき、toEnglishと い うところをクリックすると

英語版に切 りかわるようにしています。 したがって、

日本では、国内向 けには 日本語 、外国 向けには英

語 というのでバイリンガルにしなければいけないので

大変 なのですが、逆 にバ イリンガル に しておけば、

外国の人、 とんでもなく遠 くの国 に住 んでいるよう

な人 が見に来て くれ るということがあ りまして、 こ

れの場合 でも外 国人が随分読 んでいるそうです。

ですから、そ うなると、物 を売 るときに必 ず しも

国内 だけでなくて、商品の説明 を英語 で書 いて、注

文書 も英 語で書いておくと、外国の人が注文 してく

れるとい う可能性 がありますので、世 界中に売 ると

い うことがで きるわけです。特 に非常 にユニークな

商品で、外 国にはないもの、あるいは外国 よりは安

い ものだったら十 分外 国にも売れるわけです。 しか

も、大企業 だけではなくて中小企業 でもで きるとい

うのがインターネッ トのおもしろいところです。

もう一つ注 目していただきたいのは、朝 日新 聞社

の コンピュータの名前 が 「asahi.com」 となってい

ます。実 はこれはアメリカの名前 なんです。 日本 だ

ったら 「co.jp」と書 くべきところを 「com」 に して

いるとい うことからわかるように、実 は朝 日新 聞社

では、こういう情報 を提 供するコンピュー タ ー情

報サーバ といい ますが一 をアメリカのサ ンボゼに

持 っていったのです。持 っていった理 由は、あちら

の方 が回線費 が大幅に安いということです。 こうい

う画面 を大勢の人 に見 てもらお うとします と、情報

サーバとインターネッ トをつなぐ回線 とい うのは高

速の回線でなければいけないわけですが、高速 回線

は日本では非常 に高 い。アメリカの方がはるかに安

い というので向 こうに持 っていって世界 に向 けて情
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報 発信 をやっています。

こうい うことか ら考 えます と、 これから心配 なの

は、日本 は通信回線が非常に高いですか ら、 そのま

まに しておくと情報サービスがどんどん外 国 に逃 げ

ていって しまう。情報 サーバで販売 システムなどを

構築す る場合 に、コンピュー タその ものはインター

ネ ットの場合には国際ネ ットワークですか ら、 日本

に置 く必要は全然なくて、朝 日のようにアメ リカに

持 っていって もいい し、ハワイで もいい、シンガポ

ールで もいい、香港で もいいということにな ります。

下 手 をす るとこういうものもどんどん外国 に逃 げて

いって しまう。朝 日新聞がその例 を示 しているので

はないかと思います。

それから、物の販売 とか予約ですが、最近 は非常

に凝った画面 をつ くるところが増 えています。競争

ですか ら、余 り平凡 な画面 だと人 目を引 かないので

す。伊豆 にあります 「ニューさがみや」 とい う和風

の ホテルでは、日本語の部分 を縦書 きにしておりま

す。それから、写真 が何枚 か入 ってお ります 。「御

予 約」と書いてあるところを押 しますと予約 の画面

が出て きて、キーボー ドで自分の名前 だとか、泊 ま

りたい 日を入れると、その場 で予約 ができるとい う

形 になってお ります。

さらに、例 えばお風呂場 か ら見 た海 の景色です と

か写真 を自由に動 かして、風景 を見 ることがで きま

す。 こういうのはバーチ ャル ・リアリテ ィ、仮想現

実技術 の一番原始的な利用です。

ついでに申 し上げておきますと、そうい う写真 を

つ くるのは今現在 は非常 に大変 です。カメラで幾つ
ミ

か写真 を撮 って、それを後でソフ トウェアの処理で

なめ らかにつなぎ合わせるということをしなければい

けませんので、非常に大 変なんですが、私の知 って

いるグループがアメリカの会社 と共同開発 をやって

おりまして、魚眼 レンズを使 った非常 におもしろい

カメラをつ くりました。魚眼 レンズで、横方 向180

度 、上下180度 が1回 シャッターを押すと撮れると

いうカメラです。例 えば このホール全体 の写真 を撮

ろうと思 ったら、真 ん中辺 で後 ろ側 を見て1回 シャ

ッターを押すと後 ろ半分が全部撮れる。今度 は前向

きになってもう一回 シャッターを押す と、結 局360

度 、あらゆる角度か ら見た写真 がシャッターを2回

押す ことで撮れ るわけです。あとはソフ トウェアで

球面補正 などをすれば、360度 どの角度 からで も部

室全体 が見 える、そういう写真 が非常 に簡単 につく

れるようにな りますか ら、多分 そういう情報 の提示

の仕 方 も増 えてくると思 います。

その他 アニメーシ ョンを使 った り、簡 単 なビデオ

クリップ を使 ったり、こういう画面は非常 におもし

ろくなりつつあります。

〔イ ントラネッ ト〕

ところで、インターネッ トを使 ってビジネスをや

ろうとい うときにイン トラネットということが しきり

に言われるわけですが、イン トラネッ トとい うのは

社 内のネッ トワークですが、典型的なのはインサー

ネ ッ トです。インサーネッ トの場合 ですと、同軸 ケ

ーブルを1本 張 っておいて、そこに社 内のパ ソコン

だとかオフコンだとか大型 コンピュータをみんなつな

いでお互 いに自由にや りとりができる、LAN、 構

内 ネッ トワークのことです。

これをインターネ ッ トにつなぐ場合 に、インター

ネットというのは非常にオープンなネッ トワークでセ

キュ リテ ィというのは余 り考 えられていないネットワ

ークですので、防護 措置 が何 もな くてい きなりつな

ぐ、その場合 にもル ータと呼ばれる中継機 、交換機

みたいなもの を置 くのが普通ですが、それ だけです

と、非常に悪質 なハ ッカーなどが出て きて、社 内の

ネッ トワークに入 り込んで きて悪 さをす るかもしれ

ないとい うおそれがあります。それを防 ごうという

ので開発 されたのがファイヤウォール と呼 ばれるソ

フ トウェアシステムです(図 一6)。 こういうソフ ト

は、従来 はワークステーシ ョンというクラスの コン

ピュータで使われて きたのですが、最近パ ソコンの

性能 が上 がりましたので、今ではパソコンで も使 え

ます。パ ソコンの中にファイヤウォール とい うソフ

トを入れておいて、外か ら入って くるユーザ をチェ

ックす る、変な ものは入れないということがで きま

すので、これ を入れておけば、普通の意味では安心

だと言 っていいと思い ます。

一方 、情報 サーバですが、世 間に対 して情報 を提
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供する、カタロク情 報 、値段の情 報 を提供す るよう

なシステムは、で きるだけ大勢 の人に見てもらいた

いわけですから、置 くとすれば社内のネ ッ トワーク

ではなくて、ファイヤウォール の外側 に置 くべ きで

す。普通は社内のネ ットワークの外側 に もう一つ小

さいネッ トワークをつ くって、そ こに情報 サーバ を

置 いて、 これは誰で も自由にご らん くだ さいという

ふ うにやるわけです。一方 の、社 内の ネッ トワーク

には社員以外は入 れないよ うに ファイヤ ウォールを

セッ トしておくとい う形 です。

ただ、情報 サーバ として単純 に情報 を提供 するだ

けで した ら、これでよろしいわけです が、 ビジネス

をやろう、商売 をや ろうということになると、カタ

ログ情報 だとか、値段 の情報 をユ ーザに見せなけれ

ばいけません。 そうい うものは、会社の中の基幹情

報 システムの中のデータベースに入 っているのが普

通です。そ うす ると、必要 になって くるのが、これ

と情報 サーバ とを有機 的につないで、ユーザの リク

エス トですぐカタログとか値段 が表示 できるように

する、ユーザが注文 を入れて きたら、注文 を自動 的

に処理 できる、あるいは予約の場 合で したら、予約

システムにつながるようにす る必要 がありますので、

その辺 をや るのがイン トラネ ッ トの非常 に重要 なと

ころです。

もう一つ、イン トラネッ トの重要 な役割は、社 内

の情報の交換 とか共有 をスムーズにやるとい うこと

がありまして、そのために情報 サーバ を外向 きだけ

でなくて、社内用 にもセッ トす る。ここは社 員だけ

が見るとい うことに して、社 内 で飛び交 ういろいろ

な情報 をこの中に入れてしまう。 もちろん電子 メー

ル も使われ ますか ら、電子 メールのサーバなども兼

用するのだ と思 いますが、電子 メールも含めて、 こ

こで社 内向けのいろいろな処理 をす る。その辺 をき

ちんとやろうとい うのがイン トラネッ トです。 イン

トラネッ トは技術的 にはインターネ ッ トと全 く同 じ

です。 しか し、使 う方 は社 内の人 に限 るということ

です。

イン トラネ ッ トとい うのは社内の ネッ トワークと

申 しましたが、ち ょっと大 きな会社 になります と、

国内の別の ところに支社 があるというケースが多い

です(図 一7)。 ここはB社 と書 いてありますが、B

社 の場合 は海外 に支店がある。そうすると、イン ト

ラネッ トで社 内の情報 の交換 をや りましょう、特 に

これか らできるだけペーパ ーレスに して、今 まで社

員 にお知 らせ をす るときに一 々ハー ドコピーをつ く

ってみんなに配 るということをやっていたの をやめて

しまう。お知 らせば情報 サーバで見て くれ とい うふ

うにすると効率が非常に上 がると思い ますが、そう

いうことをやろうとすると、本社 だけでは話 が済 ま

なくな ります。支社があれば、支社 にも同 じような

システムを使 って、支社の人 が本社の情報 サーバ を

見 にくるということを許 さないといけないわけです。

その場合 に、従来で したら、本社 と支社つなぐ回

線 は、その会社独 自の専用回線 を用意するというこ

とでやってきたと思いますが、それは大抵の場 合非

常 に高 くつ きます。特 に海 外の支店 と本社の間 を国

際専用線 で結ぶ といった ら物 すごい費用 がかかりま

すから、従来 なかなかできなかったわけですが、 こ

れからはインターネッ トを使 ってしまえばいいわけで

す。その場合 、両側でインターネッ トに加 入するわ

けです。 そうすると、途中の回線 はインターネ ット

で済んで しまうわけです。

ただ、インターネッ トというのは不特定 多数の人

が使 っていますから、そこに会社の機密情報 などを

流すと危 ないのですが、そこはよくした もので、先

ほ ど言 い ましたファイヤウォールの機能 がどんどん

強化 されていま,して、例 えば暗号化の ソフ トなども

この中 に入 るようにな りました。そうす ると、社 内

のネッ トワークを普通 に流 れている情報 は平文 なわ

けですが、ファイヤウォールから外 に出す ときには、

その中で暗号 にして、暗号 のままインターネッ トの

中を流れていって、支社の入 り口まで届 く。支社 に

もファイヤ ウォールがあると、そのファイヤ ウォー

ルで元 の形の平文 に直 して支社のネッ トワークに流

す とい うことをやれば、途 中の暗号の ことは誰 も意

識 しないで済む。途 中で盗聴 などをされて も大丈 夫

なわけです。そ ういう機能 が入って きたりしますの

で、これから支店 と本社 を結ぶ、あるいは支店 と支

店 を結 ぶところにもインターネットが使 えるわけで

す。

一23一



イン トラネットといっても、ある会社 の中 に閉 じ

ている ものではなくて、ちょっと大 きな会 社 になる

とインターネットを通 して外に出ていくわけですが、

それで もイン トラネ ッ トです。そ うい うことを指 し

て、これは仮想的 なネッ トワーク、あるいは仮想的

なLANと いう言い方 も最 近 され るようにな りまし

たが、インターネッ トは、場合 によっては国内 ある

いは国際的 に広がっていることもあるわけです。

〔N'Irの 簡易専用線サービス(OCN)〕

そうい う広域の通信 をやろうとすると問題 になる

のが回線料金 です。日本では非常 に高い。そのため

に朝 日新聞のようアメリカに逃 げてい くところが出

始 めたわけです。 それ じゃいけない とい うの で、国

内で今 までいろいろ議 論があったのですが、最近 や

っとNTrも それにこたえましょうというので、一つ

の回答 を出 してきました。NTrが 来年の初 めか ら

OCN、OpenComputerNetworkと い う名 前の略

だそうですが、そういう名前 でインターネッ トサー

ビスを始 めます(図 一8)。 つ まりNTr自 身 がイ

ンターネ ット接続サービス会社 、これ をプロバ イダ

といい ますが、これをやるというわけです。 これは

NTrの 中でも長 い問 いろいろ議論 してきた らしいの

ですが、先 ほどの インターネッ トの伸びなどか ら考

えて、あれだけ伸び るんだったら無視で きない。電

話事業 の方はこれからそんなに成長 を望 めませ んの

で、 インターネ ットをや っておかない とNTr自 身

が将来 だめになる、やっぱ りやろうということにな

ったようです。

最初 は、私 どもがNTrに インターネッ トについ

て説 明 に行 ってもなかなかわかって もらえなかった

のですが、最近は大分 わかってきた とい うことで、

いよいよやるようです。来年 から、最初 は主 として

企業 向 けにやるということです。回線速度 は、一番

低いところが128Kbps、 その上が1.5メ ガ、さらに

6メ ガ、45メ ガと、そういう回線速度 でや りますと

いうことです。 これは専用線ですので、料金 は月額

固定 です。いくら使 っても一定料金 です。 月額の値

段 は、128Kbpsで3万8000円 、1.5メ ガで35万 円

とい う値段 を打 ち出 してきております。

この値段 は日本 では革命的に安いわけです。プロ

バイダはどんどん増 えてきて、全 国に1,200社 以上

もあるそうです。1,200と いって も大部分は零細企

業 ですが、そこの値段 を見 ると、安いところで128

Kbpsで 月15万 ～20万 円 ぐらい取 っているという

ことですから、それに比べると大幅 に安いわけです。

それがほかの業者 にどういう影響 を与 えるかは、こ

れから郵政省が考 えなければいけない頭の痛 いこと

です。

NTrは なぜ こんな安 い値段 でサービスが提供 で

きるのか。逆 に言 うと、今 までの専用線 というのは

なぜ高 いのかとい うのを、私 もしつこくNTrの 関

係者 に聞 きま して、大体 わかって きました。まず、

従来の専用線 とい うと、エ ンド・ツー ・エ ンドです

ので、ある企業 か ら最寄 りの交換局 まで、あと幾つ

かの交換局 を経 由 して、最後の交換局か ら別の企

業 までというので、専用線 というのは少 なくとも両

側 に線が要 るわけです。 しか し、今度 は最寄 りの交

換局 までで、その先 はインターネッ トですから、片

側で済 むとい うことで値段 が半 分以下 になるとい う

ことです。

それか ら、交換機 としては、市販のルータ、すな

わちIPル ータ、インターネット・プロ トコル ・ルー

タを使 うとい うことです。 したがって、これはイン

ターネ ッ ト専用です。ほかのプロ トコルは通 しませ

んとい うネッ トワークで、このルータというのは、従

来の交換機 に比 べたらはるかに安 い。NTrが 今 ま

で買 っていた電話 の交換機 は、N'Irが 非常 に高 い

品質 を要求す る とい うこともあって1台 何億 円で

す。ところが、このルータは1台100万 、200万 と

い うものですか ら、あるNTrの 人 に聞いたら、う

ちにとってはただみたいなものですと言 っていました

が、そうい うただみたいに安 いルータを使 うとい う

ことです。

しかし、OCNの 大問題 は速度の保障がないとい

うことです。 これ はインターネッ ト一般 にそうです

が、例 えば128Kの 回線 で加入するとい う契約 を普

通のプロバイダと結んで も、それは自分の会社 と最

寄 りのアクセスポイン トまでは確かに128Kが 通 る

のですが、そこから先 はインターネッ トですから、イ
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ンターネッ ト全体が混 むとデー タが流れ なくなる。

インターネ ットの ことを英語 で 「情報 のハイウェイ」

と言 った りしますが、ハ イウェイと似 たところがあ

って、ハイウェイも、例 えば時速100キ ロで走れる

と思 ってお金 を払 うわけですが、実際 に渋滞 すると

全然走 らない。それと同 じことがOCNで も起 き得

るわけです。その辺については保障 がな くて、ベス

トエフォー トとい うので最大限の努力 をしてスピー

ドを確保するというのですが、ここがどこまでにな

るかがわか らない。

したがって、悪 口を言 う人 に言 わせると、 これは

安 いことは安いが、データがろくに通 らなくて、安

かろう悪 かろうのサービスになるのではないかという

ことですので、これはふたをあけてみない とよくわ

か りませんが、そ ういう条件で良 ければ格安 の値段

で提供 します よとい うことです。ですか ら、これは

基幹情報 システムにはちょっと怖 くて使 えないとい

うことはあると思 いますが、普 通にインターネッ ト

を使 うにはこれで恐 らく十分 だろうと思 います。そ

ういうことで、来年 から回線費 が、 これに引 きづら

れてほかの業者 も値下 げせ ざるを得 なくなって、安

くなると思いますので、使 いやす くなると思 います。

〔イン トラネッ トの構成要素〕

イン トラネ ットですが、構成要素 としてどういう

ものが要 るかとい うと、まず情報 サーバ 、従来 はワ

ークステーシ ョンが使われてきたのですが
、最近 は

すごい性能のパ ソコンも出始 めましたので、そうい

うのがあればサーバ として使 えます(図 一9)。 例

えば200メ ガヘルツのクロックでのプロセッサを4

台組みに して使 う。OSと してはWindowsNTと

い うの を使 います と、プロセ ッサが複数 あっても動

くようになります。 メモ リーは2ギ ガバイ トぐらい。

デ ィスクについては4.3ギ ガバ イ トのデ ィスクが18

台つ くシステムがありますか ら、その ぐらいあると

相 当の情報が入 りますから、これはかなり使 えます。

それから、 ファイヤウォールが要 ります。

あと、大事 なのは、サーバ とデータベースを連動

させるソフ トですが、これ もマイクロソフ トとか、ジ

ャス トとかいろいろなところか ら出ていまして、中

にはネクス ト社、 これはステ ィーブン ・ジョブズと

いうアップル社 を創立 したことで有名 な人 がやって

いる会社ですが、ステ ィーブン ・ジョブズ まで この

世界 に入 って きております。それでこうい う連動 ソ

フ トを盛んに宣伝 したりしています。

社 内の ネッ トワークとしては、今は10Mbpsの

インサーネッ トが主に使 われていますが、最近 その

10倍 の速度の100Mbpsイ ンサーネッ ト関係 のハ

ー ドウェアが非常 に安 くなりましたので
、 これか ら

は100Mbpsが 使 えます。97年 になるとギガビット

インサーネッ トといいま して、 さらに速度 を10倍 に

上げた1,000Mbpsと いうのも出てきますので、社

内のネッ トワークが うんと高速 にできる。そ うする

と、写真 だとかビデオとか音声 とかいろいろ送れる

ようにな りますか ら、イ ンターネッ ト、 イン トラネ

ッ トを使 うの も非常 に楽 になって、おもしろくなる

と思います。

〔インターネ ッ ト端末機 〕

それか ら、最近非常に話題 になり始 めたのはイン

ターネ ット端末機 です(図 一10)。 これが話題 にな

っているのは、多分 イン トラネッ トをきちん と会社

の中でや ろうとすると、結局、イン トラネッ トにつ

なげる端末機みたいなものが1人1台 要 ることか ら

です。例 えば、紙での情報 のや りとりをやめて全員

電子 メールに しようとか、あるいはお知 らせば画面

で見て くれとい うことになると、画面 を持 ってない

人が社 内に一人で もいた ら、その人 はのけ者 になっ

て しまうわけです。だか ら、どうせやるのであれば

本 当に全 員、1人1台 端末機 を配 らな けれ ばいけ

ない。そ うすると、社 員の中でパ ソコンみたいなも

のになじめない人 は大変 なことですから、私 はいろ

いろな企業 に余 り急 にやらない方がいいですよ、特

に中高年 い じめはしないように した方 がいいですよ

とい うことを申 し上げているのですが、いずれ1人

1台 要 ることになります。

そうすると、端末機 として、今常識的 に考 えると

パ ソコンを配 るとい うことですが、パ ソコンがいい

のか、あるいはもっと簡単 な端末機 でもいいのかと

いうあた りが これからの思案 の しどころです。実際
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には、パ ソコンの機能 がきちんと使 える人 にはパ ソ

コンをやる、 しか し、最近 のWindows95の パ ソコ

ンとい うのは随分使いやす くなったとは思 いますが、

一 部の人 にとっては逆に機 能 がいろいろあ
って、多

機 能なために使いにくいという面 がありますか ら、

そういうのを、余 り使わない人に無理 に押 しつける

のがいいかどうかとい う問題 があ ります。

それか ら、管理者か ら見 るとパ ソコンとい うのは

なかなか大変で、職場 に100台 とか500台 とか配

った後 、ソフ トウェアのバージョンア ップがあれば、

新 しいバージョンに入れかえなければいけないとか、

あるいは新 しいソフ トウェアを買ってきてインス トー

ル しようと思 ったときに、100台 とか500台 のパ ソ

コンについて同 じようなソフ トでや るというのはかな

り大変 なんです。そういうことを考 えると、端 末機

にすれば、・端末機 とい うのは余計 なことは何 もでき

ないよ うになってお りますか ら、ほとんどい じる必

要 はない。 ソフ トはサーバの方 に入 れておいて、端

末機 からサーバにつないで使 うということにすると、

サーバの ソフ トだけ入れかえればいいですか ら、管

理 の方 からいうと非常 に楽 です。値段 も端末機 の方

は大体500ド ル、5万 円か ら10万 円で出 そうとい

っていますから、パ ソコンよりも安 いので、パ ソコ

ンの機能 をフルに使 うとい うことをしない人 に対 し

ては、む しろ端末機 の方がいいのではないかとい う

気 が します。

将 来的にあらゆる会社 で1人1台 とい うことにな

ると、マーケッ トとしてす ごいマーケッ トが予想 で

きますので、今 メーカさんは 目の色 を変 えてお りま

す。端 末の一番重要 な条件 は、ブラウザとい うソフ

トが入 っているとい うことです。先 ほどの画面表示

をしているソフ トがブラウザで、ああい う表 示 がで

きればほかの機能は余 り要 らないとい うことです。

ブラウザだけは最小限度 あります とい うつ くりで、

年末 から来年の春 ぐらいにかけて非常 にた くさんい

ろいろなものが出てきます。

例 えば、安いパソコンを使 うとか、ゲームマシン、

セガサターンだとか、任天堂のスーパ ーファミコン、

ああい うものをベースにしたもの もあります し、シ

ャープだ と電子手帳のカラーザウル スにブラウザが

入 っていまして、一応使 えます。それから、テレビ

の中にブラウザ を入れて、インサーネッ トとか電話

線 に簡単 につなげるような機能 まで入れようとい う

ので、テ レビを使お うとい うメーカもあります。 こ

れか らはいろいろなものが出て くる可能性 がありま

すので、これか らイン トラネッ トをつ くる方 にとっ

ては、そ ういうものをどの くらい活 用す るか非常 に

頭 が痛 いかもしれません。

〔インターネット利 用の意義〕

私 はインターネッ トを使 うときに二つの意味 があ

ると思 っております。一つ は、今 までやっていた仕

事 をさらに効 率 よくやるとい うことです(図 一11)。

これにはいろいろな面がありますが、例 えばサーバ

で商売するということを考 えますと、24時 間営業 が

可能です。人間が しようと思 うと受 付時間 というの

は当然限 られますが、コンピュータで受 け付けをす

るわけですから、24時 間 カタログ情報 を提示 して、

値段表 も見せてユーザに注文 してもらう。注文 を受

けるときに、それが社内の情報 システムとうまく連

動 して、自動的 に処理 できるようにしてあれば、24

時間受付 がで きます。あるいは予約受 付 も連動 して

いれば、人間がいなくて も無人で営業 がで きます。

商品 を売 る場合 には、店舗 なんて要 らないです し、

在庫 もうまくすれば要 らないとい うことですか ら、

安 く売 れる可能性 があります。ですか ら、工夫 の し

どころで、いろいろやれると思います。

それから、例 えばメンテナンスなどが必要 なもの

を売 っているような会社 ですと、 リモー ト保守 とい

うことで、今 までだと誰か担 当者 がお客 さんのとこ

ろへ行って、ハー ドウェアの診断 をす るとか、ソフ

トの入れか えをするとかやっていたの を、今 リモ コ

ンでやっているところが増 えてきています。そ うす

ると、一 々出 かけていかなくていいですか ら、相 当

効率が上が ります。

それか ら、 リモー ト監視 ということで、テレビカ

メラみたいな ものを遠 隔地 に据 え付 けておいて、カ

メラをインターネ ッ トにつ ないでお く。それを遠 く

から監視するようなことをすると、一 々人が行かな

くてもいい、無人 でできて しまうとい うことで、こ
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の辺 も能率 が上 がります。

また、秋葉原のパ ソコン業 界 などはカタログの扱

いに非常に困 っています。 とい うのは、パ ソコンの

新機種 が次 か ら次 に出 てくる。値段 が毎 日のように

変わる。そ うす ると、プリン トしたカタログが意味

をなさなくなるわけです。印刷屋 か ら上 がって きた

ときにはもう古 くなっているとい うので、オ ンライ

ンにせ ざるを得 ないということで、最近 はオ ンライ

ンになってきております。

こうしたオ ンライン ・カタログ情報 の提供ですが、

これ もたんだん凝 ったものが出 るよ うにな りまして、

これはステ ィーブン ・ジ ョブズの会社 が出 してい る

デモのページですが(図 一12)、 会社 に対 して自動

車 をリースで売 ろうとい う想 定 でつ くられているデ

モ画面です。カタログを見て、 この車 を選んだとき

に、色 は何 にしましょうか とい う質問があって、色

の種 類 が出てきて、例 えばこの ピンクにしたいとい

うと、その色が出て きて、これを車に塗 りたいとい

うので指示 しますと、車の色 が変わるわけです。や

ってみるとおもしろいです。

あと、オプションとして何 が要 るか というのでい

ろいろ選ぶと、 トータルコス トというので全体の金

額 がす ぐさま出てきます。 それを リースでや る場合

に、ダウンペイメン トということで、頭金 が幾 らと

いうのを指定 して、何 ヵ月で支払 いを済 ませたいか、

例 えば36ヵ 月を入れると月々の支払 いは幾 らです

よとい う数字がす ぐ出てくる。つ まり計算 もできる

ようになっているんです。です から、どうせ シ ョッ

ピングシステムをやるのであれば、この くらい まで

やるとユーザにとって もおもしろいとい うことになる

かと思います。

〔ニュービジネスの例〕

最後 にニュービジネスですが(図 一13)、 これか

ら重要 なのは、 インターネッ トを使 った新 しいビジ

ネスをどん どん開拓す るとい うことだと思い ます。

しか し、インターネッ トというのはで きてか ら日が

浅 いので、特に日本 では余 り華 々 しい成功例 はあり

ませんが、それでもインターネ ッ トの接続 サービス

というのは2～3年 まではなかった仕事です。それ

が来年 はNTr本 体 まで入ってくるとい うことで非

常 に盛 んです。

それか ら、ホームページをデザインする会社 も今

非常に繁盛 しています。一画面 デザインすると1万

円 とか3万 円 とかお金 をもらう。ああい うページと

い うのは一 回つ くったら終わ りではな くて、年 中 ア

ップデイ トして画面 をどんどん変 えていかない とお

客 さんが見にきてくれませんので、一度注文 を取 る

と未来永劫仕事 があ ります。なかなかいいとい うの

で、これも盛んです。

それか ら、インターネッ ト専用 ソフ トもいろいろ

なものが出てきております。

アメリカでおも しろいのは支店のない銀行 という

のが出て きてい ます。その一つの例がセキ ュ リテ

ィ ・ファース ト・ナシュナル ・バ ンクとい うもので

す。これは名前がおもしろいと思ったのは、「セキュ

リティ ・ファース ト」 で、バ ンキ ングなどをインタ

ーネッ トでやろうとします と、誰 も真 っ先 にセキュ

リティの ことを心配 するのですが、「セキュリティ ・

ファース ト」 とい う名前 は、我々はセキュリテ ィを

第一番 に考 えて い ます よ とい う意 味 です(図 一

14)。

聞 きます と、この会社 では暗号 ソフ トの非常 にい

いのを使 っておりま して、まずハ ッカーにや られ る

ことはないと言 っております。 この銀 行のおもしろ

いところは支店 が全然ないのです。私 もここに口座

を持 とうと思 ったのですが、今のところ日本人 はだ

め、アメ リカ在住 ではないということで断 われま し

た。口座 を開設 するの も画面でで きます。口座 を開

きたいということで、キーボー ドで自分の名前 を入

れればいいわけです。口座 ができると、アメ リカの

普通の銀行にあるATMと いう機械にお金 を入れる

と、それがここに入 る。自分の口座か らお金 をおろ

したい ときには、その辺の銀行のATMで おろせば

いいとい うことですか ら、お金 も扱 えます。一度 口

座 がで きます と、 あとはパソコン端末 か ら自分の口

座 の中身 を見 るとか、あるいは振 り込みがで きるわ

けです。 しかも、24時 間、いつでもいい。土曜、日曜

もどうぞということです。ですから、こういうのがで

きたら非常 に便利 だと思います。 しかもこの銀行 は
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支店 ゼロで経費が非常に安 いとい うので、手 数料が

物 すごく安 いようです。お金 を送 るのに何百 円取 る

なんていうことはないとい うことを言 ってお ります。

それから、情報 の販売 が行われると同時 に、私の

知 っているある会社 では、これか ら情報 処理 のサー

ビスを提供す る。独特のソフ トを持 っていて、それ

をインターネッ トで使 って もらう。それを1回 使 う

ごとに幾 らというので企業 か ら取 ろうとい うことで

す。 これからは情報サービスなども出てきそうです。

それから、予約 については、例 えば航空機 だった

らJALが やっていたり、ホテルだとプ リンスホテル

とかいろいろなところがやってお ります。チ ケッ ト

についてはチケッ トセゾンでコンサー トのチケ ットと

か芝 居のチケッ トが買 えるよ うになってお ります。

しか し、これか ら欲 しいのはこうい うものを一本化

したような ものです。例 えば どこかの市 に旅 行に行

きたいということだったら、そこへ行 く航空 切符 だ

とかホテルだとか、一括 で予約 ができるようなシス

テムがあるといいと思いますが、 日本 には まだほ と

んどそ うい うのがないので、 これか らそうい うの を

つ くれば新 しいビジネスになるのではないかと思 いま

す。

とにか く、今 までのビジネスと違 うのは、 インタ

ーネッ トでは、世界 中が相手 にで きるとい うことで

す。英語 でカタログとか注文書 を提示 できれば、世

界中にモノが売れる。小 さな企業でも大企業 と互 角

に戦 えるというおもしろい世界 が出て きましたので、

これか らはこういうもので新 しいビジネスがいろいろ

出て くるだろうとい う気が します。 どうい うビジネ

スかはあとは知恵次第 とい うことではないか と思 い

ます。

それでは、私の時間が来 ましたので、この辺 で終

わ りにさせていただきたいと思 います。御静 聴 、あ

りがとうございました。
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イ ン タ ー ネ ッ ト(lnternet)

ネ ッ トワーク(LAN)と ネ ッ トワークを相互につな ぐ

=ネ ッ トワー クのネ ッ トワー ク

電子 メー ルや情報 の や りと りが世 界的 に可 能

組織内
LAN

口

イ ンターーネ ッ ト

(電話の よ うな

国際網)
AP(サー ビス ・プロバ イ ダ)

パソコン通信

システム

(図 一1)

イ ンターネ ッ トニCyberSpace

1億 人 の 集 ま る仮 想広 場

グルー プ/全 国 的/全 世 界 的

鴎×÷
メ ール,情 報 の発 信 と収集,広 告宣伝

ショッピング(販 売),エ ンターテイメント(ゲ ーム)

電 子 出版,各 種 予約,電 子取 引(電 子 マ ネー)

(図 一2)
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1984年

JUNET
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↓45Mbps
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8081828384858687888990919293949596年

(図一3)

ア メ リ カ

イ ギ リ ス

ドイ ツ

日 本

カ ナ ダ

オ ー ス ト ラ リ ア

821万 台

58万 台

55万 台

50万 台

42万 台

40万 台

346,927

23,264

14,745

12,295

9,847

9,995

世 界 合 計1288万 台488,000

[注]元 デ ー タ はhttp:〃www.nw.comで み る こ と が で き る 。

表 一1世 界 の ボ ス1・ 数 と ド メ イ ン 数(NetworkWizards社 に よ る)(96年7月)
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ア メ リ カ(7月) 日 本(6月1日)

ホ ス ト数 ド メ イ ン 数 ホ ス ト数 ド メ イ ン 数

企 業

大 学

政 府

団 体

ネ ッ ト管 理

地 域 ほ か

(com)332万 台

(edu)211

(gov)36

(org)33

(net)123

(us,mil)86

284,737

11,463

2,027

22,352

15,676

10,672

(co)3.3万 台

(ac)20.8

(go)1.5

(or)17.8

(ad)1.3

0.8

5,049

735

192

1,313

105

582

合 計 821万 台 346,927 45.5万 台 7,976

[注]日 本 の ホ ス ト 数 や ド メ イ ン 数 はftp.nic.ad.jpのpub/jpnic・pub!stat/下 の

HostCountやAllocated・Domainsに あ る 。

世 界 や ア メ リ カ の ホ ス ト 数 はhttp:〃www.nw.comで 見 ら れ る 。

表 一2 ド メ イ ン 数 と ホ ス ト数(1996年)

イ ンタ ー ネ ッ トのユ ーザ数

北米(ニ ール セ ン調 査)

2,400万 人(う ち女 性=34%)

昧

1995年

1996

1997

1998

ユ ー ザ数

125万 人

(女 性=7%)

250万 人

一
550万 台/1,000万 台

750万 台/1,500万 台

500万 人1,000万 台/2,300万 台

1,000万 人(累 積=3,000万 台)

(図 一4)
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オ ー プ ン な.

イ ン タ ー ネ ッ ト

ゲ ー トウ ェイ
オー プン

専用線

ル ー タ

一 も

?

`

令

,

…

情報

サーバ
FireWaI'1

情報

サーバ

情報共有
一

社 内LAN

－ 一

〇 一

lntranet`

一

● 、

r

(暗号化)
(デ ー タベー ス

情報システム

(図 一6)
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イ ン トラネ ッ ト

A支社

仮想LAN

ア ドレス変換

暗号化

(図 一7)

NTTの 簡 易 専 用 線

(OCN=OpenComputerNetwork)

・1997年 よ り企 業 や 家庭 に提供

・回線 速 度 は128kbpsお よび1 .5Mbps以 上

'回線料は月額固定已 譲1霊

●　抽{籔1驚

_
・ほ か に ダ イ ヤ ル ア ップ 接 続 一¥3

,000/月 か ら

(図 一8)



イ ン トラ ネ ッ ト ・シ ス テ ム

・パ ソ コ ン ・サ ー バ

PentiumPro200MHz×4台

メ モ リ32～768MB～2GB

ハ ー ドデ ィ ス ク ～4.3GB×18台

・FireWallシ ス テ ム

・サ ー バ ・ソ フ トウ ェ アNetscape
,MS,

Oracle,Justほ か 多 数

・デ ー タ ベ ー ス 連 動(NeXTのWebObjectな ど)

・100Mbpsイ ー サ ネ ッ ト→Gigabitイ ー サ ネ ッ ト

(図 一9)

イ ンタ ー ネ ッ ト端 末

用途 家庭 より職場(イ ン トラネ ッ ト)で1人1台

ブ ラ ウ ザ 独 自,Netscape,HotJava,Applix

本 体PC,ゲ ー ム機 電 子 手 帳,テ レビ,

Javaチ ッ プ,専 用 機(必 須=モ デム,オ ーデ ィオ)

OSな し,DOS,ゲ ー ムOS,JavaOS,Windows,

UNIX(Linus)

メ モ リ4～8MB,CD-ROM,MO(光 磁 気 デ ィス ク)

問 題 点 キ ー ボ ー ド,ハ ー ドデ ィス ク

互換性,ブ ラウザ拡張

(図 一10)
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ビジネスの効率改善

lntranetに 社 内情 報 シ ステム を統 合

サ ーバ で24時 間 営 業,土 日も無 人 営 業

電 子 メ ール/メ ー リン グ ・リス トに よ る通信

よ りよ い カ ス タ マ ー ・サポ ー ト,宣 伝

グル ー プ ウ ェア で 共 同作 業(国 内,国 際)

リモ ー ト保 守(ハ ー ド,ソ フ ト),監 視

情 報 公 開,求 人,カ タログの オ ン ラ イ ン化

見積 り作 成 の 自動 化

(図 一11)

■■■㎜$169㈱
■匝剛 敵 一 一一

(図 一12)



ニ ュ ー ビ ジ ネ ス の 例

・接 続 サ ー ビ ス/ホ ー ム ペ ー ジ 作 成

・イ ン タ ー ネ ッ ト専 用 ソ フ トウ ェ ア

・広 告(サ ーチエンジン運用
,無料接続,ニュース,ラジオ放送)

・仮 想 会 社 ・… 在 宅
,24時 間,地 球 的

・支 店 の な い 銀 行(SFNB)
,株 屋

・商 品 の 販 売(カ タ ロ グ ・シ ョ ッ ピ ン グ)

・情 報 の 販 売(オ ン ラ イ ン 出 版)

・情 報 処 理 サ ー ビ ス

・1本 化 予 約 ・… 航 空 切 符
,ホ テ ル,チ ケ ッ ト

・電 子 取 引 … ・EC
,CALS,電 子 マ ネ ー

(図 一13)

(図 一14)
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講演 「日本 型 エ レク トロニ ック ・コマースの ビジ ョン」

ただいま御紹 介 いただ

きました 日本総合研究 所

の田坂 でご ざい ます。本

日は 「日本型 エ レク トロ

ニ ック ・コマ ースの ビジ

ョン」 というテ ーマでお

話 しを申 し上 げたい と思

います(図 一1)。

まず最初 に、この 「日本型 エ レク トロニ ック ・コ

マース」 とい うテーマをお聴 きになって、「なぜ 日本

型 なのか?」 とい う疑問 をお持 ちにな られた方 が多

いと思 います。た しかに、エ レク トロニ ック ・コマ

ースとい うのは
、グローバルなインターネッ トとい

うものをインフラとして生 まれて くるわけです。従

って、そのうえに生 まれて来 るエレク トロニ ック ・

コマース も、当然、 グローバル ・エ レク トロニ ッ

ク ・コマースになるのではないか?そ れなのに 「日

本型」 というのは一体 どういうことか?そ うした

疑問 を持 たれ る方 は当然い らっしゃると思 うのです。

しか し、ここで皆様 に考 えていただきたいのです

が、それでは、グローバルなエ レク トロニ ック ・コ

マースとい うのは一体 どんな ものなので しょうか?

冷静 に考 えてみると、「グローバル」なエレク トロニ

ック ・コマースとい う言葉 によって、我 々は、無意

識 に 「米国型 」のエレク トロニ ック ・コマースをイ

メージしていることが多いのです。新聞、雑誌 など

を見ても、アメリカではこうな っている、アメ リカ

はこうい う方 向 に向かっている、という情報 が大量

に流 されています。 それゆえ、 これは日本でも学 ぶ

べ きことではないか、 さらには、世界にはいずれ、

この 「米国型」のエ レク トロニ ック ・コマースが普

及 してい くのではないかと思 って しまうわけです。

ところが、実際 には、我々が期待 しているよ うな

「米 国型 」のエレク トロニ ック ・コマースの ビジョン

というものは、 まだ明確には存在 していません。例

株 式 会 社 日本 総 合 研 究 所 取 締 役

田 坂 広 志

えば、私は、先 日開催 されたアメ リカのグローバ

ル ・コマースネッ トのサ ミッ トに出席 しま して、世

界各国か ら集 まったエレク トロニック ・コマース分

野の方 々と話 しをいた しました。そこでも感 じた こ

とは、アメリカにはまだ明確 なエレク トロニ ック ・

コマースの ビジョンがないということで した。た し

かに、アメ リカには要素技術、例 えばセキュリテ ィ

技術、暗号技術、ハー ドウェア技術 、どれをとって

も学ぶべ き多 くの技 術があります。ただ、それ らを

組み合わせてどうい う電子商取引の場 をつ くるのか

ということについては、実 は必ず しも明確 なビジョ

ンは固 まっていませ ん。これはもしか した ら 「アメ

リカンスタイル」なのかもしれ ません し、グラスル

ーツ的 に、自己組織 的につ くり上げていくのがアメ

リカのスタイルなのか もしれ ません。 しか しそうで

あるならば、我 々が 「グローバル」なエレク トロニ

ック ・コマースというときに、無意識 に 「米 国型」

のエ レク トロニ ック ・コマースをイメージ して 目標

に しているのな らば、それは、あまり意味 がないの

ではないでしょうか。

もう一つ申 し上 げると、日本には日本 の特殊性 が

随 分あ ります。 日本独 自の社会的条件 、市場 の条

件 というものがあります。この ことを考 えるならば、

日本 においては、米 国や欧州 とは まった く違 った

「日本型の シナリオ」で、エレク トロニ ック ・コマー

スが生 まれて くると考 えるべ きではないで しょうか。

例 えば、「モータリゼーション」一つ とって も、それ

が日本で普及 したシナ リオは、欧米の シナ リオとは

大 きく違 っていました。 「テレビ」 もそうで した。 日

本では、「街頭 テレビ」 とい うの ものが最初 に世の

中に出てきて、それが家庭 に普 及 してい く一つの ト

リガーになったわけです。そういう意味で、エ レク

トロニック ・コマースについても 「日本型 のシナ リ

オ」 を考 えてい くべ きだ ろうと思います。そ こで、

これから、この 「日本型 ビジョン」や 「日本型 シナ
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リオ」について皆様 に考 えていただくために、私 の

考 えていることを申 し上 げたいと思 います。

〔日本型EC実 現のための発想転換〕

私 は、「日本型エ レク トロニ ック ・コマース」の

ビジ ョンやシナリオを考 えてい くときに、五つの発

想転換 をしていかなければな らないだろうと思 って

い ます(図 一2)。 すなわち、(1)パ ソコンの普及

率 、(2)電 子 カタログ通販、(3)三 次元 仮想空間 、

それか ら(4)電 子シ ョッピングモール、そ して(5)

電子決済、これ らの五つの観点から、 日本 ではエ レ

ク トロニック ・コマースがどのように広 がっていくの

か、普 及 してい くのかということを考 えてみ る必要

があると思います。

これ ら五つは、エレク トロニ ック ・コマースのハ

ー ドウェア、ソフ トウェア、コンテンツ、サービス、

そ してインフラス トラクチャというものに対応 してい

ます。すなわち、エレク トロニ ック ・コマースとい

うのは、単なるハー ドウェアの集合ではありません。

ハー ドウェア、ソフ トウェア、コンテンツ、サービ

ス、そしてインフラス トラクチャ、 これ らが一 つに

なって新 しいエ レク トロニ ック ・コマースという世

界 が生 まれて くるわけです。従 って、今 か らこの五

つについて一つ一つ、少 し逆説的 な問題提起 も含 め

て皆様 にお考 えいただきたいと思 います。

(1)パ ソコン普及率に関する発想転換

まず、日本 の家庭用パソコン普及率で一体 エレク

トロニ ック ・コマースが実現 できるのだろうか とい

うことです(図 一3)。 こうした声 は、半 年か ら1

年 ぐらい前 には随分聞 きま した。「日本 の家庭 での

パ ソコン普及率ではエレク トロニ ック ・コマースは

無理 だ。アメリカのパソコン普 及率 と比 べてみろ。」

とい うことをよく言 われたわけです。 しか し、 これ

については、 日本 における新 しい動 きというものを

見てお く必要があります(図 一4)。 例 えば、パ ソ

コン通信のインターネ ット接 続があります し、イン

ターネット専用端末の発売や、自治体 で検討 されて

い ますマルチメデ ィアキオスクの導入 など、い ろい

ろな動 きがあります。その中でも特 に注 目すべ きは

六 番 目の情報 家電 の発売 です。 この情報家電 は、

いよいよやってきたとい う感 じです。最近 、パ ソコ

ンの宣伝 で 「テレビも見 られるパ ソコン」 というの

がありま した。 これまではこのキャッチが売 り文句

だったわけです。 しかし、これか らは逆 です。「パソ

コンにもなるテ レビ」。これが情報家電の特徴 を一

言 で表 しています。

いま、 日本 でインターネッ トに接 続するハ ー ドウ

ェアを普及 させようす ると少 し工夫 が必要 なのです。

アメ リカは家 が広 いので家に一台ずつパ ソコンを置

けるスペ ース もあります。 しか し、 日本 の場合 は、

パソコンを買 うためにお金 がかかるだけではない。そ

れ以上 に、置 く場 所のコス トの方 が高 いのではない

で しょうか。そ うい う住宅の事情 を考 えたときに、

日本 は 「縮みの文化」というもの をもう少 し考 える

べ きだろうと思 います。すなわち、場所 をとらない

ための工 夫です。その点 では、 もう既 に家 に入 って

いるテレビにインターネ ッ ト機能 を持 たせる情報家

電 という考 えは、これからかな り期待 できるものだ

ろうと思 います。

情報家電以外 に重要 なもう一つの動 きが、PDA

(パーソナル ・ディジタル ・アシスタンツ)で す。こ

の個 人携帯端 末がどんどんインターネッ ト接 続に向

かっています。最近では、液晶画面で インターネ ッ

ト接 続、ブラウザ付 きとい うもの も出ています。こ

れは、今 後、イン トラネッ トの端末 として普及する

と思い ます。これか ら企業 において イン トラネット

が普及 していくとき、社員一人一台デスク トップパ

ソコンを使 うとい う考 え方 もありますが、個 人携帯

端 末 を用 いるビジネスシーンが増 えていきます。 こ

れから間違 いなく、イン トラネッ トの普及 に伴って

インターネッ ト接 続機能 を持 った個 人携 帯端末が広

がってい くだろうと思い ます。 そして、この個人携

帯端末 は、家庭用 として も使われてい くで しょう。

それは 「縮みの文化」を象徴 したハ ー ドウェアだか

らです。

要す るに、 ここで申 し上 げたいのは、発想 を根本

的 に変 えて しまお うとい うことです。 日本の狭い住

宅環境 に大 きなパ ソコンを一台ずつ導入するために

無理 な努 力をするよりも、む しろ、もっと手軽なイ
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ンフォメーションター ミナル を利用す るとい う発想

への転換 です。「パ ソコン」 を導入 させるという発想

から、「インフォメーションターミナル」をユーザに

使 って もらうとい う発想に切 りかえるべ きだと思い

ます。そ うした観 点か ら、 これ らの六つの新 しい動

きに注 目 していく必要があると思 います(図 一5)。

(2)電 子 カタログ通販 に関する発想転換

次 に申 し上げたいのが、電子 カタログ通販 に関す

る発想転換 です(図 一6)。 いま、エ レク トロニッ

ク ・コマースとは新 しいカタログ通信販売 の手段 な

のだと思われている方 は多いと思います。「エ レク ト

ロニ ック ・コマース。ああ、電子 カタログ通販 ね。」

と思 っている方 が多いのです。 もちろん、エレク ト

ロニ ック ・コマースを、そういう発想で使 う可 能性

もあると思 います。事実、「ショッピング2000」 と

か 「インターネ ッ トシ ョッピングネッ トワーク」 と

か、カ タログ通販 の大手 が、い ま電子 シ ョッピン

グ ・モール ・ビジネスに参入 しています。た しかに

そういう側面 もあるのですが、一つ 日本 で見ておか

なければいけないことがあ ります。それは日本のカ

タログ通販の市場の特性 です(図 一7)。 この市場

は現 在 「2兆 円市場」 と言 われています。そこで、

エレク トロニック ・コマースの将来市場規模の予測

のおいて、あるシンクタンクは 「数兆 円」 とい う数

字 を挙げています。恐 らくこの カタログ通販の市場

規模 との比較 で、この数字 を算 出 しているのではな

いか と思 いますが、我々が、よく見ておかなければ

いけないのは、その市場の構成 です。すなわち、 こ

のカタログ通販の市場 を支 えているのは、大半 が主

婦 やOLな どの女性顧客 なのです。

そこで問題 になるのが、これ らの主婦やOLの 女

性顧客層 が、いま、インターネッ トを利用 してい る

かとい うことです。 これは結 構難 しい問題 を秘めて

います。先ほど、北米 ではインターネッ トの利用者

の34%が 女性 であると紹介 されていましたが、現

在の 日本 においては、女性 でインターネッ トを使 う

方 は4～7%程 度です。従 って、2兆 円規模のカ

タログ通販市場 を支 えている女性 層が、そのままエ

レク トロニ ック ・コマース市場 にやって来 るとい う

のは少 し短絡 だと思 うのです。主婦 やOLな どの女

性層が使 うようになるだろうか とい う点で、エレク

トロニック ・コマースの持 っているハ ンディというも

のを良 く見ておくべ きだと思 うのです。 このハ ンデ

ィを冷静 に見ておくべ きだと思 います。

率直 に言 って、 カタログ通信販売 とエ レク トロニ

ック ・コマース(電 子 カタログ通信 販売)と では、

いまの この瞬間では勝負 にな らないのです。 まず、

カタログ通販は電話 一本で分厚 く奇麗 なカラー刷 り

のカタログを送 ってきます。これは当然費用は要 り

ません。すべての費用は業者 側が負担 しています。

そ して、このカタログは、ソファやベ ッ ドに持 ち込

んでパ ラパ ラめ くって見 ることができる。家族 が集

まってこれがいい、あれがいいと相談 しながら見 る

ことがで きる。 さらに、購 入す るときには電話 やは

がきやファックスで注文 するだけで良 い。数 日後 に

は品物 が届 くわけです。 このように、カタログ通販

というものは、消 費者 にとって極めて負担 が少ない

方式です。

一方、エレク トロニ ック・コマースの電 子 カタロ

グ通販 はどうで しょうか。 まず、高価 なパ ソコンが

なければならない。このパ ソコンの操作 を修得す る

のは大変です。そ して、画面 を取 り囲んで家族でこ

れがいい、あれがいい と相談 することを考 えると、

カタログをパ ラパ ラめ くるのと比 べ、 まだかなり使

い勝手 が悪い。そして、通信 コス トは全部消費者負

担 です。

ということは、いま申 し上 げたハ ンデ ィを考 える

と、商 品の魅力が同 じであれば、エレク トロニ ック・

コマースに勝 ち目はないだろうと思 います。ではど

うするか。例 えば、先 に紹 介があった 「ニュー さが

みや」のホームページは、 カタログ通販 ではまねが

できません。画面 をク リックすると部屋 からの景色

が見える。景色を確認 したうえで直 ちに部屋 の予約

状況 を確認 し、その場 で予約 ができる。 こうしたマ

ルチメデ ィアやハイパ ー リンクという方法 を上手 に

使 った便利 な情報提供 を行 えば、これはカタログ通

信販売ではかなわない世界 です。

従 って、いま、エレク トロニ ック・コマースを普 及

させるために、真剣 に智恵 を出 して行わなければな
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らないのは、パ ソコンの普及 だけでな く、電子 カタ

ログ通販 や電子 シ ョップならではとい う魅力的 な商

品の提供です。マルチメディア情報 もそうです。イ

ンタラクティブ ・サービスとい うこともそうです。仮

想体験 を提供 しながら買 ってもらうということもで

きます。ア ミューズメン トもそうです。そうい う幾

つかの特長 を踏 まえた戦略 を採 らなければならない

と思います。

ここで私 は 「戦略」ということを申 し上 げたいと

思います。電子 ショップや電子 カタログ通販 が、現

在のカタログ通販 との競争 に勝 って、消費者 から歓

迎 されるためには何 よりも 「戦略」が重要 だと思い

ます。これに関 しては、私 は 「日本型エ レク トロニ

ック ・コマース」(生 産性出版)と い う本の 中で、

エレク トロニック ・コマースで開花する 「10の 商

品」 とい うことを申 し上 げています。例 えば、家電

のダイイチがインターネ ッ トで洋書販売 を始 めた例

があります。 これは従来 の三割引で洋書 を販売す る

とい うことで、消費者か らかなり歓迎 されています

が、こうした 「コス トダウン型商 品」 が挙 げ られま

す。 また、仮想体験 を提供す る 「リア リテ ィ型商

品」も挙 げられ ます。それ以外 に、「リザベーション

型商品」など、いろいろな商 品が考 えられ ます。 こ

うしたエレク トロニ ック ・コマースの特長 を活 か し

た商品 を智恵 を出 して考 えてい く必要があ ります。

すなわち、消 費者から見れば、多少のハ ンデ ィがあ

っても、エレク トロニ ック ・コマースで しか買 えない

魅 力的 な商品 を提供する必要 があるのです。

もう一つ 申 し上 げ てお きた い ことが あ り ます

(図一8)。 いま、インターネットを利 用 している方

は男性 が大半です。 しかも、その中の多 くは ビジネ

スマン、研究者 、学生 です。これ らの方 々は社会の

平均か ら見れば明 らかにパ ソコンに関する 「エキス

パー ト」です。雑誌 の記事 などで、インターネ ッ ト

を利用 した先進的ユーザの話 を読 むと、例 えば、A

さんは電子 シ ョップにアクセス してアメ リカの建 築

材料 を取 り寄 せ、こうい う家 を建 てました とい う記

事 が載 ってい ます。それはた しかに面 白い使 い方だ

なと感心するのですが、その方 はパ ソコンが使 え、

ブラウザが使 え、インターネッ トの知 識があるとい

う意味 で、やはり 「エキスパ ー ト」なのです。

しか し、 もし、我 が国でエ レク トロニ ック ・コマ

ースを普及 させていこうと考 えるのな らば、これか

らの高齢化社会において、老人 にも使 ってもらえる

ような システムになっていなければな りません。 し

か し、例 えばブラウザの画面 をスクロールするため

のボタンをクリックす るという操作 は、若 い人 々に

はそれほど困難 はないですが、老人 にはとても耐 え

られない操 作だと思い ます。 こういう点 を一つずつ

改善 していく必要があります。 これが第二の発想転

換 として申 し上げたいことです。

すなわち、「エキスパー ト」(熟 練者)か ら 「エー

ジェン ト」(代 理人)へ の発想 転換 が必要 だという

ことです。ここで 「代理人」 とい うのは、MITの

ネコラス ・ネグロポンチ博士 が提案 しているコンセ

プ トです。コンピュー タの将来の姿 とい うのは 「執

事」である。「執事」 とい うの は、優 しくて心遣い

のできる召 し使いであり、 きめ細やかなサポー トの

で きる使用人 です。 これが 「エージェン ト」なんだ

とい うことをネグロポンチ博士 は言 っています。そ

うい う意味 では、エ レク トロニック ・コマースの ソ

フ トウェアとしては、この 「エージェン ト」 的な機

能 をもっと豊 かに持 ったソフ トウェアが出てこなけ

ればな りません。 もっと分か りやす く言 えば、ユー

ザに対 して 「エキスパー ト」であることを要 求 しな

いという視点 を大 切にする必要 がある。このことを、

ハー ドメーカやソフ トメーカにお願 いしたいと思 うの

です。

(3)三 次元仮想空間 に関す る発想転換

次 は 「三次元仮想空間」に関する発想転換です。

この三次元仮想空間は、エレク トロニ ック ・コマー

スにおける販売 を促進するので しょうか(図 一9)。

た しかに、三次 元仮想空間は、いま、どんどん面 白

い ものになってい ます。例 えば、 「キュ リオ ・シテ

ィ」 は、都市の設計 という点では、まさにプロの設

計者 がつ くられ たような仮 想都市 です。 また、「フ

ランキー ・オ ンライン」は夢のある街 です。 この街

を歩 けば、昼 は青空 、夜 は星空 が見えます。また、

郵便 局に入れば、「やあ、電子 メールが届いている
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よ」 と仮想動物 のキ ャラクタが メールを渡 してくれ

るなど、非常 に楽 しい空間 になっています。 こうし

た仮想空 間は、今後、 さらに楽 しい空 間が生 まれて

くるで しょう。

しか し、ここに一つの誤 解 が生 まれつつあります。

すなわち、人が集 まる楽 しい空間 が商 品の販売促進

につなが るとい う誤解です(図 一10)。 た しかに、

デパー トの商 品販売 においては 「シャワー効果 」と

いうものがあります。デパ ー トの最上階で 「ル ノア

ール展」などの美術展 などを開催 し
、最 上階 に人 を

集 めると、これ らの消費者 が階 を降 りて くるときに

いろいろ買 い物 をして帰 って くれる。 この 「シャワ

ー効 果」 は、統 計的に も実証 されてい る効果 であ

り、有効性 のあるマーケテ ィングの方法です。 しか

し、エレク トロニ ック ・コマースの電子 シ ョッピン

グモールにおいては、この 「シャワー効 果」は大 き

な有効性 を発揮 しえないと思い ます。エ レク トロニ

ック ・コマースにおいては、面 白い空間 を生 み出 し

て人々 を集 めれば、これ らの人 々がついでに 「電子

ウィン ドーショッピング」を し、つい商 品 を衝動買

いをして しまうということは起 きないと思 います。エ

レク トロニック ・コマースにおいて主流 になるのは、

そうしたタイプの消費者 ではないのです。そこでは、

む しろもっと目的意識 を明確 に持 ってシ ョッピング

空 間にアクセスしてくる消費者 が主流 になると思い

ます。

すなわち、エレク トロニ ック ・コマースにおいて

は、「集客効果」 と 「販売 効果」 を単純 に結びつ け

るのは誤 りです。「集客効果」の高 い娯楽空間 とい

うものは、エ レク トロニ ック ・コ ミュニテ ィを開花

させてい くためには必要です。 しか し、「販売 効果」

の高 い空間 を生み出すためには、何 よりも、商品 を

購 入す るのに便利 な 「機能空間」 をつ くる必要 があ

ります。そして、その空間 は必 ず しも三次元でな く

てもいいのです。いま消 費者 が物 を買 うときに、便

利 な機能空 間や、役 に立 つ空 間 とはどういう空間で

しょうか。仮想の街 に、次 々と店 が並んでいて、こ

こにはいろいろな商店がありますとい う空 間は、シ

ョッピングをする立場か らは必ず しも便利 な空間で

はありません。む しろ、自分の欲 しい商 品について

の情報 が豊 かに存在 している空間 こそが便利 な空間

なのです。

いま、電子 ショップに関するアンケー ト調査 をと

ると、かなり多 くの消費者が不満 を漏 らしています。

情報 が少 ない、店舗 数 と商品数 が少 ないという不満

です。そ もそも、エ レク トロニ ック ・コマースの魅

力は、新 しい消 費者 のスタイルに非常 に合 って点で

す。いま、「コンシューマ」が 「インフォシューマ」

に変わってきてい るのです。すなわち、最近 の消費

者 は、「商 品」 を買 って消 費する前 に、大量の 「情

報」 を消 費するのです。

例 えば、「日経 トレンデ ィ」 とか 「ダイム」 とか、

ああいう商品情報雑誌 を見て、いろいろな商品 を比

較 し、そのうえで秋葉原 あたりまで行 って店 員 をつ

かまえ、商 品の使い勝手や評判 をいろいろと聞 きだ

す。 しか も、商品の購入 に際 しては、値 切 り交渉 も

とことんやって買 う。 このように、「情報 」をきちん

と入手 してか ら 「商品」 を買 うという消費者 、すな

わち 「インフォシューマ」が増 えて きてい ます。 こ

うい う時代 に求め られているシ ョッピングの 「機 能

空 間」 とい うのは、多くの情報 が集 り、使 いやす く

整理 され、意味 深 く編集 されている場所 です。そう

いう点では、いま本 当に求められているのは、「空 間

設計」ではなく 「空 間編集」であると言 えます。

奇妙 なことを言 うと思われ るかもしれ ませんが、

三次元の街 をつ くるとい うことは、実際 には二次元

の平面の上 に店 を並べるという 「空 間設計」 を行 う

ことです。 これでは、二次元や三次元 に拘束 された

情報の配置 になって しまいます。 しか し、 インター

ネ ットの魅力 というのは 「ハイパー リンク機能」で

す。 これは、一つの ドアをあけると七つの世界 につ

ながるとい うよ うな機能 です。従 って、エ レク トロ

ニック ・コマースにおいて重視す るべ きことは、こ

のハ イパ ーリンク機能 を用いて 「情報空間」 を編集

するということです。例 えば、あるホームページに

アクセスすると、世界 中の 「本」 に関する情報 が集

まっているとか、別 なホームページには 「家具」 に

ついての情報 が集 まってい るとか、また、 あのホー

ムページでは、コンサルテーシ ョンが受 けられると

か、専門家の意 見が集 まっているとか、そういう空
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間 をつ くり出せ るかどうかだ と思 うのです。 そ うい

う意味では、エレク トロニ ック ・コマースにおいて

は、「空 間編集」 を行 うための 「編集の知」 が求 め

られると思います。

い ま、 ビジネスは 「ハイパ ービジネス」 に向 かっ

てい ます。智恵の戦 いが始 まってい ます。例 えば、

「本」 を売 る電 子シ ョップが沢山生 まれて きていま

す。そうす ると、かならず、それ らの 「本 を扱 って

いる電 子 ショップ」を全部 リンクして一 ヵ所 に集め、

うちのホームページからアクセスすればそれらの電子

シ ョップには自由 に行けます、 日本 にある本 の電子

ショップは全部集 まっていますとかいう電子 シ ョッ

プが現れ 「検索サービス」まで提 供するようになる。

さらには、「最近流行の本 は何か?」 とか、 そ うい

う消 費者 に対す るコンサルテーシ ョンをや り始 めま

す。 このように、ビジネスというのは、そうした 「ハ

イパー ビジネス」へ とどん どん進 化 していきます。

半年 ぐらい前 ならば、電子 シ ョップをつ くっただけ

で も 「鼻高 々」で した。い まならば、つ くって 「ほ

っと一息」 とい うところです。 しか し、 これか らは

つ くっただけではだめです。それを使 う消費者 か ら

見てどの ように魅力的な空間 にしてい くのか とい う

智恵 が求め られる時代 に入 っているのです。 これが

第三の発想転換 として申 し上 げたい点です。

い ま、「ネッ ト・プレゼンス」 とい う言葉 が流 行

っています(図 一11)。 これは、「うちのホームペー

ジのアクセス数 は一 日何万 件です」 ということです。

た しかにアクセスが少 なくて閑古鳥 が鳴いたのでは

どうしょうもない。従 って、 このアクセスの多 さを

「ネット・プレゼンス」 という言葉 で表 しているわけ

です。そこで、最近 では 「プレゼンス ・プロバ イダ」

というビジネスが出てくるわけです。 あなたの電子

ショップをアクセスが増 えるようにうまくリンクした

り、魅力的な空 間にします とい うサービスです。 こ

れが 「プレゼンス ・プロバ イダ」 とい うビジネスで

す。

ただ、その一方で極めて不思議 な 「逆説」が起 こ

っているのです。それが 「ネ ッ ト・プレゼ ンスの逆

説」 と言 われるものです。すなわち、ネッ ト・プレ

ゼ ンスを高 めようとす ると、インターネッ ト以外の

メデ ィアを使わなければな らなくなるのです。新聞

に広告 を出 した りテ レビにコマーシャル を流 した り

して、何 とかホームページア ドレスを知 って もらお

うと一生懸命 やるわけです。 これを 「マルチメデ ィ

アとはメデ ィア ミックスなり」と達観 するのも一つ

の方法 ですけれ ども、やは り、インターネ ッ トの世

界だけできちんと情報 が伝播 してい くような仕組 み

が必要 だろうと思 います。

た しかに 「ネ ッ ト・プレゼンス」 という考 え方 は

重要 なコンセプ トだと思い ますが、このコンセプ ト

は、「いかに自分のサイ トに来てもらうか」という気

持 ちが強過 ぎると思 うのです。これか らは発想 を切

りかえて、消 費者か ら見たときに、 どういうふ うに

情報 が編集 されている空間が最 もショッピングに役

に立 つのか、使 い勝手 がいいのかとい う発想 、すな

わち 「ネッ ト・エディター」の コンセプ トを重視 し

てい くべきだろうと思 います。 この発想転換 を行わ

なければ、電子 シ ョッピング ・モールが、まるで繁

華街の客引 き合戦みたいになってくると思 うのです。

い まで も、アクセス した方に懸賞金 を出 します と誘

導 したり、マスメデ ィアを使 って一生懸命宣 伝 して

アクセス数 を稼 ぐ努力 がされていますけれども、 こ

こでもう一度 、消 費者 のニーズとい う原点 に戻 って、

いったい何 が求め られているかということを深 く考

えてみ るべきだろうと思 います。

(4)電 子 シ ョッピングモールに関する発想転換

さて、四番 目の発想転換 は 「電 子 ショッピングモ

ール」です。ここで考 えてみるべきことは、「消 費者

が求 めているのは果 た して電子 シ ョッピングモール

なのだろうか」 ということです(図 一12)。 この問

いに対す る答 えは、取 り敢 えずいまは 「イエス」 で

す。 しか し、その向 こうを見 てお く必要 があると思

うのです。妙な喩 えですが、私は 「電 子 ショップ=

ショウジ ョウバエ論」 とい うのを常 々申 し上 げてい

ます。すなわち、生物学 で遺伝子の実験 をやるとき

には 「ショウジ ョウバ エ」 を使 います。 どうしてか

というと、シ ョウジョウバエは一世代の期 間が短 い

ので世 代が速 く回転するからです。世 代交代 が速 い

ということは遺 伝子 の実験 には最適 なのです。そし
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て、エ レク トロニ ック ・コマースにおける 「電 子 シ

ョップ」 というのは、丁度、この 「シ ョウジ ョウバ

エ」のようなものです。

例 えば、現 実の街 でショップ(店 舗)を つ くって、

これはいかん、 まずかった、つ くりか えようと思 っ

て も、短 くて半年 ぐらいはかか ります。街一つつ く

り直すのなら数年 から10年 かかって しまいます。 し

か し、サイバースペースという空 間や、そこでの電

子 ショップというのは、商 品の陳列 を変 えよう、店

舗のデザインを変 えよう、さらには街の設計 を変 え

ようとい うことでも、一週間か ら一 ヵ月ぐらいの期

間で もやろうと思 えばできるのです。従 って、電子

シ ョップとい うものは、必要な らばどんどん変 えて

い くことがで きます。すなわち、エレク トロニック ・

コマースや電子 ショップというものは、「進化」が極

めて速 い空 間なのです。

そして、この電子 ショッピング ・モールは、 もう

既 に急速な 「進化」 を始めてい ます(図 一13)。 ま

ず、「百 貨店型 シ ョッピング ・モール」 とい うのが真

っ先 に現 れました。電子 ショッピング ・モールのブ

ームが始 まったころ、百貨店 に幾つ も集 まってもら

い、多 くの店 をそろえ、品数 もこれだけあ ります と

いう電子 ショッピング ・モールが出現 したわけです。

これは見事で した。 まずはこれが世 の中の注 目を集

めた。そうい う意 味では正 しか ったと思います。 し

か し、この百貨店 型 シ ョッピング ・モールは、す ぐ

に 「進 化」 を始 めて しまいました。 これは百貨店型

ショッピング ・モールをつ くられたところは、皆 さ

ん経験 されているのですが、 まず 「検索 サービス」

を提供 します。 そうすると、お客 さんは百 の店 を全

部見て回 ろうと思 っていませんか ら、おれは服 が買

いたくて来 たんだ、靴 が買いたくて来 たんだという

ことになると、当然 「検索 サービス」 を使 うわけで

す。要するに靴 を売 っているところだけピックアッ

プして見たいんだとい うことです。

また、お中元 、お歳暮の商戦 になると、さらにこ

の 「検索 サービス」 を使 って3000円 ぐらいの海苔 、

5000円 ぐらいの缶詰 、といった検索 をす るとい う

ことになるわけです。ですか ら、この 「百貨店型 シ

ョッピング ・モール」 を出 されたところは、結局、

「検索サービス」で商品 と価格 を絞 り込 めるサービ

スを提供 し始めたわけです。 これは、既 に、二番 目

の 「専門街型 ショッピング ・モール」 と紙一重 にな

って来ているわけです。要するに、ある特定 の商品

が集 まっている専 門街型 の空間 ということです。現

実の空間でい えば、神 田の書店街、秋葉原の電気

街、こうい う方向 に向かうわけです。

ただ、一つだけ違いがあります。 この違 いが魅力

的なのです。神田の書店 街、秋葉原の電気街が な

ぜ成立するかというと、東京近郊 の交通圏に本 と電

気製品 を買 う潜在ユーザが 「規 模の経 済」 を超 える

程度 にいるか らです。ところが、 もし現実の街にネ

クタイだけ売 る街 とい うのをつ くったら倒産す ると

思います。そこの店 にやって くる通勤圏内にネクタ

イを毎 日買 う人がいったい何人 ぐらいいるもので し

ょうか。ところが、 このサイバースペースやエ レク

トロニック ・コマースとい うものの魅力 は、「規 模の

経済」の閾値(い きち)が 低 いことです。店舗費や

人件費が低 くて済 み、簡単 に店 を出せ る。 しか し、

その割 に対象 とし得 るマーケ ッ トが大 きいのです。

それゆえ、特定の商 品が集 まった空 間 とい うのは、

先 ほどの 「空間編集」の考 え方 とも合 わさって、あ

ちこちにお もしろいものが出て くると思います。 イ

タリア製の家具 だけ扱 っている店 だとか、いろいろ

なおもしろい店が出てくると思 います し、実際 、 も

う出てきています。

しか し、 この空間 もさらに 「進化」 します。 ここ

か ら先 は少 し予測 を交 じて えて申 しますと、「シー

ズ型空間」から 「ニーズ型空 間」へと進化 していき

ます(図 一14)。 書 籍の街 、電気製 品の街 とい う

商 品シーズにもとつ く街が 「進化」 して、今度 は消

費者ニーズにあわせた街 が出て きます。就職の街 や

結婚の街 などです。既 に結 婚の街 をつ くられたシ ョ

ッピング ・モールが出て きています。 シーズか らニ

ーズ。 こういう方向 に向かっています。つ まり消 費

者 は神様 ですか ら、消費者 が求めているものにどん

どん近づいていきますと、結局 、 こうなって しまう

わけです。

皆 さんが神田 に行 かれるとお気づ きになると思 い

ますが、本屋がいっぱい並 んでい ます。そこに集 ま
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る人 たちは本 を買いにくる人ですが、本 を買いにく

る人 にはほかに もニーズがいろいろあ ります。です

か ら、あそこには文房具 の店 とかカバ ンを売 ってい

る店 とか、照明機具 の店 とか、さらには本 を買 った

後 に読 むための喫茶店 まであります。つ まりシーズ

を集 めた空間には必ず人 々が集 まり始める。その人

たちにはもっと豊 かなニーズがある。それ にあわせ

て空間 とい うのは 「進 化」を し始めます。 このよう

に 「シーズ型空 間」 とい うものは 「ニーズ型 空間」

へと 「進化」 してい く傾 向 を秘めています。

したがって、例 えば、結婚の街 にはどんな店 が並

ぶか。結婚 を決 めたカップルは、まず、 さあ新婚旅

行 はどこに行 こうか。旅 行代理店 が欲 しくなります。

新居 も見つけなければいけない。不動産屋 も欲 しい

ですね。それから食器 も買 いたいし、家具 もありま

す。そ して生命保険 にも入 っておこうか、 とかいろ

いろな店が集 まった空 間が出てくるわけです。 した

がって、電子 シ ョッピング ・モール とい うのはさら

に 「進化」 していきます。そ して、その向 こうに四

番 目の 「進 化」 を見ておかなければならないと思 い

ます。

例 えば秋葉原。ここは電気製品 が置いてある街 で

す。そ して、そこには何があるか とい えば、「商 品」

も集 まっていますが、電気製品 に関す る 「情報」が

集 まっています。 そして、「人間」が集 まっていま

す。「ビジネスチャンス」があります。実 は歴 史 を見

れば、そうい う形 で市場やマーケ ッ トというものは

発達 してきたのではないで しょうか。 とすれば、サ

イバ ースペースで も同 じことが起 こると思 います

(図一15)。

こうして 「電子 ショッピング ・モール」は、急速

に 「複合的な商業空 間」に変 わっていきます。そこ

で、私 が申 し上 げたいの は第四の発想転 換 です。

「ショッピング ・モール」 という言葉 を使 うのをそろ

そろ卒業 して も良 いのではないか。これか らは 「ス

マー ト・マーケット」 という複合的 な機能 が集 まる

空間 をつ くっていく必要 がある。

消費者 は、商 品を買いたいとい うニーズだけでは

なく、商品を買 うときに、例 えばエキスポなどに行

っていろいろな商品 を比較 してみたい とい うニーズ

を持 っています。言わば消費者 は、商 品 を消 費する

前 に情報 を消 費する 「インフォシューマ」 になって

きている。それから、消 費者 は、企業 が何 を考 えて

いるのか知 りたいというニーズ を持 ってい る。従っ

て、企業 とのコ ミュニケーションの場 も必要 です。

さらに、これまで企業が 「生活提案」 というのを一

生懸命やってきましたが、これか らは消 費者 が自分

の ライフスタイルを自ら考 える 「生 活設計」のニー

ズが高 まって きます。そしてさらには、「ア ミューズ

メ ン ト」。 これからは、「ショッピング」 と 「娯楽」

は紙一重 になっていきます。

こうい う複合 的なニーズをもともと消費者 は持 っ

ているのですか ら、エ レク トロニ ック ・コマースは

このニーズに包括 的に応 える場 を提供すればいいわ

けです。これは現実の空間では不可能です。エキス

ポはビッグサイ トとか幕張 とかに行 かないとできま

せんし、企業の情報発信 というのは新聞記事 を使 っ

たりするわけです。そして、ア ミューズメン トは、特

別 にイベ ン トなどを行 うわけです。このように現実

の空間ではばらばらにや らなければな らないものが、

このサイバ ースペースでは、一つの空間 にアクセス

す ると、ショッピングから、企業 とのコ ミュニケー

ションから、ア ミューズメン トか ら、生 活設 計やラ

イフスタイル まで、すべてができるわけです。

ですから、第四の発想転換 として申 し上げたいの

は、「シ ョッピング ・モール」か ら 「スマー ト・マー

ケッ ト」へ頭 を切 りかえる必要 があるとい うことで

す。そ して、 この ビジョンを示 すことによって、エ

レク トロニック ・コマースとい うのは何か面 白いこ

とが始 まりそうだと消 費者 に思 ってもらえるのです。

(5)電 子決済 に関する発想転換

さて、「電子 決済」 に関 して申 し上 げたいと思 い

ます(図 一16)。 電子決済 によってエ レク トロニッ

ク ・コマースは開花 するか。 こうい うことを申 し上

げるとECOMの 方、通産省の方 にお しか りを受け

そ うですが、決 してネガティブな意味 で申 し上 げて

いるわけではないのです。私 は、電子決済 というの

は社会 にとって非常 に大 きな意義 を持 っていると思

っています。ただ、いま若干の誤解 が起 こっていま
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すので、そのことを申 し上 げたいのです。

なぜ 「電子決済 によってエレク トロニ ック ・コマ

ースは開花す るか」 とい う疑 問 を提 出す るので しょ

うか。たしかに電子決済で即 時に決済で きるという

ことは大変 な魅力です。 しか し、その ことによって

商品 が売 れるわけではないという当たり前の ことを

しっか り押 さえてお くべ きだと思います。つ まりお

金 が払 いやすい、財布 が開 けやすいというだけで物

を買 う人 はいないわけです。商品 を売 るためには、

魅力的 なショッピング空 間 を作 り、魅力的 な商 品を

置 くとい うことが大前提 です。いま、マスコ ミの喧

伝の中で若干 の誤解が生 まれています。それは即時

に支払いがで きる電子決済 によって自動的 に電子 シ

ョッピングが開花 するとい う誤 解です。 しか し、そ

のためには、何 よりも買いたくなる商 品があるとい

うことが大切 なのではなので しょうか。

その上 で本題 に入 ります。皆 さんの中で、いまか

ら申 し上 げるキーワー ドを整理 して定義 を言 える方

がい らっ しゃいますで しょうか(図 一17)。 エレク

トロニ ック ・ペ イメン ト、エ レク トロニ ック ・トラ

ンザクシ ョン、エ レク トロニ ック ・マネー、電子決

済 、電子現金 、デジタル ・キャッシュ、 こういう言

葉 の定義 をさっと語 れる方 がい らっ しゃったら教 え

ていただきたい。私 は用語が混乱 していると思いま

す。 この ことをこそ、いま問題 にす るべ きだと思い

ます。

電子決済 と電子 マネー。 この二つを混 同 されてい

る方が、マスコ ミも含めて随分 いらっしゃるように

思 うのです。本 日会場 には専 門の方 も数 多 くいらっ

しゃるので 「釈迦 に説法」 になるの を恐れ るのです

が、いま問題 になっている電 子 ネッ トワークを利 用

して支払 いを行 う方法 を 「電子支払」 と定義 すれ

ば、 これには大 きく二つの支払方式 があるのです。

一つはネッ トワークを通 じて
、ある口座 から他の口

座 に貨幣価値 の移動 を指示 するもの。これは 「電 子

決済」 と呼ぶべきです。 これ に対 して、ネッ トワー

クを通 じて貨 幣価値 その ものが移動す るもの。 これ

は 「電子 マネー」 と呼 ぶべ きです。そ して、この二

つは相 当に性格 が違 ってい るの です。 多 くの場 合、

前者 は 「匿名性 」は成立 しません。いまの銀 行がそ

うですが、ATMで お金 をおろすと全部記録 に残 り

ますから、「匿名性 」は成立 しません。後者 はまさ

に 「電子現金」 とも呼 ばれるように 「匿名性」が成

立するわけです。

当社で電 子マネーの実証 実験 に用いたカー ドがあ

ります。電子マネーです。こ うい うカー ドの中 に、

上限 を設 けなければ100万 円でも入 るわけです。た

だし、匿名性ですか ら、私 がどのように使 って もわ

かりません し、 この カー ドを紛失 して しまった ら私

の責任です。 しか し、こういう問題 が正確 に世の中

には伝 わっていないのです。

それゆえ、残念 なことが起 こりつつ あると思 いま

す。 いま、 クレジ ッ トカー ド会社 が推 進 してい る

「電子 クレジ ッ ト方 式」 や、銀行 が推 進 して い る

「エ レク トロニ ック ・バ ンキング」、また、ディジタ

ル ・キャッシュの ような 「電子 マネー」など、いろ

いろな 「電子支払」の方式 が開発 されているのです

が、それぞれ 「安全性」 と 「技術的完成度」が違 う

のです。私 はクレジッ トカー ドによる 「電子 クレジ

ット方式」は、ほとんど実用段階 に来 ていると思 っ

ています。 ただ、一方 で、「電子 マネー」 につ いて

は、100万 円と書 き込 んで あった情報 が全部消 え

て しまったらどうなるかとか、100万 円に勝手 にも

う一つマルをつけて1000万 円 にした ら大 儲けでき

るとか、 こうい う議論 も出てくるわけです。

こういう 「技術的 な開発は大丈夫 か」「セキュ リ

テ ィは大丈夫か」 という問題が、さまざまな 「電子

支払」の方式 を一 まとめに して一つの土俵 の上で議

論 されて しまうわけです。そうすると、消 費者 の立

場 からは不安 にな らざるを得 ません。つ まり安全性

も十 分にあ り実用段階 にある支払方式 と、非常 に

便利 だが完成 までにあと一歩 という支払方式 を同列

に議論するのは避 けるべ きなのです。「用語」 も定

義 をきちんと決 めて使 うべ きでなのです。

今年の秋 からいよいよECOMの 傘下 で19の い

ろいろな企業 グループが、電 子決済や電子 マネーの

実証実験 に入 ります。 この実験成果 を社会 に情報

発信 していくとき、技術の成果 を伝 えるよりも大切

なことは、消 費者 に安心感 を持 ってもらえるような

情報発信、説明 、言葉 の定 義、これをぜひ やってい
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く必要 があるのではないか と思 います。

次 に、電子決済 と電子 マネーの今後 はどうなるか

という話 です(図 一18)。 この質 問は、よく聞 かれ

ます。電子決済や電子 マネーは今後 どの方式 が主流

になるかを聞かれます。この質問 に対 して、いま確

実 に言 えるのは、技術的 な性能の優劣だけでは勝敗

を決 しないだろうとい うことです。 これは皆 さん経

験的 におわか りだろ うと思 います。例 えば 、VHS

とベータの戦 い、ウイン ドウズとマ ッキ ン トッシュ

の戦 い、いろいろな戦 いがありましたが、必 ず しも

技術的 に優れている方が勝 ったわけではありません。

電子決済や電子 マネーの 「主流」 となるために

は、幾つかの条件があります。 ここでは二つ挙 げて

おきます。一つは、デファク トスタンダー ドになる

ための戦略 を採 ってい る企業 や企業 グループは強い

と思います。いま、時代 はデ ファク トスタンダー ド

がキーワー ドです。これが大 きな流 れとな り、 これ

か らの企業の戦略 になってきてい ます。

もう一つは、電子決 済や電 子マネーの本質 をよく

理 解 している企業 や企業 グループが強 いとい うこと

です。では、電 子決済 や電子 マネーの本質 は何 か?

その本質は 「流通革命」です。 しか し、「流通革命」

といって も 「金流」の流通革命です。 「物流 」の流

通革命 はどんどん進 んで、今 はデ ィスカウンタがあ

ちこちにあり、「価格破壊」 という言葉 があります。

これから始 まるのは 「金流」の流 通革命 です。そ し

て、流通革命 には有名 なテーゼがあ ります。 「流通

革命 はいつまで続 くか?流 通の中間マージンがゼ

ロになるまで続 く。」 というテーゼがあるのです。 こ

れは 「物流」の流通革命 では起 こっています。アメ

リカなどでは、これは徹底 しています。

しか し、い ま起 ころうとしているのは 「金流」の

流 通革 命です。 それでは、 この流通革命に おける

「中間マージン」は何 か?「 決済手数料」です。「決

済手数料」 とい う中間マージンが小 さくなる方向 に

マーケッ トが動 き始 めて しまうのです。本 日、会場

には銀行の方 やクレジット会社 の方 も多数 いらっし

ゃいますが、敢 えて、大変申 しに くいことをはっき

り申 し上 げます。これから、 この金流の流通革命 が

始 まるのです。

顧 みれば、これまで消 費者 にとって決済手段 の選

択肢 はそんなにた くさんはなかったのです。いま、

その辺の店 で物 を買 うときには、現金 で買 うかクレ

ジッ トで買 うかという、せいぜいその くらいです。と

ころが、 これか らは、電子 ショップにおいて、商品

を見て、購 入 を決めると、支払いの画面 が出てきま

す。 この とき、たった一つの支払 い方式 しか許 さな

いとい う店 はないだろうと思います。「次 の支払い方

式 のどれにな さいますか?」 と来 る。そこには電子

クレジッ ト、エ レク トロニック ・バ ンキング、電子

マネー、さらには郵 便振替 、銀行振込 、全部 出てく

ると思 います。消 費者にとって自由度の高 いものを

店 も提供 するようになるでしょうか ら。従 って、 こ

の場面 において、さまざまな決済手段の間 で決済手

数料 に関する戦いが始 まってしまうわけです。

そういう意味では、電子決済や電 子 マネーの本質

とい うもの を、もう一回 しっか り見つめ直 しておく

必要 があります。そのうえで、これか ら何 が始 まる

かを考 える必要 があります。私 は、短 期 ・中期 ・長

期の予測 をよく申 し上げます。まず短期 ですが、当

面 、電子決済で主流 になるのは電子 クレジット方式

だと思い ます。まず、ピサとマスターの間でSETの

仕様 の統一 を決 められた。大 きな器 で動かれていま

す。 クレジッ ト方式 は、もともと社会 的に も信頼感

のあるしっかりとした決済 インフラを持 たれている

わけです。これは、短期的に見れば消 費者 にとって

一番使 い勝手のいい電子決済方式 にな ります。

では、この レースはここで終 わ りかといえば、中

期の展 開がやってきます。この中期 では何 が起 こる

か というと、いま銀行 さんが準備 されてい る 「エレ

ク トロニ ック ・バ ンキング」。銀行が好 むと好 まざる

とにかかわ らず、これが消費者 が求 める選択 肢のひ

とつ として加わって くるわけです。 こうして電子 ク

レジッ ト方式 とエ レク トロニ ック ・バ ンキングが競

合 するようになってきます。そして、中期で見れば、

「エ レク トロニ ック ・バ ンキング」 というもの も、非

常 に使い勝手のいい決済方式 になっていくと予想 さ

れます。

それではこれで レースは終わ りかといえば、 さら

に長期の展 開が待 っています。そ して、この長 期の
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展開では、勝者 は最初か ら決 まっているのです。勝

者は誰 か。勝者 は神様です。神様 とは誰か。消 費者

は神様 です 。結局 、消費者 に とって一番決済手数

料が小 さな方式 が主 流になるで しょう。従 って 「電

子マネー」が、 この長期の レースにおいては覇者 と

なってい く可能性 が強いわけです。 また、クレジッ

ト業界 と銀行業 界 も、 もし国が 「電子 マネー」の導

入に関する法体系 を整備 するならば、 これ らの二つ

のサービスに併せて、「電子マネー」とサービスをつ

け加 えるようになってきます。消費者へのサービス

のためです。消費者 がそれを求 めるからです。「電子

マネー」 は、匿名性の ある決済手段です。従 って、

この中に100万 円入れておいて、もしこのカー ドを

な くした ら私 の責任です。た しかに、そうい うリス

クもありますが、決済手数料 に関 しては消費者 にと

ってかな り魅力的です。従 って、こうした大 きな流

れを押 さえた上で、電子決済 や電子 マネーの将来 を

考 えてい く必要 があります。

私 の申 し上 げた予測が絶対 に当たるとは申 しませ

ん。ただ、いま申 し上 げた電子決済や電子 マネーの

本質 を、もう少 し深 く考 えてい く必要 があるという

ことを申 し上 げたいのです。一体 この社会 はどっち

に向かっているのだろうかとい うことです。電子マ

ネーひ とつの議論の中にも、これか らやって くるマ

ーケッ トの構造が根本 から変わ るという大 きなテー

マが含 まれております。

そのうえで、最 後に申 し上 げたいのは、電 子決済

についてはパ ラダイムを切 りかえましょうということ

です。電子決済 について は、「安全」か ら 「安心」

へ とパ ラダイムを切 りかえる必要があります(図 一

19)。 これか らも技術的な 「安全」 に関す る議論は

専門家の方 々にどんどんやっていただきたい。何が

あって も大丈 夫な ものをつ くっていただきたい。そ

ういう意味 では私 も技術屋 としての 目線で考 えてい

ます。 しかし、消 費者 が求めているのは 「安心」で

す。「安 全」であるということと、「安心」であると

いうことは、実は別 の問題 です。私は、「安全」 と

いう分野の専門で歩 んで きた経験 がありますので、

このことはかな りしみ じみ と思 うことです。例 えば

原子力 という分野 は、高度 な 「安全」を達成 しなが

らも、人々の 「安心」を形成 するという面 で大変苦

労 されていると思 います。「安全 から安心 へ」のパ

ラダイムの転換 をどのよ うにやってい くのか。 この

ことを、改めて強調 してお きたいと思 います。

さて、語 り足 りない部 分はパネルディスカッショ

ンで発言 させていただきたいと思います。以上 申 し

上 げた 「五つの発想転換」 は、「日本型 エレク トロ

ニック ・コマース」 を立 ち上 げてい くために、皆様

に一度考 えて頂 きたい ことです。我々はどういうビ

ジョンをもたなければな らないのか、どうい うシナ

リオを描 くべ きなのか、そのことを考 えて頂 きたい

のです。

その うえで、さらに、この 「日本型 エレク トロニ

ック ・コマース」の将来 に、はた して何 がやって く

るか、簡単 に申 し上 げておきたいと思います。

〔日本型エレク トロニック ・コマースがもたらす五つ

の進化〕

最初 に結論 を申 し上 げておきます。日本型エレク

トロニ ック ・コマースは、これか ら 「五つの進化」

をもたらします(図 一20～27)。 市場 、消費者 、

商品、商 品開発 、市場創造 という五つが、これから

大 きく変わっていきます。全部 を申 し上 げる時間は

ないので最 初の二つだけ触 れておきたいと思 います。

まず、最初 にマーケ ッ トがどうい うふ うに進化す

るか。現在、いろいろなエ レク トロニ ック ・コマー

ス関係 の雑誌記事 を見 て、消費者 に関す る様 々な

表現 を読 むと、「消 費者 像」に関する不 思議 な混乱

があることに気がつ きます。私 はその ことが気にな

ってしようがないのですが、全然違 った 「消費者像」

が議論 されているのです。

まず、これからエ レク トロニ ック ・コマースでは、

消 費者 に対 して徹底的 なダイレク ト・マーケティン

グ戦略が適用で きるのだ とい う論調の 「消費者像」

が論 じられています。 これが 「ワン ・ツー ・ワン ・

マーケッティング」 とか、究極 のセグメンテーシ ョ

ンとしての 「カスタマイゼーシ ョン」 と言 われる戦

略です。た しかに、エレク トロニ ック ・コマースと

いうのは一人一人の顧客 に対 して直接 いろいろな情

報 を送 り届 けることができます。 しか も、一人一人
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の顧客 のニーズをデータベースとして持つ ことがで

きるのです。したがって、これか らは 「ワン ・ツー ・

ワン ・マーケッティング」だというのです。

ところが、一方 でこの対極 にある 「消費者像」 も

論 じられているのです。例 えば、「検索 システム」に

よって、消費者主権の時代 が来 るとい う議 論です。

これからの消費者 は、「検索 システム」を使 って、自

由に好 きな商品 を一番安 い値段 で買 うことがで きる

という議論です。

お気づきのように、 この二つの議論 の前提 となる

「消 費者像」というのは、全 く正 反対の 「消 費者 像」

です。最近、「エ レク トロニ ック ・マーケテ ィング」

という言葉 が出てきております。「eマーケティング」

とも呼 びます。これについては有名 な本 があ りまし

て、セス ・ゴウディンの書 いた 「eマ ーケテ ィング」

という本 ですが、 この本の冒頭 に高 らかに記念碑の

ごとく二つの言葉 が書 いて あります。「企業 は、非

常 に安い費用で、多数の個人 と対話 することができ

る。」 「企業は、個人 ごとの習慣(ニ ーズ)、 習性 を

見定 め、個 人の欲求 を推 定 して、そのニーズを満足

させ るよ うに働 くことがで きる。」 この二つの言葉

が、冒頭 に書 いてあります。

実は私 は、この言葉 は逆 ではないかと思 うのです。

た しかにゴウディンの言 う側 面 もありますが、逆 も

また真 なりです。話 しが脱線 しますが、昔 デス トロ

イヤーというプロレスラーが 「四の字固め」 とい う

技 をやっていました。あの 「四の字固め」 という技

は、技 をかけられた方 が痛いのですが、上下 がひっ

くり返 されると、逆 に技 をかけた方 が痛 くなるとい

う技 なのです。 このゴウデ ィンの言葉 を聞いて、私

はその ことを思い出 しました。エ レク トロニ ック ・

マーケテ ィングというものは、裏返 して言 えばそう

いうことなのです。試 しに先 のゴウデ ィンの言 葉 を

裏返 してみましょう。「消 費者 は、非常 に安い費用

で、多数の企業 と対話することができる。」「消費者

は、企業 ごとの商 品、サービスを見定め、企業 の商

品開発力を推定 して、その力 を活かせるように行動

することがで きる。」裏返 して読 み、書 き直 せばこう

い うことです。

したがって、我 々が見ておかなければな らないの

は、まず消費者 が、 これ までのようにマスメデ ィア

を通 じた大量 かつ一方的 な情報 インプッ トによって

商 品を買 わされてしまう 「受動的消費者」から、市

場 において能動的かつ 戦略 的に行動 する 「戦略的

消 費者」へ と変わ っていくことだろうと思 います。

もちろんこれは一年や二年でそうなるとは思いませ

ん。ただ、時代の大 きな流 れとして、エレク トロニ

ック ・コマースというものがやってきた後に起 こる

ことは、まず第一 に、この方 向での消 費者 の進化だ

ろうと思います。

ここで、私 が 「戦略的消費者」という言葉 を使 っ

たことに違和感 を持たれる方が多いと思いますが、

敢 えて申 し上 げます。 「戦 略的」 とい う言葉は、こ

れ まで、「企業」の専売特許 だったのです。企業 が

よく使 った言 葉です。 しか し、これか らは、 この言

葉 を 「消費者」が使 う時代 がやってきます。そういう

ふうに腹 をくくっておいた方がよろしいと思います。

それでは、次 に 「市場」はどう変 わるので しょう

か。 これ も結論 を最初 に述べるな らば、これまでの

「情報 ゲーム市場」が 「情報 バ リアフリー市場」に

変わっていくと思い ます。この説 明をわかりやすく

するために皆 さんにイメージしていただきたいのです

が、いま皆 さんが秋葉原 の交差 点に立 っていると思

ってくだ さい。例 えば、個人携帯端 末 を買いに来 た

としましょう。全ての商品が揃 っている秋葉原の交

差点 に立 ったとしても、消費者 である皆 さんは、実

は情報 とい うものをそれほど自由 に入手で きない状

態 にあります。交差 点 に立 ってみても、秋葉原 には

ありとあらゆる情報 があり、商 品があり、一番 安い

店があるとわかっていて も、それが具 体的にどこに

あるのかわからないわけです。それでは、 どうする

か?例 えば、まず時計 を見て 「三時間 ぐらい使 え

るな」と思 ったら、 まず五軒 ぐらい回 って、店員 を

つかまえて、いろいろな商品 も見 るし、値段 も聞 く。

そして、一番安 い店 を見つけて、よ しあそこで買 お

うということになるわけです。

このことに象徴 されているように、 これまでの市

場 というのは、消費者 から見れば}青報 が不完全 なの

です。 まず十分 な情報 が得 られない。そ して、情報

を入手するに もコス トや時間 がかか ります。そうす
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ると、100円 のお金や30分 の時間 をかけて1万

円安い ものを買 えるならそれが良い とい うことで、

一種の 「情報 ゲーム」をやっているわけです
。

〔インターネ ット革命 の三つの本 質〕

ところが、「エレク トロニ ック ・コマース」 という

のは、情報流通の 「バ リア」(障 壁)が 極めて低 く

なります。「情報 バ リアフリー」の実現 です。例 えば

「検索 システム」 としては、実際 に、アーサー ・アン

ダーセンのサイ トでは 「バーゲン ・ファインダー」と

い うサー ビスがあります。 この 「バーゲ ン ・ファイ

ンダー」に行 きます と、ある商 品について一番安 く

売 っている店や販売価格 を教 えてくれます。 このよ

うなサービスが これからどん どん出て きます。 あの

サイ トを訪問すればあの商 品については一番安い店

を見つけてくれる。こうしたサイ トとサービスが、い

ろいろな商品 に対 して出てきます。

すなわち、消 費者 にとって 「検索 システム」 とい

うのは 「情報バ リア」 を越 えていくための道具 とな

るわけです。 しかも、インターネ ッ トはグローバル

ネッ トワークです。世界 中の情 報 が簡単 に手 に入 る

わけです。それでは、この 「情報 バ リアフリー市場」

で、一体何 が起 こるかとい うことを考 えていただき

たい。 もう一度申 します が、「戦 略的消 費者 」がか

なり大 きな力 を持 って くると思 います。 もちろん人

間 にはさまざまな個性 がありますから、従来 どおり、

ホームページで勧 められて、思わず衝動 買いをする

消 費者 もいらっしゃると思 います。ただ、確 実に言

えることがあります。言葉 の本来 の意味での 「消費

者 主権の時代」が始 まります。

そして、最後 に、インターネ ッ ト革命 の 「三つの

本質」 ということを申 し上 げたい(図 一33)。 この

ことがエレク トロニ ック ・コマースを理 解するため

に、極 めて重要です。第一 が、「情報バ リアフリー革

命 」です。いままで情 報 を得 ようとして もなかなか

得 られなかった。情 報の流 通 に 「バ リア」(障 壁)が

あった。 これが低 くなります。例 えば、行政情報に

ついても、アメリカの議会 での討 議の内容 は、数時

間後にホームページに載 るような状態 です。 こうい

うことが世界 中を覆って きて、エレク トロニ ック ・

コマースにおいて も、人 々が情報に自由 にアクセス

し、 しか もコス トをかけずに取れるという時代 が始

まります。それは市場の中での情報 とい うのものが

透 明性 を持 って見 えて しまう時代なのです。

第二 が、その逆の 「草の根 メデ ィア革 命」です。

これは、いままでマスメディアに影響力 を持たなか

った消 費者 とか生 活 苦、そういう人で もホームペー

ジをつ くって情報 を発信 したり、自分か らいろいろ

な情報 を世界 中 に発信する草の根 のメデ ィアを手 に

入れ ることができる。この革命が起 こるわけです。

第三 は、「ナレッジ ・コ ミュニケーシ ョン革命 」で

す。 これ まで起 こってきたコ ミュニケーションの革

命 を大 きく三期 に分けるならば、これまでの革 命 は

「第一期」にす ぎないわけです。わか りやす く言 え

ば、「データ ・コミュニケーシ ョン革命 」です。定型

化 し、言語化す ることのできる 「データ」 を、非常

に速 く、大量 に、より遠 くまで送 ることがで きる。

こうい う 「デー タ ・コ ミュニケーシ ョン革命」 は、

どんどん進んで きました。すなわち、ネッ トワーク

を通 じて、より速 く、より大量に、 より遠 くまでデ

ータを伝 えることがで きる。 しか し、これか ら始 ま

る 「第二期」 は、「ナレッジ ・コミュニケーション革

命」です。この革命 においては、い ままで伝 えられ

なかったことが伝 えられるようになる。それが 「ナ

レッジ ・コ ミュニケーシ ョン」です。皆 さんの持 っ

ている豊かな知識 とか深 い智恵 を伝 えることができ

る。定型化 は難 しいが高度な言 語で表現 で きる知

識 、言語 に さえならない智恵、そして、感動や共感

といった さまざまな思い。 こうした ものが、ネ ッ ト

ワークを通 じて伝 えられるような舞台が現 れつつ あ

ります。

「情報 バ リアフリー革命」「草 の根 メデ ィア革 命」

「ナレッジ ・コ ミュニケーシ ョン革命 」という三 つの

本質 をもった 「インターネッ ト革命」が さまざまな

分野 で起 こります。 まず、これが 「市場」において

起 こると 「エレク トロニ ック ・コマース」 として現

れます。

これが 「企業」において起 こると 「イン トラネッ

ト」です。そ して、「社会」において起 こると 「エ レ

ク トロニ ック ・コミュニテ ィ」となります。
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このことが最後に申 し上 げておきたい ことであり、

私 たちが、いま見ておかなければならない本質 です。

もとより技術の開発 も大切です。実証実験 も、一生

懸命取 り組 んでいく必要があります。 しかし、同時

に考 えておかなければならないことは、この 「エ レ

ク トロニ ック ・コマース」の向 こうに何がやって く

るのかということです。

このインターネット革命 によって、社会 と市場 と

企業 が大 きく変 わっていきます。その変化の本質 は、

先 に述べた 「三つの本質」です。そして、我 が国 に

おいて、固有 の文化や、市場 の条件、人 々の生活

ス タイル、 こうしたことを考 えた うえで、どの よう

な 「エレク トロニック ・コマース」が望 ましいのか。

そのことを考 えるべ き時期 が来 ていると思 うのです。

本 日の講演 において、「日本型 エ レク トロニ ック ・

コマースのビジ ョン」ということを申 し上げたのは、

その時期 が来 ていると考 えたか らに他 なりません。

ぜひ、これからECOMに 集 まられている多 くの

企業の方々 と御一緒 に、この 「日本型エ レク トロニ

ック ・コマースのビジ ョン」 を考 えて参 りたいと思

います。そのことを申 し上げて、私の講演 の締 めく

くりとさせていただきたいと思 います。

御静聴 ありがとうございました。
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なぜ 「日本型」の

エ レク トロニ ック ・コマー スなの か?

(1)rグ ローバ ル」な

エ レク トロニ ック ・コマー ス とは何 か?

(2)「 米 国型」 のエ レク トロニ ック ・

コマー スの ビジ ョンは存在 す るか?

(3)日 本 の諸条件 を考慮 した

「日本 型」 エ レク トロニ ック ・コマー ス

の シナ リオ と ビジ ョンの創 造 を

(図 一1)

日本型エ レク トロニ ック ・コマース実現

のため に求め られ る五つの発想転換

(1)パ ソコン普及率に関する発想転換

(2)電 子カタログ通販 に関する発想転換

(4)電 子 ショッピングモールに関す る発想転換

(図 一2)
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第一の発想転換

パ ソコン普及率に関 して

日本の家庭用パソコン普及率では

エ レク トロニ ック ・コ マー ス は 困 難 か?

(図 一3)

日本における新 しい動き

(1)パ ソコン通信大手 の インター ネ ッ ト接続

(NlFTY十PCVAN/260万 人)

(2)フ ァミコン端 末のイ ンター ネ ッ ト接続

(バ ンダイの 「ピピンア ッ トマー ク)

(3)個 人情報 端末機 の インター ネ ッ ト接続

(シ ャー プめ 「ザ ウル ス」)

(4)イ ンタ=ネ ッ ト専用端 末機 の普及

(オ ラクル5万 円/NCコ ン ソー シアム)

(5)マ ルチ メディ ア ・キ オスクの開発 と普及

(エ レク トロニ ック ・コ ミュニテ ィ)

(6)情 報 家電 の登 場

(図 一4)
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第一の発想転換

「パ ソコン」(電 子機器)か ら

「ター ミナル」(情 報端末)へ

(図 一5)

第二の発想転換

電子カタログ通信販売に関 して

エ レク トロニ ック ・コマース とは

新 しいカタ ログ通信販 売の手段 か?

(図 一6)

-53一



日本における現状

(1)カ タログ通信 販売市場2兆 円

(大 半が主婦 、OLの 女性顧客)

(2)家 庭の主婦 やOLが 「イ ンター ネ ッ ト利用者」

とな るか?

(3)イ ンター ネ ッ ト利用者(男 性93～96%

女性4～7%)

(4)ビ ジネスマ ンが 「カ タ ログ通信販 売顧客」

となるか?

(5)若 年 ビジネスマ ンや家庭 の主婦 のみが

主要な顧客層か?(高 齢化社 会、少子 時代)

(図 一7)

第二の発想転換

エキスパー ト(熟 練者)か ら

エー ジ ェン ト(代 理 人)へ

(図 一8)
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第三の発想転換
三次元仮想空間に関 して

三次 元仮想 空間は

エ レク トロニ ック ・コマース での

販売 を促進 す るか?

(図 一9)

三次元仮想空間の現状

(1)「 集客効果」と 「販売効果」の

混同を避けるべ き

「人の集まる娯楽空間」と

「商品を購入する機能空間」は別

(2)消 費者のショッピングを支援する

「機能空間」とは?

「空間設計」か ら 「空間編集」へ

求め られる 「編集の知」

(図 一10)
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第三の発想転換

「ネ ッ ト ・プ レゼ ンス 」

「ネ ッ ト ・エ デ ィ タ ー 」

(図 一11)

第四の発想転換

電子 シ ョッ ピングモールに関 して

消費者 は

「電子 シ ョッ ピングモー ル」 に

何 を求 め て いるのか?

(図 一12)



電子 シ ョッピングモールの現状

「百貨店型シ ョッピングモール」

の限界

/「 百貨店街」 「名店街」

(2)「 専門街型シ ョッピングモール」

への進化

「神田書店街」 「秋葉原電気街」

(図 一13)

電子 シ ョッピングモールの将来

「シー ズ型モー ル」か ら

「ニーズ型 モール 」へ の進化

「書 籍の街」 「電 気製 品の街」か ら

「結婚 の街」 「就職 の街」へ

「シ ョッ ピングモール」か ら

「テーマ商業空間」への進 化

「テーマ空 間」 には 「商 品」だ けでな く

「情報 」 「人間」 「機会 」が集 まる

(図 一14)
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第四の発想転換

「シ ョッ ピン グ モー ル 」

「ス マ ー トマ ー ケ ッ ト」

(図 一15)

第五の発想転換

電子決済に関 して

「電 子決済 」 に よって

エ レク トロニ ック ・コマー スは

開花す るか?

(図 一16)



電子決済と電子マネーの現状

「電子決済 」 と「電子 マネー」

の混 同 と混 乱

十分に実用的な段階を迎えている

「電子決済」

(2)「 社 会制度」 の整備 こそが

大 きな課 題

技術開発だけでなく

消費者の安心感の形成が問題

(図 一17)

電子決済 ・電子マネーの将来

(3)「 電 子決済 ・電子マネー」 は

どの方 式が主流 となるか?

技術的性能のみが主流の条件ではない

「電 子決済 ・電子マ ネー」 の

本 質 は何か?

「電子決済」の本質は 「流通革命」

)81一図(
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第五の発想転換

(図 一19)

日本型 エ レク トロニ ック ・コマー ス

が もた らす 五 つの進化

(2)消 費者の進化

(3)商 品の進化

(4)商 品開発の進化

(5)市 場創造の進化

(図一20)



第一の進化

市場の進化

「情報 ゲーム市場 」か ら

「情報バ リア フ リー市 場」へ

(図 一21)

「情 報 ゲーム市場 」か ら

「情報 バ リア フ リー市場 」 へ

(1)イ ンターネ ッ ト革命の本質は

情報バ リアフリー革命

(2)不 完全情報の市場 としての

「情報ゲーム市場」

(3)完 全情報の市場へ と向 う

r情報バ リアフ リー市場」

(図 一22)
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第二の進化

消費者の進化

「受動的消費者」か ら

「戦略的消費者」へ

(図一23)

「受動的消費者」か ら 「戦略的消費者」へ

エ レク トロニ ック ・コマー スに おいて は

全 く新 しいタイ プの消費者が 誕生す る

(図 一24)



エ レク トロニ ック ・コマー ス時代 に

お ける正反対の 「消費者像」

(1)「 消 費 者 」 に 対 し徹 底 的 な 「ダ イ レク ト

マ ー ケ テ ィ ン グ戦 略 」 が適 用 で き る

→ 究極の 「セグメンテーション」としての

「カスタマイゼーション」へ

「検 索 ナ ビゲ ー シ ョン シス テム 」 に よ り

「消 費 者 主権 」 の 時 代 が 来 る

「ワンウェイ」から 「インタラクティブ」へ

(図 一25)

「eマ ーケ テ ィング」の発 想

「企業は、非常に安い費用で、多数の個人 と対

話することができる。」

「企業は、個人ごとの習慣、習性を見定め、個 人

の欲求 を推定 して、その欲求を満足させるよ

うに働 くことができる。

(図 一26)
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reマ ー ケ テ ィング」 を超 えて

「消費者は、非常に安い費用で、多数の企業 と

対話することがで きる。」

「消費者は、企業 ごとの商品、サー ビスを見定

め、企業の商 品開発力を推定 して、その力を

活かせるよ うに行動す ることができる。

(図 一27)

消費者の三つの進化

「イ ン フオシュー マ」へ の進 化

「プ ロシューマ 」への進化

「ライ フプ ロデ ューサ 」へ の進化

(図 一28)
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(図一29)

「単独商 品」か ら 「メタ商 品」 へ

情 報バ リア フ リー市 場 における現 象

(1)「 一物一価 」

(2)「 学 び あい」

単 独商品 による差別 化の限界

(1)ブ ラ ン ド商 品

(2)パ ッケー ジ商 品

(3)デ ファク トス タンダー ド商品

)03一図(

56



第四の進化

商品開発の進化

「プ ロデ ュー サ 型 開 発 」 か ら

「プ ロシ ュー マ型 開 発 」 へ

(図 一31)

第五の進化

市場創造の進化

「市場 開拓」か ら

「コ ミュニ テ ィ創造 」へ

(図 一32)
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イ ンターネ ッ ト革命 の三 つの本 質

(1)情 報 バ リア フ リー革命

(2)草 の根 メデ ィア革命

(3)ナ レッジ ・コ ミュニケー シ ョン革命

(図 一33)
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講 寅

『オ ー プンネ ッ トワー クと企 業経営の進化 』

慶雁義塾大学 助教授

國 領 二 郎





講演 「オープンネットワークと企 業 経営 の進化 」

御紹介いただきました

慶応大学の國領でござい

ます。どうぞよろしくお

願い申し上げます。

普段は総論的な話をさ

せていただくことも多い

のですけれども、今日は

その道の専門家の方々がた くさん揃 ってい ます し、

時間的な制約 もありますので、今私 どもが大学の研

究室で取 り組 んでいるプロジェク トの御紹 介などを

しつつ、大枠 の話 と、私 どもが取 り組 んでいるプロ

ジェク トの少 し細 かな話 とを織 りまぜながらお話 し

させていただきたいと思 いますので、よろ しくお願

いいたします。

私 は、この中に何人位 いらっしゃるかわかりませ

んが、恐 らくは数 少 ない文科系 の人間でございまし

て、ずっと文科 系的観点か ら、コンピュータ ・ネッ

トワークがどのように企業経営 に取 り込 まれてい く

か、モノの作 り方 、モノの売 り方 が情報化 に伴 って

どのように変 わってい くかといった研究 を して参 り

ました。その意味 から私の技術論 とい うのは大 した

ことはないわけでありますが、少 しだけ、私 がどの

ような整理 の仕方 をしているかを御説明 しておきた

いと思 います。

〔オープンなネッ トワークでどんな ビジネスをするの

か?〕

この辺の話 は、参加者の名簿 を拝 見いた しました

ところ既 に取 り組 まれていらっ しゃる方 が多いよう

に感 じますので、ほとんどの方 にはお分か りいただ

けている話 ではないか と思い ます。ただ、このよう

にすると世の中に対 して説明 し易いですよという御

参考のために図一1を お見せいた します。

御承知の通 り、コンピュータ ・ネッ トワークは今

急 に出て きたものではなく、30年 位の歴史 がありま

塵 隠 義 塾 大 学 助 教 授

國 領 二 郎

すけれども、もともとクローズ ドなネ ッ トワークで、

囲い込み型 のシステムで した。一つの企業 とか企業

グループに閉 じたコンピュー タ ・ネ ッ トワークの使

い方 が産業 におけるコ ンピュータ ・ネ ッ トワークの

代表的 なものであっただろう。 これが段 々オープン

なネ ッ トワークになってい く。オープンなネ ッ トワ

ークも、特定 されている相手 との取引 から、事前 に

特定 されていない相手 との取 引に使 うようなネット

ワークとい う形 で、どんどん進化 してきてい るとい

う所 だろうと思 います。

事前 に特定 されている相手 との取引 にオープンな

ネッ トワークを適用するとい う部分 について、「その

ようなことであったらクローズ ドなネッ トワークでも

構わないではないか」 とい うことをおっ しゃる方 が

時 々い らっしゃいますが、そういう方 に対 して私 は

こんな表 現の仕方 をさせていただいています。

つ まりクローズ ドなネ ッ トワークとい うのは、言

ってみれば、周 りを3,000m級 の山に囲 まれた谷底

の村に住 んでいて電話 もなくてとい うよ うな状況。

そうすると田植 えも一緒 にや り、お祭 りも一緒 にや

り、お嫁 さん も同 じ谷底の村か らもらうというよう

な状 況になる。 これに対 してオープンなネ ッ トワー

クの上で特定の企業 がグループを組 んで取引 をす る

状況 とい うのは、そういう谷底の村 から出てきて箇

中に住 んでいる、電 話 もついた、周 りには何千万 人

もいる、電話 を取 り上 げれば誰 でも電話 をかけられ

るという状況 です。 しか し案外 都会 というのは孤 独

な環境 であ りまして、大都 会の雑踏の中の孤独みた

いなものがある。電話 もあるか らいつで もどこにで

も電 話がかけられるか もしれないけれ ども、毎 日毎

日あて もな く電話 をかけまくる人 がいたら、それは

本 当に孤独 な方です。電話 というのは元 々仲良 しの

方 がもっと仲良 くなる道具 として使われ ます。

これを産業構造的に考 えてみ ますと、クローズ ド

なネッ トワークというのは、ある固定 的 なメ ンバが
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そのグループの中で常 にコ ミュニケーションをしてい

くようなやり方 と言 って もいい と思います し、オー

プ ンなネッ トワークでのや り方 は、一つの会社 が機

動 的に違 う会社 とアライァンスを組んだり組 み替 え

た りしながら仕事 をしていくや り方 とい うよ うに言

い換 えてよろ しいのではないかと思います。先 ほど

のお祭 りの例 をもう一回使い ますと、クローズ ドな

場合はとにか くお祭 りをや る時で も田植 えをやる時

で も常 に同 じメンバの中でやる。 ところがオープン

なネ ッ トワークでは、お祭 りの時 はお祭 りの メンバ

でやり、仕 事 をする時 は職場 のグループでや り、趣

味 で囲碁 が好 きだったら囲碁 のグループに属 し、こ

のそれぞれのグループが全 然別 の人たちである。 こ

れ を 「複属性」 と言 うわけですが、これは私 はネ ッ

トワーク社会の恐 らくキーワー ドだろうと思 うので

す。つまり一人の人間 や一つの会社 や組織 が同時 に

複数 のグループに属 して、それが状況 によって違 う

グループのメンバ として活動 するということなのだろ

うと思 います。

ですか ら、どういう道具 を使 いますかとい う話 が

図一1に なるわけですが、その道具 を使 って一体何

をす るのですか、どの ような産業構造 を考 えるので

すかという所が今問われているのだろうと思います。

特定のグループの中で次 々と新 しいものを出 してい

く、いつ も同 じメンバ だけれ ども、その 中で どんど

ん新 しいものを開発 して、世 の中にチームとしてグ

ループとして新 しいものを出 していきますというのが

クローズ ドなネッ トワークです。その ようなモ ノ作

り、モノの売 り方 の考 え方 をするのであればクロー

ズ ドなネ ッ トワークで良 いわけです。何 も大騒 ぎし

てオープン ・ネッ トワークと言 う必要 はない。

ところが、世の中が今変 わってきつつあるとい う

私の認識 がもし正 しくて、その方向性 が、それぞれ

の会社 がとにか く自分 の得意領域の商品 とか技術

一 要素 技術 という言 い方 をすれば一番分 か りが良

いと思 うのですが 一 を持 って、世 界中の色 々な

会社 が要素技術 を持 ち寄 って、結果 的に新 しい商

品の中にどんどん組 み込 んでいってもらうとい う形

で新 しい もの を世 の申に出 していくし自分 の会社の

成長 も図ってい く。片方 は特定のグルー プの 中で

次 々 と新 しいものを出 していく、もう片方は、自分

の要素技 術 を色 々な違 う人の要素技 術 と組 み合わ

せ て世の 中に出 していくことによって結果 的に多様

な ものを世 の中に出 していく、 こうい うことだろう

と思 います。

こうい う戦略 が正 しくない業界 もどうもあるよう

な感 じがいた しております。ですか ら、この新 しい

戦略パ ターンがどうい う所 で正 しくて どういう所 で

正 しくないかというあたりが恐 らく実証研究 の しど

ころだと思 ってやっているわけですけれ ども、考 え

れば考 えるほど、見れば見 るほ ど浮 かび上 がってく

るの は、技 術の集約の度合 い が非 常 に高 い場合 、

一 情報 システムに関連 した産業 などはそ うですね

一 自分の会社の グル ープの 中で要素技 術の研究

を全部行 っていたらとてもその負担 、 リスクに耐 え

られない。 しかも自分の持 ってい るお客 さんの数 だ

けで しか分母 を割れなかった ら分母 の数 が小 さ過 ぎ

て商売 にならない、世界中 に対 して売 っていかない

と開発費 が回収 できな くなってきていることです。

それに非常 に技術複合的 な商品 が増 えてくるにつ

れて、これまた一つの会社 で全ての要素技 術につい

て世界最高水準 を維持 しようとす ることは難 しくな

ってきているのではないかを考 えますと、付加価値

の高 い、技術集約度の高い産業 においては、オープ

ン ・ネ ットワーク型の産業構造 でなければ競争 でき

ないのではないかと思 うわけであ ります。 日本の今

の非常 に高 い所得水準 を維持 しよ うと思 えば絶対

取 りかからなければいけない。 その意味で道具 が大

事なのです。別 にオープンなネ ッ トワークに入れ る

か入れないかというそれ自体 はク リテ ィカルな問題

で はないのです。大事なのは、それ を使 って一体

我 々はどうい うビジネスをやろうとしているのか。 こ

れはかな り直接 的に我々がどのよ うな社会 を作 ろう

としているのかとい う所 につながっていくのだろうと

思 います。そ ういう意味 で、 この技術 の流 れを社 会

の大 きな流れの文脈の中で考 える必要があるだろう

と思 うわけであ ります。

〔サイバ ー ・スペースはインド洋〕

段 々、事前 に特定 されていない相手 との取引、対
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消費者のエレク トロニ ック ・コマースがこの話 に付

け加 わってきて、実 を言 うと私 は1年 位前 までは割

合懐疑的だったのですけれども、この1年 間位の急

激 な伸びは皆 さん御承知の通 りでありまして、いよ

いよこういう世界に も我 々は足 を踏 み込 もうとい う

段階 になってきているのではないかと思 います。

この話 も私は最近 どういう説明の仕方 をさせてい

ただいているかと言い ます と、これは地理上の発見

をしたような話であると。つ まり喜望 峰 とか新大陸

が発見 され る前 は、地 中海社会 が ヨー ロッパ社会

で、少 なくとも経 済的に考 えると地 中海 が圧倒 的な

存在 であったわけです。 これが世界 である時 にはベ

ニスが中心地 になるわけです。守 り易 くて、ど真 中

にあって、大陸の内陸地 とのアクセスも比較 的良い

とい うよ うな非常 に良い位 置 にあった。 ところが、

喜望峰 の発見によって、気 がついてみ るとベニスは

袋小路 の奥になって しまって、 ヨーロ ッパの主要国

は一気に太西洋 側に移 っていったわけです。既 存の

非常 に強い勢 力は、新 しい市場空間 一 イン ド洋

と太平洋 という膨大 な市場空 間 一 に対 して新 し

い ものを開拓 していくエネルギ をもはや持 てずに新

興勢 力が出てきたということだ と思 います。

今、サイバ ー ・スペースというのは色々な意味 で、

発見 されたイン ド洋 とか太平洋 に似た状況 にあるよ

うな気が します。膨大 なチ ャンスがそこに存在 する

ことも間違いあ りませんが、そのチャンスがどの位

の大 きさなのか誰 にも分か らない、一体何人住 んで

いるか分か らないという状況 ですね。言葉 も通 じな

い し、経済的 な取引 を行 うインフラが非常 に貧弱 な

状態で、どんな危険 が潜んでいるか もよく分からな

い とい う状況 だと思 います。そこがどんどん拡 がっ

ていくうちにどのよ うな社会的 な変動が起 こるか分

か らない。地理上の発 見の歴 史が何 を我 々に語 って

くれているかというと、相 当血塗 られた歴 史がその

後 に来 たということでありまして、植民地 化のよう

なことがどんどん進んで、その中で人間の生活が根

本的 に変 わってしまうような時代が来 たと思 います。

今 までの人間の歴史 を考 えます と、残念ながらこ

うい うことがある時 は大抵戦争 になるのですけれ ど

も、余 り大げ さなことを言 うとホラになるかもしれ

ませんが、ただ、それ位の規模の社会 的な変革 、経

済 的な変革 が始 まっているとい うことを認識 した方

が良いだろうと思います。ただし、今 回は戦争 では

なく、人 間の知恵 で賢 くやっていくことが必要 なの

だろうと思 います。

〔オープンなネ ッ トワークを活 用す るための社 会制

度、人材育成〕

大体 こんな世界観の中で慶応大学 の私 の研 究室

では色々な形でプロジェク トをや らせていただいて

おります(図 一3)。 昨年は採 用活動の研究 である

とか、戦略提携 の話であるとか、インターネッ ト上

のボランテ ィア性 とビジネス性 の調和の話 であると

か、法的にどうなるのだろうかといった話 を行 って

参 りました。今年 は決済 システムについて、これ も

私 どもは技術がそれほど強 いわけではあ りませんの

で、どちらか とい うとユーザが販売戦略 としてどの

ような販売戦略 を考 えているのか、そもそもデジタ

ル ・キャッシュに需要 が出るのだろうかといった問

題意識で研究 をみんな必死 になってやっているとこ

ろです。それからソフ トウエア業 界 も随分変 わって

いるので、この辺 の戦略 が色 々な ヒン トになるので

はないか。それから、CADを 導 入することによって

ビジネス ・プロセスがどのように変わっていくのだろ

うか。 これはやはりモノ作 りの考 え方 が相 当変わ っ

てきているなとい う感 じがする。それから電波 資源

のような基礎的 な資源の配分 をど うすべきか。それ

か ら取引 におけるメデ ィアがどのような選択 の され

方 をするか。

図の最後の 「ネッ トワーク上 の顧 客 インターアク

ション」が、今私 が一番関心 を持 っているところで

す。後から御説明 しますが、ネッ トワークの上 でお

客 さん同士 がコミュニケーションをす るとい う現象

がありまして、これは私はネッ トワーク上 でのマー

ケティングのあ り方 を根本的 に変 える動 きになって

いると思 ってお ります。 この ことは後 からもう少 し

解説 させていただこうと思 っています。

図]3を お見せ しましたのにはち ょっと訳 があり

ま して、自 らの力の足 りなさを告 白するようなもの

でありますけれども、日本 はこの領域 の研究 が絶望
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的 と言 って もいいほど遅 れております。技術 の方 が

アメリカに立派 に追 いついてくださって も、社 会制

度 をきちんと整 備するための基礎研究で あるとか、

それを企 業の中 に取 り込んで実際 にビジネスに して

い くためのノウハ ウの類 、それか ら教育 の問題 、人

材 を供給で きるような体制 が悲 しい くらい足 りない

のです。

今朝 ちょうどバ イグ レープ先 生 という、アン トレ

プレナーシップの理論 においてはアメ リカで トップク

ラスの方 に私の学校 に来ていただいて、日本の中で

どうやってそうしたプログラムを作れば良いかとい う

ことを講演 していただ き、議論 をしたのですが、こ

の領域で も向 こうは ものす ごい蓄積 がありまして、

そもそもどうい う所 にどういったお金の使 い方 を し

た らどんな現 象が起 こるとか、どの ように した ら人

が育つ とか、色 々な所で非常に実践 的な研 究 を蓄

積 されています。 どういうプログラムにお金 を支出

すると有効 に活用 されて、どうい うプログ ラムだと

ドブに捨 てたようなものだとか。 この辺 はノウハ ウ、

あるいは経験 、知識 ですので、非常 に多 くの人間 が

研究 しているおかげで社会 の中で蓄積 されています。

それを応 用 して大学で教育 プログラムを組 んでそこ

で人材 を養成 して世の中に送 り出 していく、 これ を

アン トレプレナーシップの領域 で1971年 からやって

いるというわけです。

日本 は、早 く取 り組 まれ た先進的 な学校 も幾 つ

かありますけれ ども非常 に例外的でありま して、層

の厚みが全然違 う。それからネ ットワークの経営 的

な研究 も、 日本 だと数 えて何人か分かる位の人数 し

かいませんが、向 こうに行 くと数百 人単位 で行 って

いるわけで、今必死になってやっておりますけれ ど

も、 この辺 を何 とか しなければいけないとい うの も

今 日ぜひ皆 さんにお伝 えしたかった話 であ ります。

〔オープンなネッ トワーク上での戦略提携〕

話 をちょっと具体的なところへ戻 してい きたいと

思います。大括 りに二つお話 したいと思います。電

子市場 のような話 と、私が戦略提 携 と言 っているよ

うな企業 間で コンピュータ ・ネ ットワークを使 いな

が ら一緒 に仕事 をしていくという話 です。

まず最初 にコンピュータ ・ネッ トワーク上 での戦

略提携の話です(図 一4)。 これは皆 さん、大体 、

電子商取引 をCALS系 統 の話 とEC系 の話 という

形 で頭 の中の整理 されているのではないか とい う気

がいた しますが、いわゆるCALSと か企業 間の取 引

と呼ばれているような領域 の話です。これを私 は基

本的に 「戦略提携 によるバーチャル ・コーポ レーシ

ョンの形成 」 とい う表現 で考 えております。サプラ

イチェーンです。つ まりモノが生産 されてか ら売 ら

れるまでの流れを抜本 的に合理化 し、お客 さんのニ

ーズにより柔軟 に応 える仕組みを情報 ネ ットワーク

を軸 にして作 りま しょうとい う話 で、製販同盟 とか

コンカレン ト・エ ンジニアリングなどの実現手段 と

して利 用するとい う話 になって参 ります。

ただし、ここで申 し上 げたいのが、これは特定 の

企業が非常 に緊密 な調整 をしますので、従来 の企業

グループとか系列 と同 じような話 であるように取 ら

れかねないところがあるわけですが、それですと本

質 を逃が しています。オープンなネ ットワークの上

での企業間の連携 が今 出てきているのではないだろ

うか。つ まり、先 ほどちょっと対比 させ ましたが、

固定化 された一つの企業 グループの中で次 々 と新 し

い ものを出 していくとい う考 え方 か ら、オープンな

ネットワークの上で、色 々な組み合わせの会社が組

み替 え可能な提携 関係 を結んでいく中で世の中のニ

ーズに応 えるような商 品 を出 して行 くということに

なっていくのだろうと思います。

個別の話で恐 らく関係者 もい らっしゃると思いま

すので、余 り外か ら変な ことを言 うつ もりもないの

ですが、例 えば今新聞で、花王 さんがプラネッ トさ

んに加 入するという話 が出てきてお ります。前 向 き

に検討 されているようですが、これはこの領域で研

究 をしていた人間にとってみれば歴 史的な流れに沿

った動 きでありまして、花王 さんも非常 に勇気 ある

決断 をされて素晴 らしい と思います し、それを受け

入れようとしていらっしゃるプラネ ットさんの側 も大

変素晴 らしいと思 います。根 本的には、どこかのグ

ループの中の閉 ざれた世 界がオープンなネッ トワー

クの上でより次元の高い競争 を行 っていく、 このよ

うな話 になってきているとい うことであろうと思いま
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す。旧パ ラダイムが長年付合 いを続 けることによっ

て緊密 な調整 をするとい うのに対 して、開放的 なイ

ンタフェイスを持 つことで新 しいパ ー トナ会社 と緊

密 な調整 を行 う体制 を素早 く構築す る、これ をオー

プンなネッ トワークの上 で実現するということであ

ります。

〔CADの 使われ方 に見 るモノ作 りのパ ラダイム〕

これ をより細 かな レベルで見 てお りますのが、先

ほ ど私 どもの研 究室の研究 と して書 きま した中の

CADの 話 であります。これもCADの 技術 その もの

を突 っ込んで見 るとい うよ りは、それが入 って くる

ことによってモ ノの作 り方 や売 り方 がどのように変

わってい くかとい う観点 で見 させていただいていま

す。

その中で今 日お話 しできるのは限 られているので、

ちょっと抽象的な レベルで申 し上げます。面 白いん

ですね、道具 というの も色 々な意味でモノの作 り方

の哲学 を反映 しているような ところがありまして、

CADと い う道具の使 われ方 だけを主題 と して色 々

な所 に取材 して回 ると何か経営哲学みたいなものが

浮 かび上 がって くる。これをご く大雑把 にまとめた

のが図 一6で す。そ もそも図面の ことを考 えた時

に、 日本 の発注者 は余 りきちんと図面 を書 いていな

い。 これは欧米 などと比較 してとい う話 です。(余

り一般化 して言 うのはいけないと思 いますのは、電

子業界 は割 ときちんと書いているけれども、機械系

が余 り書 いていない とか、建築 系 も余 り書 いていな

い とか、どうも業種 によってかな りバ ラつ きがある

ようです。)この話の本質 はどうも次のような理 由な

んだろうなと。日本の会社 は、現場 とかベ ンダを信

頼 しながらモ ノを作 っている。 どんどん後工程の人

に権 限 を委ねてい る。つまり、ベンダ さんに来 ても

らって、商品はこんなコンセプ トなんだよとい うよ

うに何 となく概念的 に説 明 して簡単 な図 を書 いてベ

ンダさんに渡す と、ベ ンダさんが図面 を書 いて納品

して くれ るとい うようなや り方 であります。

この話 をす ると、日本では余 りに一般的 なのでそ

れで何 が悪いんだとい う話 になることもあるんです

けれ ども、これ も欧 米的 な考 え方 からす るととんで

もない話 でありまして、図面 をきちんと用意するの

は発注者の責任 であって、コンサル タン トを雇 って

でもきっち りした図面 を作 って、その図面 をもとに

契約 して、受注 した側 はその図面 通 りにモノを納品

する。図面 が間違 っていたら間違 った通 りに作 って

納品する。 そうで もしない と、後 から何か トラブル

が起 こった時 に契約違反 だ何 だと大騒 ぎになる。 こ

の辺 も社 会全体 の仕組 みや考 え方 が反映 されている

ように感 じるわけです。川上 で設計 部門の人が最後

の所 まで追 い詰 めて考 えてきちっとした図面 を作 っ

てそれをベンダに渡す とい う考 え方 、実 を言 うとそ

れをやる道具 としてはCADが す ごく良いわけであ

ります。今 どきのCADは 単に ドラプディングだけ

でなく、 ドラプデ ィング したもの をシ ミュレーショ

ンしたりす ることができて、エ ンジニアリングの部

分 までかな り川 上のデザインをやっている人たちが

入 り込んでいけるとい う形 になっていまして、今 の

CADは ある意味で欧米 的なモノ作 りのや り方 をサ

ポー トする道具 としては非常 に高度 に発達 しつつあ

るなというのが今 の我 々の持 っている印 象であ りま

す。

固定 的なメンバ でベンダを信頼 しつつモノ作 りを

進める、そ ういった信頼関係 とい うのは、先程の固

定化 され たメンバ の中で しかで きないわけです し、

それから、もし私の仮 説が正 しくて、グローバルな

ネットワーキ ングで組み替 え可能な戦略提携 の時代

に本当 になって しまうと、ひ ょっとすると図一6の

下の方 が良いのかなとい うあたりが一番難 しい選択

の部分なのではないかと思い ます。かつ、田坂 さん

も恐 らく日本型 というようなことをおっ しゃったの

ではないかとい う気がするのですけれども、図一6

の上のや り方 は非常 に良 い面 がた くさんあるわけで

あ りまして、言 ってみれば、情報技 術 とい うのは使

いようによってはこのや り方 を支援 をす るような仕

組みとしても使 えるのではないかなと私 自身 は思 っ

ております。ただ現実 にその方向に行 っているかと

い うと、CADと いう道具 はどうも下 の方 をサポー

トす る道具 と して主にアメリカで発展 しているのか

なという感 じがしております。
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〔オープンなネッ トワークによる産業構造 の変化〕

現実 問題 としては、一体 どの作業 を誰がやってい

るという役割分担がどう変わっているか、この辺が

実証研究の しどころであります し、誰 がどうい う権

限 を持つか、設計か ら製造 、販売 に至 るまでの組織

がこのような道具 とともにどう変 わっていくのかを、

これか ら継続的に追 いかけてい くと、恐 らく5年 後

位 にはいい研究 になるのではないか と思 っておりま

す。

これを大 きく考 えて図 一5の ように整理 してお り

ます。歴史的 に考 えて、イギリスでは産業革 命が終

わった後は非常に垂直 的に分業 関係が発達 した資

本主義 を作 りました。 アメリカが19世 紀 の後半位

に非常 に大規模な会社 を作 って垂直統 合 をや って

いった。これに対 して 日本の製造業 は、主 に戦後 、

系列 的なネッ トワーク、つまり固定的 なメンバだけ

れ どもそのメ ンバはた くさんいて、会社 と して は

別 々の会社がコラボレーションしながらいい ものを

出 していくとい う仕組み を作 り上げて きて、言 って

みればアメリカ型の垂直統合的 なものを打 ち負か し

ていったわけであります。今 まさにオープンなネッ

トワーク上で要 素技 術 を持 った会 社 が世 界 中の

色 々なパー トナとコラボレーションしてい くというモ

デルを作 ろうとしているプロセスなのだろうと思 いま

す。

アメ リカの会社 は調子 が良いわけですが、 まだそ

んなに勝負がついた話ではないと思 っておりまして、

先 ほ ど二つのモデル と申 し上 げましたが、両方の良

い面 を取 り込むようなモデルが今求め られているの

ではないか。それはどうい うモデルか とい うと、と

にかく色々な世 界中のパー トナと仕事 を組 むわけで

すが、その組 む時のコ ミュニケーシ ョンをいかにス

ムーズに行 い、お互いを信頼 し合いながら一緒 に仕

事 をしていく体制 を作 れるかどうか。同 じメ ンバ と

の間でそれができるのはもう実証済みです。契約で

ガチガチに固めてやるとい うの も一応 動 くなという

感 じはあるわけですが、そうではなくて もっとスム

ーズにいろいな会社 がグローバルなネッ トワーキング

がで きるような仕組みを今作 りたいとい うことであ

ります。

このモデル を余 り細か く御説明 している時 間はな

いわけですが(図 一7)、 私 は一つのポ イン トは文

脈共有の度合 いとい う所 にあるのではないかなと思

ってお ります。文脈の共有 というのは共通体験 とか

共通の知識 をどれ位一緒 に働 くメンバが蓄積 してい

るかとい うことであります。 これが高 ければ高 いほ

どコ ミュニケーションがうまくい く。 これは私 ども

は 「暗黙知」 と言 っておりますが、仲間 うちの暗黙

の合意 といいますか、お酒 を飲みに行 ったり、いつ

もずっと付合 っていたり、言葉 にならないようなあ

うんの呼吸 としてずっと蓄積 してきたのが 日本型 の

モデル なのではないか。これ に対 して、それほど文

脈 の共有のようなことは行わないけれども、ルール

などを非常 に確立 された形 で持つ ことによって、見

知 らぬ他 人で も一応仕事 がで きる契約社会 を作 っ

てきたアメリカ型のモデルがあると思 うのです。

インターネッ トの技 術、ネッ トワークの技術 が今

我 々にどうい うチ ャンスを与 えて くれているか とい

うと、かなり広 く物理的 に離 れている人 たち、それ

か ら会社の壁 をまたがって違 う会社 にい る人 たち、

生 活の時間帯 が合 わない人たち、このような人たち

でも、例 えば文章化 された形 一 とにか くウェッブ

に載 る形 だったら何でもいいわけです 一 であれば

共通の体験 をすることができる。今 までは物 理的 に

同 じ所 にいてずっとフェイス ・ッー ・フェイス ・コ

ミュニケーシ ョンをしていないと共通の体験 が蓄積

されず一緒 に仕事 をす ることができなかったの に対

して、インターネッ トの技術 は、物理的 にはどれだ

け離れている人で も、マルチメデ ィアの色 々な形 で

それぞれが自分の情報発信 をして、インターアクシ

ョンがあって、その中で共通 の経験 を積み重 ねてい

くことがで きる。その中で先 ほど申 し上 げましたよ

うなグローバルなコラボレーションが成立 してい く。

アメリカは相 当そのための努 力を している気 が しま

すけれ ども、 このよ うな形のモデルが一つ あるので

はないかと思います。

〔顧客間 インターアクション〕

今 日は電 子市場の話 は比重 的には軽 く しよ うと

思 いますが、1点 だけ巾 し上 げたいことがあります。
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取引 インフラは未整備 という状況で、電子市場 とい

う巨大 な流通空 間が生 まれて きているのですが、そ

の中におけるマーケティングのあり方 、企業 と消 費

者 の関係のあ り方 とい うのは今 までのもの と相当違

うことが考 えられるし、実際 に起 こり始めてい るの

ではないかということであります。

それを概念化 したものが図 一11で すが、顧客間

インターアクシ ョンと呼 んでお ります。 インタラク

テ ィブということをマーケテ ィングの方 は随分 おっ

しゃるわけですが、これは従来の売 る側か ら買 う側

への一方的 なコ ミュニケーシ ョンを、売 る側 と買 う

側の双方向のコ ミュニケーションにしなければいけ

ないとい うことです。 それに加 えて、 インターネ ッ

トとい うよ りオープ ンなネ ッ トワークの中では、お

客 さん同士 がコ ミュニケーシ ョンす る現 象が非常 に

大 きなものになってきているとい うことに皆 さんの注

意 を喚起 したいわけであります。例 えば商品に対す

る評価の類ですけれ ども、これはあっとい う問に世

界 中を駆 け巡 るようになってお ります。ですか ら、

企業がどんなにきれいごとをコマーシャルで流 して

も、消 費者 はどんどんネッ トワークで情 報交換 をす

るようになって きています。 それからお客 さんが付

加価値 をつけて くれる現 象、 これはユーザ ・サポー

トなどに一番 よ く出て くると思います。 ソフ トウェ

アの使い方 とかパ ソコンの使い方 がよくわからない

ような時 に、メーカのヘルプデスクに電話 をかけて

もろくな答 えが返 ってこないのに、ほかのユーザ仲

間に聞 くとあっとい う間に答 えが返 ってくる。これ

はパソコン通信 の会議室 などで経験 されている方 も

多 くい らっしゃるのではないか と思 います。 メーカ

のヘルプデスクに聞 いた りするとちょっと悪い経験

をすることが多いんです。 それ に対 してユーザ同士

に聞 くと本 当にすごいんです。「この使 い方 わからな

いんだけれども」 といって掲 示 してお くと、数 時間

内位 に全 然見知 らぬ他人か らかな り的確 なア ドバイ

スが集 まってきます。

それだけの水準のサポー トをメーカが自己負担で

行 うとす ると、コス トが大変 だと思 います。情 報 シ

ステムが大衆化すればするほどサポー トしなければ

いけないお客 さんの数 はどんどん増 えていくわけで

す。今 はもう何百万人単位で増 えて きているわけで、

それに対応 したヘルプデスクの人数 増強 はできませ

ん。何 らかの形 で顧客 間 インターアクシ ョンを自分

の味方につけることがモノを売 る中で非常 に重要 な

要素 にな ります し、それができる会社 とで きない会

社 ではコス トの問題 と して相当大 きな差 がつ くし、

競争 力の差 がつ く。

この実態がどうなってい るか とい うのは、またの

機 会に詳 しくさせていただきたい と思 いますが、こ

のような形でモ ノの作 り方や売 り方 のパ ラダイムが

大 きく変わってきているわけであ ります。非常 に大

括 りに全部 をまとめて、囲い込み型 の経営 からオー

プン型の経営になるということは、(図 一13)過 去

2年 半位 、ずっと言 い続 けておりまして、かなり御

理解はいただいて きたような気 もいた します。本質

は、いかに世界中にある色々な人の知恵 とか経営資

源 を自分のために使 うか、またその逆 もやらなけれ

ばいけないわけです。色 々な人の色 々 なイニシアテ

ィブに自分の リソースも出 し、組み合 わせて色 々な

人の色 々な夢 を実現 してい きましょうと。 自分の中

にすべての経営資源 を抱 え込んで、流 通 も自前のチ

ャネルを持 って、自分で全部の商品 ラインを考 えて

それ を世 の中に送 り出 していくとい うのではなくて、

自分 は何かキラリと光 る得意領域 を持 っていて、そ

れを世界 中の色 々な人の経営資源 と組 み合 わせ な

がら世の中に送 り出 していく、ネ ッ トワークとい う

環境の中でそれが機動 的にできるような条件 が今整

い始めているとい うビジョンであります。

最初の話 に戻 しますと、この辺 のビジョンに共鳴

していただければオープンなネットワーク環 境 という

のは多分役 に立つと思 います し、そ うでなければ道

具 は道具にすぎませんので、余 り関係 ないという話

になって くるように思い ます。 ちょっと駆 け足 にな

りましたけれども、 こんな形 で経営 と技 術のかかわ

りを考 えております。

御清聴 ありがとうございました。
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産業におけるオー プン・ネッ トワークの

事前に特定されて,

いない相手との取引

事前に特定されて

いる相手との取引

オープン

ネッ トワーク

チ鷺

ク ロー ズ ド

ネ ッ トワー ク

(図 一1)

オープン ・ネ ッ トワーク上に形成 される経済秩序

共通点 ∫勿【」部寛源 を活ihヲする経 営へ

(図 一2)
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國領研究室研究プロジェク ト
http=/vvwvv.kbs.keio.ac.jp/h㎝e-j/ecrp-j.html

1995年 度

・イ ン ター ネ ッ ト上 の 採 用 活 動 の 実 態(樫 村)

・ ネ ッ トワ ー ク を 活 用 した 戦略 提 携(木 村)

・ イ ン ター ネ ッ ト上 の ボ ラ ンテ ィア性 と ビジ ネス 性 の調 和(武 川)

・ モ ー ル 運 営 主 体 の 法 的 責任(藤 田)

・電子決済システム:ユ ーザニーズの観点か ら(井 上)

・ソフ トウエア業界におけるネットワーク型商品開発の有効性(権)

・CAD導 入による企業内外におけるビジネスプロセスの変化(斎藤)

・起業を促す電波資源の適正な配分制度の検討(桜 井)

・企業間取引におけるメディア選択の要因(竹 田)

・ネ ッ トワーク上の顧客間インターアクション(田 村)

(図 一3)

戦略提携 によるバーチャル ・コーポ レーションの形成

・情報 ネ ッ トワー ク を活用 して緊密な業務調整。

製販同盟 、コ ンカ レン ト・エ ンジニア リングな どの実現手段 と して

利用 され ている。 「パ ー トナーシ ップ」指向(取 引先絞 りみ)

・組織の壁 を超えた ビジネス ・プロセス ・リエ ンジニア リング

・標準 イ ンター フ ェース を活用す るとい う点で 「系列的関係」 とは違 う。

組み替え可能な提携関係。分野別/製 品世代別提携関係。

旧パラダイム 「長年付き合いを続けることによって緊密な調整」

新パラダイム 「開放的なインターフェースを持つことで新 しいパー
トナー会社と緊密な調整を行う体制を素早 く構築」

(図 一4)
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産業構造の進化

口
オ ー プ ン ・ネ ッ トワー ク 分 業

(図 一5)

司 れるモノ作 りパラダイム

固 定 的 な メ ンバ ー で現 場 や ベ ン ダー 信 頼 しつ つ モ ノ

づ く りを進 め る。

川上ではあまり図面を細かく書かない?現 場で図面を書き換える?
特に機械 ・建設系。(精 密 ・電子系は別のカルチャーあり。)

き ちん と事 前 定 義 され た 図 面/計 画 に よ り世 界 中 の

優 秀 な 経 営 資 源 を動 員 す る。

川上で責任の所在の明確な図面を用意する。CADで デザイナーが
エンジニアリングまで取り込む?

(図 一6)
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情
報
の
構
造
化

・
明
示
化
の
度
合

高

低

次世代の組織化モデル

米国 一=)L

日本モデルの労使や取引

先との文脈共有のメ リッ

ト学び、右方へ移動中。

オ ー プ ン な文 脈 共 有

異文化に属する人間の間
で文脈共有を素早 く達成

する。文脈共有のプロ ト
コルの確立。

日本

文脈共有では先行 した

が、暗黙知に頼 り過ぎ、

ネッ トワーク社会に必要

な普遍性を持たない。

低 高
文脈(コ ンテクス ト)共 有の度合

(図 一7)

⌒

巨大な流通空間の出現。但 し取引インフラは未整備。

見知 らぬ他人同士の間にどうやったらコミュニケーシ

ョンや信頼関係が成立す るか?

ボー ダ レスの空間の 中で国 による規範 ・法律の違いを

どのように八一モナイズするか?例:消 費者保護 な ど

を どうや って はか るか?

Ore∂teruノ θ5,〃rakes訪 θ〃7enfbrce∂ 力1θ,

∂ndρ θrfbr〃coord/nationOρer∂tions.

(図 一8)
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子 と プ ラ ッ トフォー ム ・ビ ジネ ス

・情報ネ ッ トワー ク上 で不特定 多数の 主体が取 引。

・ただ し、 コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クだけでは取引が成立 しな い。

・ 取引相手の探索

・ 信用(情 報)提 供

・ 経済価値評価

・ 標準取引手順の提供

・ 物流など諸機能の統合

・ 付加機能(必 須ではないが重要)

・費用構造の変換

・創造性の基盤

・顧客間インターアクション

・諸機能 を ビジネス として提供す る 「プラ ッ トフォー ム ・ビジネス」が成立。

(図一9)

プ ラ ッ トフ ォー ム ・ビ ジネ ス

鱗 総 総 藤 灘諜藷
誰もが明確な条件で提供を受けられる商品やサービスの

供給を通 じて、第三者間の取引を活性化させたり、新し
いビジネスを起こす基盤を提供する役割を私的なビジネ

スとして行っている存在のこと。

嚢

翼
藝

(図 一10)
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プラ ッ トフォーム上の

売 り手か らの一方 的

コ ミュニケー シ ョン

間 イ ンターア クシ ョン

売 り手 と買い手の双方

向 コ ミュニ ケー シ ョン

(図 一11)

間イ ンター アク シ ョンの

・商品型:顧 客間 イ ンター ア ク シ ョンその ものが商品

である場合

:曇 ≡1型
・ 開 発 参 加 型

・ ク リテ ィカ ル ・マ ス 形成 型

懸～
鼠霧

)21一図(

18



.オー プ ン ・ネ ッ トワー ク時 代 の 経 営

/、
「囲い込み」型経営

経営資源の囲い込み
人材/ベ ンダ/チ ャネル

独自仕様インターフェース 喝

↓
囲い込み型ネットワーク分雲

高固定費=高 慮長指向

多 角 化 ・総 合 化 へ の 圧 力 鴫
フルライン商品戦略

人を養うために事象を増やす

/、 オ
ープン型経営

中核業務に資源を集中投入

外部資源の徹底利用

レ標準インターフェース徹底利用

↓
開放構造裂ネットワーク分雲

低固定費=高 利益指向

レ 専 門 化 ・分 業 化

外注化
戦略的提携
1■Aによる再掲成

、
複雑な組織構造

複雑な人事体系

増大する下部組織間の矛盾

増大する組織の自己防衛
＼ ノ

/、

単純で効率的な構造

単純な人事考課

矛盾の少ない組織

風通しの良い人的ネッ トワーク
＼ ノ

分蜘 理型備 塑『信ネッ方ワークカ転換を促3ナ

(図 一13)

、日本企業:

経 営のオー プン化が急務

提 」θ書Lや す``会 ¢f/,二な らな1カb/XSメ さノZる。

劇 『9ヲ佐さ1/Z走・∂ケ)鍔て『遅Z際2約γ二百`'シ ェ ア 差担 フ

・商品のオー プン化

・ロジスティクスのオープン化

・経営資源のオープン化

底諦 ∫規摸の経済 性か らネ ッ声ワークの外部荏へ

(図 一14)
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パネルデ ィス カ ッション

『21世 紀 に向 けたEC(電 子 商取 引)の 展 開』

コ ー デ ィ ネ ー タ

芳 川 恒 志(通 商産業省 機械情報産業局 情報政策企画室長)

パ ネ リス ト

領

坂

上

倉

田

國

田

舘

板

和

二 郎

広 志

章

征 男

守 弘

(慶庵義塾大学助教授)

((株)日 本総合研 究所取締役)

((株)日 立製作所エ グゼクテ ィブ コンサルタン ト)

(NTTデ ー タ通信(株)取 締役)

(ユーシーカー ド(株)次 長〉
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一
パネルデ ィスカッシ ョン

「21世紀 に向 けたEC(電 子商取 引)の 展 開」

一

毒　獄X坤W
●

"

疹

'
畷

ー

㌘ピ〔
夢
・躍

三
盛
磁㌘

膨
滋

ン

　 ピベ パペタペ グ

噸霧,ご

▲

t-veWny'.

〆}遁 珍

」`

● コーディネータ ●

芳 川 恒 志(通 商 産業省 機械情報産業局 情報政策企画室長)

● パ ネ リス ト

領

坂

上

倉

田

園

田

舘

板

和

郎

志

章

男

弘

●

二

広

征

守

(慶磨義塾 大学 助教授)

((株)日 本総合研究所 取締役)

((株)日 立製作所 エグゼクテ ィブコンサルタント)

(NTTデ ータ通信(株)取 締役)

(ユーシーカー ド(株)次 長)
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〔はじめに〕

【司会】 これよりパネルデ ィスカッシ ョンを始め さ

せていただきます。 プログラムにもご ざいます とお

り、「21世紀 に向けたECの 展 開」 とい うテーマで

活 発な御議論 をお願い したいと思います。

本 日の コーデ ィネータは通商産業省機 械情報産

業局情報 政策企画室の芳川恒志室長 にお願 いを し

ております。室長 は通商産業省 でEDI、 あ るいは

CALS、 本 日のECと 、 こうい う分野 を担 当 してお

られまして、我 々産業情報 化推進 センターの活動 全

般 にわたって御指導 をいただいてお ります。

それでは芳川室長 、よろしくお願いいた します。

【芳川 】 通商産業 省機 械情報 産業局情報 政策 企

画室長の芳川 でございます。本 日のコーデ ィネータ

を努 め させていただきます。よろしくお願 いいたし

ます。

始めに各パネリス トの皆様方か ら簡単 に自己紹 介

をしていただきたいと思 います。國領先生か らお願

い します。

【國領 】 慶磨義塾大学の國領です。通信会社 に勤

め ま した後、ハーバー ドビジネスス クール で学び、

その後10年 間、コンピュータ ・ネッ トワークが経

営 にどういう意味 を持 っているか とい う観 点か ら研

究 してまい りました。

ここ2年 間ぐらいは、その10年 間に匹敵す るく

らい非常 に大 きな変化があります。今 までに蓄積 さ

れてきた研究成果 について、現 在のインターネッ ト

の新 しい環境の中で、今 までのシステムと同 じよう

に考 えてよい部分 と、新 しく考 え直 さなければいけ

ない部 分、そのあたりを今一生懸命研究 していると

ころです。よろしくお願いいた します。

【舘 上】 日立製作所の舘上 と申 します。 日立 製作

所の情報 グループの中のビジネスシステム開発 セン

タに属 してお ります。私 どものところは主 として新

しい情報技術 を使 って、お客様の業務や新 しい情報

システムについて御提案申 し上 げるという仕事 をし

てお ります。もう一つは、現在通産省で行 われてお

りますECプ ロジェク トで、共通 プラッ トフォーム

を、富 士通 さん、 日本電気 さんと一緒 に開発 させて

いただいてお り、このプロジェク トの社内の まとめ

をやっております。

今 日はそういった立場 でお話 をさせていただきた

いと思っております。どうぞよろしくお願 いいた し

ます。

【田坂】 日本総合研 究所 の田坂で ございます。先

ほど講演の機会 をいただきまして、私 自身の問題意

識 はある部 分お伝 えしたと思いますので、私の活動

の背景 を少 しばか り申 し上 げます。 日本総合研究所

では 「EC事 業 推進部」の部長 も務めてお ります。

ここで言 う 「EC」 というのは二つの意味 です。「エ

レク トロニ ック ・コマース ・アン ド・コミュニティ」。

この言葉 でおわか りいただけるか もしれ ませんが、

「エレク トロニ ック ・コマース」 と 「エ レク トロニッ

ク ・コ ミュニテ ィ」 というものは、一つの ものと し

てやってくるであろう、これは私 自身の予感 です。

今 日の講演 では余 り申 し上げなかったのですが、

エレク トロニック ・コマースとコ ミュニティを分ける

ことなく一つの もの として育 ててい くのが大切 であ

ると考 えてお ります。

で きればもう一つの 「EC」 、これはあえて言 えば

「エ レク トロニ ック ・コーポ レーション」 とでも呼ぶ

と思 うのですが、「イントラネット」 に代表 されるよ

うに、企業経営 においても情報 化の大 きな流れがあ

る。このECも 合流 させていきたい。先ほど申 し上

げた社会 、市場、企業の三つが大 きく変わってい く

姿 を、この 「EC」 という言葉 に重 ね合わせようと

いうのが、私 どもの部署の一つのビジョンです。

そして、御存 じの方 が多いか もしれませんが、私

どもは 「スマー ト ・アイラン ド・コンソーシアム」

を昨年9月 に設 立 して活動 してお ります。 これは現

在 、日米65社 が集 まっております。この うち15社

は米国からの参加 です。例 えば、 シリコングラフィ

ックス、サン ・マイクロシステムズ、イース トマン ・

コダックのような企業 も参加 しています し、サ イバ

ー ・キャッシュのよ うな先進 的 なベ ンチャー企業 も

参加 しています。 このように日米の企業が集 まって、

新 しいエ レク トロニック ・コマースのビジネスチャン

スを生み出 していこうというのが 「スマー ト・アイ

ラン ド・コンソーシアム」です。 このコンソーシア

ムは、昨年か ら活動 を進めて きており、ECOMの
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活動 とも連携 して活動 しております。

もう一つ自己紹 介 しておきます。 アメ リカに 「コ

マースネッ ト」 とい う160社 が集 まったエレク トロ

ニ ック ・コマースを目指 すコンソーシアムがあ りま

す。 このエレク トロニ ック ・コマースを目指す国際

的 な動 きの一環 と して、 日本で も 「コマースネ ッ

ト・ジャパ ン」を設立 して、昨年暮 から活動 を開始

しました。これは民 間企業 が自主的 に集 まり、 日本

でもコマースネッ ト・ジャパンをつ くろうとい うこと

で動 いたわけです。 日本 に続 いてカナダでも設立 さ

れ、 さらにオース トラリア、イタリア、シンガポー

ル、韓 国 と世界中か らコマースネ ット・グループが

生 まれてきます。先 週、これらが世 界各国か ら集 ま

り、「グローバル ・コマースネ ット・サ ミット」と題

す る会議 がありました。私 自身、初 代の国際部会長

をや らせて頂 いてお ります。

本 日のこのパネルデ ィスカ ッシ ョンにおいては、

いま世 界中 を席巻 しつつある 「インターネット革命」

が、社会 、市場 、企業 をどの ように変 えていくのだ

ろうか、このことを、民間企業の事業化 とい う動 き

の中で、足 を地 に着 けて考 えてみたい と思います。

以上 が私 の自己紹介 です。

【板 倉】NTTデ ータの板倉で ございます。私 も会

社 でいろい ろなことをやってまい りました。 ここに

関係 があるのは、大分昔 にな りますが、データ通信

の高 速化時代の幕 明けになりましたハ イレベル ・デ

ータリンク標準手順 があります。ISO(国 際標準化

機構)の 国際会 議 に何 回か出席 いた しました。そ

の後はこの関係の仕事 か ら離 れておりましたが、 こ

の7月1日 に私 どもの会社 の中で 「新世代情報 サ

ービス本部」 という組織 をつ くり、いよいよEC時

代のサービスをや らせていただこうということで旗上

げ したばかりでございます。

考 えてみ ます と、通信業界 、ネ ッ トワーク業界 、

EC業 界のかかわ り方 は、明 らかに転換点 にかかっ

てお ります。 もちろんネ ットワーク業者 というのは、

とにかく トランスペ アレン トの回線 を用意 してそれ

を安 く早 く提 供す るだけでよかったのです。 しか し、

EC時 代 にな りますとこれ をサポー トす る情報 セキ

ュ リティ技術 を、ネッ トワークサイ ドか らも真剣 に

検討 して提供 す る役 割 を担 うことにな ると思 い ま

す。私 どもの旗上 げは少 し後発ではありますが、例

えば社内で既 に5年 間 くらい、ICカ ー ドを電 子マ

ネーのかわ りに使 ってお ります。それか ら、 クレジ

ットカー ド・ネットワークであるCAFIS(ク レジッ

ト・アン ド・ファイナンス ・インフォメーシ ョン ・

システム)は 十数年 お使 いいただいている実績 があ

ります。あるいはANSERネ ッ トワークもあり、日

本の国内でそれなりの実績 を持 っているつ もりです。

新 しい時代 を迎 えまして、これ ら既存の技術 を十分

生 かしつつ我々の役割 を追求 していきたいと思 って

おります。

【和田】UCカ ー ドの和 田 と申 します。私 はUC

カー ドの中でマーケテ ィング開発部 に所属 いたして

おりまして、このEC関 係 と新商 品の開発 を担 当 し

ております。ECOMの19プ ロジェク トの第1号 と

して私 どものプロジェク トが立 ち上がっております

ので、 ここではそのお話 をさせていただこうと思っ

ております。ECの プロジェク トはたくさんござい

ますけれども、クレジッ トカー ド会社 が表 面 に出て

きているのは私 どもだけでございますので、現実 の

クレジットカー ドとECで のクレジットカー ドの取

引 とを比較 しながらお話 をしていきたいと思 ってお

ります。

私 どものプロジェク トのポイン トを御紹介 いたし

ますと、一つ は、先ほどの田坂 さんのお話 にもござ

いましたように、まず消費者 の利便性の部分 が第一

のポイン トで、もう一つは、 これは皆 さんも御存 じ

の安全性の部 分、この二つにポイン トを絞 ってプロ

ジェク トを進めております。 プロジェク トの内容 自

体 は極めて単純で、インターネットを使 っていかに

安全にかつ使 いやすく電子決済 、商取引ができるか

というところに絞 ってお りまして、特に複雑 な話 は

しておりません。ただ、先 ほど日本型 のECと いう

お話 がございましたが、それは我々 もここに来 て痛

切 に感 じているところで、海外 との整合性の問題 が

これからは非 常に重要 になってまいります し、今 も

その部 分でい ろいろな議 論がなされているところで

す。詳 しくは後で また御説 明をさせていただきたい

と思います。
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〔論 点 と現状認識〕

【芳川 】 ありがとうございました。今 お話 がござい

ましたように、今 日のパネリス トの皆様 は、ユーザ、

ベンダ、ネッ トワークの事業 者、あるいは学識経験

者 のお立場で、それぞれ電子商取引 についてはいわ

ば第一線で御活躍の皆様 でございます。

そこで、それぞれのお立場 か ら最近の 日本 におけ

るECの 取 り組みや課題 、あるいは企業経営 、市場

に対 するインパク トについて御紹 介 をいただきたい

と思います。

それから議論の土俵 ですが、本 日いただいてお り

ますテーマは 「オープンネ ッ トワーク環境 におけ る

ECの 推進」とい うことでご ざいますので、 このオ

ープン性 ということを念頭 に置 いていただきたい と

思います。それか ら議論 のポイン トですが、私 ども

はECを 、企業 と消 費者 のEC、 不特定企業 間の

オープ ンなEC、 それからCALSに 代表 され る特 定

企業間 のEC、 というように分 けてお ります。 この

分類 に従 います と、特 に企業 ・消 費者 に焦点 を当

てながら、さらに企業 間取 引 一 ちょっと欲張 りで

すが一 をも念頭 に置 きなが ら進 めていきたいとい

うのが第1点 であります。第2に ユーザ消費者の視

点 、あるいはユーザ企業 の視点か らということでお

願 いしたいと思 います。第3に 国際的 な話 も視野 に

入れていただければと思 います。

この3点 をお願い申 し上 げた上 で、簡単 ですが、

現状認識 とか問題意識 みたいな ことを議 論の皮切

りにお話 をさせていただきたいと思 います。

皆 さんよく御存 じと思 いますが、ここ数年 間 にわ

たる情報技術革新は、そのスピー ドもさることなが

ら、その及ぼし得 る影響 は従来 の情報 化の流れの中

で も際立 っておるのではないかと思 ってお ります。

局長 も申 し上 げましたように、 このような最新 の電

子情報技術 を企業の い ろいろな取 引、経済 活動の

さまざまな局面 に活用す ることによって、需 要側 が

引 っ張 る形で好循環 が生 まれ、ひいては日本の産業

構 造の変革、あるいは 日本企業の競争力の強 化に

つながるのではないか、このように考 えてい るわけ

で あります。この中でポイン トになってまい ります

のが、一つ は、オープン化 、もう一つは低価格化 と

ダウンサイジングであると思います。

こういうことから、現在のECを めぐる動 きとし

て二つの流 れがあるのではないか。第1点 がオープ

ン化の流れ、例 えば企業 ・消 費者ECや 、オープン

EDIと 言 われているものだと思います。今オープン

EDIと 申 し上 げましたが、これはネッ トワークを介

してデ ジタルな情報 の面 的な広 がりを志 向す るとい

うものであると考 えます。EDIを 例 に取 りますと、

これまでの業界 ごとのEDIは 、通信 の料金やコン

ピュータの料金等々 を考 えますと、ある程 度以上 の

通信 量がないとコス ト的にペイしなかったのではな

いで しょうか。 したがって、大企業 中心 に進 んでく

るということになったのではないか。

一方で
、先 ほどの國領先生 の話 と も重複 します

が、我 が国の企業の95%は 中小企業 であ ります。

中小企業 と取引 のない大企業 はありません し、対消

費者 のECを 考 えます と、消費者の利便、例 えば

個 々の消 費者が直接、オープンなネッ トワークを介

して商取 引 をするということを視野 に入れ る必要 が

あるわけです。情報 化は利 用の割合 が100%に 近

づ くほど、指 数関数 的にその効用が高 まるというこ

とは、皆様御承知のとおりです。 したがって、EDI

で も従来 か ら中小企業への普 及が大 きな課題の一

つであったわけですが、これを克服 し得 るインフラ

が最 近の電子情報技術ではないかと思 うわけであり

ます。

それから国際的視点 ということを申 し上 げました

が、例 えばインターネッ トとい うインフラはある意

味では国境 を全 く意識 させないものです。端末 さえ

あれば世 界中 どこへでも自由に比較的簡単 にアクセ

スできますので、国際的 な視点 が従来 にも増 してま

す ます必要 になってくる。 しかしなが ら、バーチ ャ

ルモールとか、オープンEDIも そうで しょうけれ ど、

このようなことがす ぐに現実化するかどうか。例 え

ばセキュ リティなどの課題がよく言 われてお ります。

それから、最近の電子情報 化技術 がもたらした流

れの2点 目は、デジタル情報の質的 ・量 的な進化

を志 向す る流れではないか。この代表例がCALSで

ございます。CALSは ある製品のライフサイクル全
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般 にわたる情報共有 であり、國領先生 のお話 にもご

ざいましたが、いわゆるBPRと 密接 に結びついた

一種 ムーブメン トのような側面 もあるわけです。た

だ、ここに も先 ほど申 し上 げたオープンなネッ トワ

ーク上 とは別の意味 のセキュリティは当然必要 にな

って くるだろう。あるいはCALSの 効 用 を十分 に発

揮 させ るためにはBPRが 必要 だ し、企業 の組織 、

あるいは仕事 の仕方すべてを含 んだところのいろい

ろな見直 しが必要 だろう、それは産業の競争 力自身

に波及す る問題 かもしれない、そのような課題 もあ

るわけです。

さらに政府 の役割 としましては、何 人かの方 も触

れ られましたが、 このような技術的 な問題 とは別 に

制度的 な問題 、一つ は法律上の制度の 問題 、あ る

いは商慣 行の問題 があるわけです。

一方で、ここからが問題意識 の中心 になるわけで

すが、局長 も申 し上 げましたが、アメ リカを例 に取

ると、民 間サイ ドの情報化投資の彼我の差 が大 きい

のではないか。 とりわけ先 ほど申 し上 げたような技

術革新 が80年 代 の末か ら90年 代 の初頭 にかけて

行われたとい う事態 を考 えてみ ると、たまたま我が

国 においてはバブルの崩壊 とい う特殊 な事情 があっ

たにせ よ、その間の情報化投資 は順調 に進んでいな

い。米国 に追 いつ く、あるいはアメリカ型の好循環

を実現するとなると今 しかないのではないか、この

よ うな問題意識 でご ざい ます。 これ をユーザ主導、

需要側 のニーズに従 って需要 を喚起 して供給 を引 っ

張 ってこようという施策が、先 ほど局長 が申 し上 げ

た通産省の取 り組 みです。

以上 、私 ども通産省の問題 意識 と施 策の簡単 な

御紹 介 をした上でパネ リス トの皆様 にマイクをお渡

ししたいと思います。

先 ほ ど簡 単に 自己紹 介 をしていただ きま したの

で、皆様 のECへ の取 り組み状況 、あるいは課題 に

ついてまずお話 をいただきたいと思 います。

順 番でございますが、ユーザ主導 と申 し上 げまし

たので、EC実 証実験の第1号 をスター トされた

UCカ ー ドの和 田 さんからお話 をしていただ きたい

と思 います。

〔UCカ ー ドのEC実 証 実験 〕

【和 田】 私 どもの実験 は 日立 さん と富士通 さん、

森 ビル、こうい うところが大 きなメンバ となってい

るコンソーシアムがございます。海外につ きま して

は、マスターカー ド・インターナショナルの方 と連

携 を取 りながら実験 を進めてお ります。今 モニタが

2,000人 規模 で、これは私 どもと、 日立 さん、富士

通 さんの社員の皆 さんで、いわば内輪 で、 どのよう

なことが起 きるかとい うまさしく実証実験 を行 って

おります。

私 は先ほど利 便性 と安全性 ということを申 し上 げ

ました。まず安全性 につ きましては、まずインター

ネットでカー ド番号 を送 るのは危 ないということで、

皆 さん御存 じの ように、SETと いう世界標準 とな

るものをマスター、ビザを中心に構築 してお ります。

この中で基本になる部分 は、カー ド番号 は暗号化 し

て送 ることですが、実験 を行 う上においても、送 る

側、受 ける側で 日本国 内だけでしか通用 しない もの

をつ くってもしようがないだろう、今私 どもが発行

してお りますクレジッ トカー ドなどのように、海外

でも通用す るような ものとい うことで話 を進 めてお

ります。

とはいえ、先 ほど田坂 さんの方からお話 がござい

ましたように、日本型のECと いうのは必ず求 めら

れるわけです。具体的 に日本 と米 国と大 きく違 うと

ころは、米国では銀行がクレジッ トカー ドを発行 し

ているところがあります。ところが日本においては、

御存 じのように、今の ところ銀行は直接発 行 してお

りません。いわゆるカー ド会社 が発行 しております。

私 どもは母体の銀行 が第一勧 業銀行、富士 銀行 、

さくら銀行、あさひ銀行の4行 ございまして、そち

らに決済 口座 を持つお客様 に対 してクレジッ トカー

ドを発行するというのが基本的 な形です。これは他

のクレジッ トカー ド会社 さんで も同様で、銀行 とカ

ー ド会社 が峻 別 されています。

あと、皆 さん も御利 用 されている口座振替 という

概念 がアメリカなどでは余 りありません。請求書 が

送 られてきて自分でその中身を確認 し、小切手 を送

るというのが主流 です。それから、 日本では リボル

ビング払いというのはまだまだなじみはございません
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が、アメ リカでは普通 に使われている。 日本の場合

は、ある締 めを持 って翌 月に請求するとい う友 払い

方式 が一般的です。それか ら大 きく違 うところは、

私 も驚いたのですが、ボーナス一括払 いとい う概念

はアメリカではありません。2回 払 いとい う概 念 も

ありません。このような違 いがある中で、海外 との

調整 をどのようにやってい くかが必要 になって くる

ということがございます。

先ほ どの安全性 とい うことに話 をもどします と、

これについてはよく言 われてお ります暗号技 術や本

人確認 といった部分は、SETの 中に規定が ありま

す。現実のクレジットカー ドにおいては、基本 的に

サインで本人認証 していますが、オープンネッ トワ

ークでの取引 ということにな りますとサインはござい

ません。非対面 で、24時 間動 かさなければいけな

い、 しかもサインレスと、 カー ド会社 にとっては三

重苦 と言 っておりますが、そ ういう部分 を解消 して

いかなければいけない。

その場合、セキュリティといいますとつい暗 号 など

の話 にな りがちなのですが、私 どもが一番感 じてい

るのはお客様のモラルです。現実 に、カー ドは必ず

御本人 が御利用いただきたい ということ、落 とした

ら必ず御連結いただきたいという部分が守 られれば、

それほど大 きな事故は起 きないのではないかと思 っ

てお ります。本 人の管理責任 という部分です。とこ

ろが、これはまさしくECの 分野 にも当てはまる部

分 でございます。例 えばインターネッ トでパ スワー

ドなどをとられてコンピュータに侵入するハ ッキング

という言葉 をよく耳 にするかと思 いますが、その多

くはこのモラルで防げるそうです。技 術的 には破 れ

ない部分 が多 く、例 えば侵入す るときに、 どこかそ

の企業の抜 け道 を探 って、例 えば、なりすまし電 話

などでパスワー ドを聞 くなどして侵入の糸 口 を見つ

けるというような、ソーシアルエンジニア リングと

呼 んでいるのですが、そうい う部 分が大 きく、これ

はやはりモラルの部分であると考 えています。 これ

が我 々からすると一番大 きい とい うことでございま

す。

それから、 もう一つ利便性 ということを申 し上 げ

ま した。 これはまさしくアプ リケーションなど、ソ

フ トウェアに依存す る部分 が多いのですが、お客様

が電話一本 で済む ところをわざわ ざインターネッ ト

を使 って、 しかも遅 い回線 で買い物 をす るかが大 き

な問題 です。それに加 えて、先 ほどのSETの 中に

は自分が本人であることを確認 するための認証書 を

取得 していただ くことが基本 になってお りますが、

これを本当 に取 っていただけるかなど、そういう部

分 が非常 に大 きな問題になってお ります。 また、先

ほど申 し上げましたように海外 との整合性 、インタ

ーオペラビリテ ィをどのようにす るかが大 きな問題

になっているとい うところでご ざい ます。

最後 に蛇足ではございますが、先 ほどか ら何遍 も

出ていますが、インフラの整備、例 えば回線 を太 く

す ることなどが必要であろうと思 います。先 日、ア

メリカの大学 の人に話 を聞 きました ら、その大学は

小 さな大学 なのですけれ ども、インターネッ トを使

えるPCが500台 設置 してあって、学生はいつでも

使 え、 しか も、24時 間つな ぎっぱな しだそ うです。

そのような環境が 日本 にも整 ってくれば情報 化 にも

拍 車がかかるのではないかと考 えております。

【芳川】 ありがとうございました。UCカ ー ド さん

のEC実 証実 験の題材 に、 日米 の商慣 行 の違 い、

日本型EC、 さらに安全性 、インフラの話等 々興味

深 いお話 がお伺いで きたと思 います。

それでは次 に、EC実 証 実験 の参 加者 で あり、

ECの ユーザサイ ドから多 くの発信 を しておられ る

日本総合研究所の田坂 さん、お願 いいた します。

〔技 術革 新 と文化〕

【田坂】 私 の問題意識は先 ほどの講演 で幾つか申

し上げたので、新 たに一点だけつけ加 えて申 し上 げ

たいと思 います。私は技 術力については日本 のメー

カ さんは非常 に高い ものがあると思 ってお ります。

もちろんアメリカが押 さえてい る幾つかの知的所有

権 はありますけれ ども、基本 的なポテ ンシャルは非

常 に高い。そういう意味 で、技術の部分の インフラ

整 備はかな りしっかり整備 していかれるだろうと思

っています。 しかし、 これからは、 日本 とい う国に

深 く問 われてい る課題に踏み込 まざるを得 な くなっ

ていきます。それが 「ソフ トウェア」 さらには 「ビ
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ジネスプロセス」 とか 「カル チャー」 と呼ばれ る課

題 です。 このような課題 を、一体我々はどのように

扱 っていけるんだろうか。エ レク トロニ ック ・コマ

ースが我々に本質的 に問 うているものは、その問題

であると思います。

もう少 しわか りやす く言 うとこうい うことです。

昨 日もあるシンポジウムで この話題 が出たので御紹

介 します と、東京大学工 学部教授の 月尾嘉男先生

が大変 お もしろいことをおっ しゃってい ます。社会

の中で 「技術」 とい うのは一番変 わ りやすいか ら、

真 っ先 に新 しくなってい く。 二番 目が 「制度」で、

これはなかなか変わ らないけれ ども、次 にここに影

響 がやってくる。そ して最 後 まで牢固 として変 わら

ないのが 「精神」だとおっ しゃった。私 はそのとお

りだと思い ます。い ま、エレク トロニ ック ・コマー

スやイン トラネッ トを考 えるときに、 インフォメー

ション ・テクノロジとい う技 術の観点 からとらえる

ことがどうして も中心 になって しまいます。 これは

もちろん重要 な課題 なのですが、その向 こうに、す

ぐ後にやって くるもの を見つめておかなければならな

い。

これまで企業 の情報 化、例 えばSISと かCALS

とか、いろいろ言われてきた中で、必ず問われたの

がBPR(ビ ジネス ・プロセス ・リエ ンジニアリン

グ)で す。つ まり一つの情報 システムを、企業 ある

いは市場 に導入する際 、その情報 システムを、今 ま

でのビジネス ・プロセス、 もしくは制度 に持 ち込ん

だのでは うまくいかない、 したがって、どうして も

この新 しいITを 導 入することによるイノベーション

は、必然的 にビジネス ・プロセスや制度の変革 を求

めるのだ とい うことを、いまか らしっか りと理解 し

ておかなければいけないと思 います。 さらにその先

まで言 えば、月尾先生 の言葉 では 「精神 」、私の言

葉 では 「文化」、すなわち 「市場 の消費文化」 とか

「企業の企業文化」、これを変 えていく作業 に着 手 し

ていかなければならない。

裏返 して言 えば、いまの社 会 を21世 紀 に向けて

大 きく変 えてい くためには、「戦略的」かつ 「政策

的」に情報技 術 を使 っていくべ きです。つまり短期

に導入で きる 「技術 」を、まず社会に持 ち込 む。そ

うす ると 「制度」の問題 や 「ビジネス ・プロセス」

の問題 が非常 に明瞭 に浮 かび上がって くる。こうし

た戦略 と政策によ って、消費文 化や企業文化 とい

うものを変 えてい くというビジョンを持つべきだと思

います。それが、本 日の私の講演 の根本 的な問題意

識 なのです。

そういう意味で、「ECに 関する現場 か らの問題

意識は何か?」 とい う問いかけにお答 えすれば、こ

れから従来の消 費文化 が大 きく変 わってい くとい う

ことです。先 ほど申 し上げたよ うに、これは変わ り

ます。今 までの大量のマスメディアの宣伝 によって

消費者 に対 して一方 的な情報 を送 り続 け購買意 欲

を高 めるというマーケティングのや り方 は、根 本か

ら変わらざるを得 ない時代 を迎 えつつある。まさに

「消費者主権」 とい う言葉 にふ さわ しい道具 が消 費

者 の手に与 えられつつあるんだという観点 から、 こ

の 「エレク トロニ ック ・コマ]ス 」 を見つめておか

ないといけないと思います。

抽象論 が長 くなりましたので、一つ例 を挙 げまし

ょう。最近 、電 子 ショッピング ・モールや電子 シ ョ

ップに関す る議 論 を聞 くとき、ふ と疑問 を感 じると

きがあります。それは、電子 シ ョ・ッピング ・モール

や電子 ショップを、まるで 「自動販売機 」のような

ものと して議論す る人々がいるか らです。つ まり、

インターネ ッ トのホームペ ージにきれいな商品の写

真 を並 べ、詳 しい商品説明 と価格 を載せてお くと、

消費者 が勝手 にやってきて、商 品 をながめ、価格 を

見て、最 後はコインを入れるように電子決済 で簡単

に買 って くれるとい う感覚 で議論 しているのです。

これではまるで、電子 シ ョップというのは 「自動販

売機」であり、電子 ショッピング ・モール というの

は 「自動販売機 コーナー」です1し か し、これから

起 こることは、こうした安易 な発想 の対極 にあるこ

とです。

あえて皆様か らの批 判 を覚悟の うえで、わかりや

す く私の問題意識 を申 し上 げますが、10年 以上前

に 「メガ トレン ド」の著書 で有名 なジ ョン ・ネイス

ビッツがおもしろいことを言 っています。「ハ イテク

か らハ イタッチへ」です。 これか ら起 きることは、

このことです。すなわち、エレク トロニ ック ・コマ
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一スが実現 するのは、この 「ハ イテクからハ イタッ

チ」なのです。た しかに、エ レク トロニ ック ・コマ

ースの基本 にあるのは
、暗号技 術 を始 めとするハイ

テクノロジです。 しか し、この 「ハ イテク」 が実現

するのは、決 して ヒューマンなファクタが除外 され

て しまったオー トマテ ィックな世 界ではないのです。

逆 に、「ハイタッチ」の世界 がやって くる。そのため

にこそ情報技術 というものが使 われ るべきなのです。-

例 えば、米国の ノー ドス トロームとい う百 貨店 が

開いているホームページにある 「パーソナル タッチ ・

アメリカ」。 ここでは、消 費者 がアクセス してきて、

例 えば、靴 の特殊 なサイズはないかと聞 くと、この

消 費者 に対 して店 員 が一 人ついて、48時 間以 内

に、 この客 に対 して懇切丁寧 なア ドバイスをEメ ー

ルで送 り返 してくれ ます。こういうサービスをや っ

ているわけです。 これはエ レク トロニ ック ・コマ ー

スを 「自動販売機」の逆 の方向に持 っていこうと し

ている例 です。た しかに、現実 の街の店舗 とい うの

は我 々が期待 しているほどには満足ゆ く顧客 サービ

スが受けられ ません。皆 さんも店 に行かれ たときに

お感 じになると思 います。混んでいる靴屋で、本 当

は一時間で もじっくり調べて店 員のア ドバ イスを聞

きたいのに、結局聞 けないで自分で適 当に選 んで帰

ったなどとい う例は幾 らでもあると思います。その

ことを考 えるならば、エ レク トロニック ・コマース

の本質 は、居 ながらに して商 品 を買 えるということ

や、手軽に決済ができるとい うことだけではないは

ずです。エ レク トロニック ・コマースの さらに深い

本質 は、消費者 と電子 ショップ、もしくは消 費者 と

企業 との間での触れ合 いを回復することではないで

しょうか。そ して、 こうした 目線 を持たなけれ ば、

最初 に申 し上 げた、情報技術 がビジネス ・プロセス

を変 え、カルチャーまで変 えてい くとい うことの意

味 がつかみ取れないと思います。

従 って、逆説的 に聞 こえるかもしれ ませんが、私

はエ レク トロニ ック ・コマースの本質は、「ハ イテ

ク」よ りもむ しろ 「ハイタッチ」だと思 います。 い

ま、誰 よりも消 費者 やユーザの立場 に立 ち、この こ

とをこそ問題にすべきだと思 います。そして、 ジョ

ン ・ネイスビッツの言葉 をもう一 回思 い出すべ きだ

と思 います。「ハイテクか らハ イタッチへ」。 このよ

うに物 事 は回帰 してい く。 これをエ レク トロニ ッ

ク ・コ ミュニテ ィ、エ レク トロニ ック ・コマース、

そしてイン トラネ ッ トの中に、私 は見つめてみたい

と思 います。

以上が、私 からの問題提起です。

【芳川】 ありがとうございました。田坂 さんもおっ

しゃったように、ある種逆説的 なことをあえておっ

しゃったのだろうと思い ます。バーチ ャル ・モール

というのは自動販売機 ではないだろうと。ともすれ

ばイメージ先 行型 で、我 々が忘れがちなことをあえ

て強調 しておっしゃったとい うように理解 をさせて

いただ きます。 さらに文化論 まで行 き渡 る広範な問

題提起 をしていただき、ありがとうございました。

それで は実証事業 にベ ンダのお立場 で御参加 さ

れ、それを技術の面で支 えておられる日立の舘上 さ

んからお話 をお願 いいた します。

〔ECの とらえ方 〕

【舘上 】 それではベ ンダの立場 といいますか、私

としてはまずエレク トロニ ック ・コマースをどうとら

えているか、これがどういった発展方向 を目指 して

いるか、そしてその発展のために我 々にとって必要

な技 術的 な面 での開発 、あるいは制度面 での整備 、

これらについてどういう問題 があるかということにつ

いてお話 をし、特 にその中でエレク トロニ ック ・コ

マースにおける支払 ・決済 に対 して共通のプラッ ト

フォームの開発 を行 ってお りますので、これついて

御紹 介 して問題提起 にかえたいと思 います。

この新 しい情報技 術の利 用やビシネスの変化等 に

つきましては、先 ほどから諸先生方が非常に整理 さ

れた形 でお話 をされてお ります。私 もほとんど同 じ

ような考 え方 を持 っております。情報技術 は企業 の

ビジネス ・プロセスを変 える、社会 に対する新 しい

インパ ク トを与 えるという面 が非常 に強 くあります

(図一1)。 オフィスの情報革新 、いわゆるBPRと

い うことがいろい ろ言われております。電子 メール

は単 に通信の道具ではな くて仕事 の仕方 自身を変

えてい く。ワープロは単 なる清書マ シンと思ってい

たけれども、やはりこれが行 き渡 ります と仕事のや
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り方が変わ って くる。 これ と同 じようなことが今 イ

ンターネッ トの普及、パ ソコンの普及 によって社会

に起 こっているんだということであります。

そこで私 どもがエ レク トロニ ック ・コマースにつ

いて話す ときに、 こういう新 しい社会 インフラが出

現 して きたん だとい うこと を申 し上 げてお ります

(図一2)。 新 しい社会 インフラが出現 して、例 えば

オンラインショッピングとい うのはこの中で出てくる

新 しいアプ リケーシ ョンである、 したがって、従来

の通信販売 が単にネッ トワークでできるようになっ

たとい うだけのとらえ方では、間違 いが起 こるので

はないかということです。

したがって、エ レク トロニ ック ・コマースの事業

は、非常に広 い範 囲でとらえておいた方がよいだろ

うと考 えてお ります。 ここにありますように(図 一

3)、 左の端 に企 業一消 費者 間ECと い うことで、

この代表がインターネッ ト・シ ョッピングとかオ ン

ライン ・シ ョッピングと言われている、企業 と消 費

者 が直接結 びついた新 しいビジネスの形 であり、イ

ンターネッ トを利 用 した新 しい取引 としてい ろいろ

な分野 に出てくると思います。特 に、サービス業 や

情報 を持 っている企業 にとっては、新 しいビジネス

チ ャンスがどんどん出てくるだろ うと考 えておりま

す。

もう一つは、その右 にあ りますような企業 間EC、

これはまだいろいろな議論 がありますが、特 に製造

業、流通業 を中心 にしてこれからの企業経 営 にとっ

て、非常 に重要な問題 となるだろうと思 っておりま

す。右下 に行政サービスとあります。田坂 さんが言

われ るエ レク トロニ ック ・コ ミュニテ ィとい う意味

ではこうい うところも含めて考 えてい くことが必要

だと思 っております。

こめエレク トロニ ック ・コマースが一体 どのよ う

な発展の仕方 を してい くだろうかということにつき

ましては(図 一4)、 企業 ・消 費者 間にとっては単

に通販の置 き換 えとい うことではなくて、新 しい販

売 チャネル、つ まりサイバ ースペース上 にある商店

にとりましては単 にモノを売 るとい う立場 だけでは

なくて、もっと多様 な分野 への展開ができるで しょ

うし、また新 しいマーケテ ィングツール としての活

用 ができる、そういった発展 をすると思 います。

それから企業 間ECに つきましても、オープンな

市場での取引、商 品の選択 、 より効率 のよい企業

間分業関係や、あるいは消費者 にもっと密着 して、

消費者情報 を共有 しなが ら生産 と流通 を行ってい

く、こういう広 い意味 での企業 を超 えたBPR的 な

ものと思っています。

こういった中でエレク トロニ ック ・コマースを進

展 させ るためにい ろい ろな課題 がございます(図 一

5)。 今 日お話 したいことは、多 くの消 費者が参加

しやすい環境整備 という点 です。特 に消費者向 け共

通 プラッ トフォームの整備 ということを一つの課題

として我 々は挙 げてお ります(図 一6)。

特 に今 日お話 しますのは、電子 的な商取引の 中

の支払 ・決済部 分の共通的なプラッ トフォームをつ

くっていこうという考 え方 で進 めてい る点です。こ

れは単に使いやすいというだけではありません。こ

れからいろいろな支払 ・決 済の手段 が出 てくるだろ

うと思 うわけですが、それがお店 ごとに異なってい

ると、なかなか共通的なプラッ トフォームになりに

くいという問題 があります。その中には当然 、企業 、

金融機 関 との接続 におけるプロ トコルの標準化や 、

取引の多様性への対応 ということも必要 です し、高

度なセキュリティ機 能 も必要 になって きます。

そこで私 どもは、SECE(セ キュア ・エレク トロ

ニ ック ・コマース ・エ ンバ イロンメン ト)プ ロジェ

ク トとい うもの を今展開 してお ります(図 一7)。

SECEと いうのは、通産 省のEC事 業 推進プロジェ

ク トの一つです。 日立製作所 、富士通 、 日本電気

が共同で、企業 ・消費者間の電子商取引 における

支払 ・決済のための共通 インフラを開発 してお りま

す。特 に今 日来 ておられ ますUCカ ー ドさんのプロ

ジェク トに参加 して、実証実験 を進めており、実用

化に寄与 したいと考 えております。この概要 と考 え

方について簡単 にお話 したいと思います。

このSECEで は(図 一8)、 電子商取 引 をすると

きの商品選択や注文 は、WWWの ブラウザを使 っ

て行われ るわけです が、それ に隣接 した環境 で支

払 ・決 済 を行 える共通 プラッ トフォームを開発 して

います。 したがって、 この共通 プラッ トフォームは、
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消費者 ・クライアン トの共通的 なソフ トウェア、そ

れか らそのインターネ ット上 での支払 ・決済 や、証

明書 をやりとりするSECEプ ロ トコル、これ らか ら

成 り立 っています。

このプラッ トフォームで必要 となるものの考 え方

として三つあります(図 一9)。 一つは取引 ごとに

異 なるビジネス ・プロセスへの対 応 とい うことです。

支払 ・決済のシステム、あるいはその手段 は、現 実

の世界 においても現金 もあります し、クレジ ッ トカ

ー ド、小切手 もあります。このようにいろいろな手

段がありますので、取 引ごとに、あるいはお店 ごと

に幾つかの ものが残 るとい うことを前提 に考 えてお

ります。 しかもこれがある程度地域や商習慣 によっ

て異 なって くる。 したがって、消費者側か ら見 ます

と、このような取引のプロセスをお店 ごとに選べ る

ような仕掛 け、例 えばこのお店 でこれ を買 ったらこ

うい う支払方法 ということがある程度 できるように

してお く、それをにらんだプラヅ トフォームの必要

性が1番 目でございます。

2番 目がブラウザ製 品に依存 しない環境 というこ

とですが、WWWの ブラウザには有名 なものが幾

つかありますが、これか らまだいろいろな技 術進歩

があるだろうということで、ブラウザ製品 に依存 し

ない、あるいはこれに隣接 した環境 で支払 ・決済 が

で きることが必要だろうということでございます。

3番 目は暗号の選択可能 な環境 ということです。

インターネッ ト上で安全 な取 引 をす るためには暗号

は必須 で、 これについては、やはりいろいろ難 しい

問題 がござい ます。現 にアメリカでは輸出規制 の問

題 があります。 もう一つ、暗号 が破 られたときにい

かんともしがたい、あるいは被害 が非常 に大 きくな

るシステムでは困 るので、この暗号 の取替 え可能 な

仕掛 けが必要です。

これ らを実現するために(図 一10)、Javaの スク

リプ トの ダウンロー ドの仕掛 けや、複数 の暗号 を構

造 として選択可能 にするなど、いろいろな機能 を取

り続 けております。

特 にSECEプ ロ トコルにつ きましては(図 一11)、

まだまだ発展 させなければいけないのですが、当面 、

本 プロジェク トでの支払 は、クレジッ トカー ドと銀

行預金口座振替 の2種 類 を考 えてい ます。特 にク

レジッ トカー ド支払 につきましては、現在米国でス

タンダー ドになるとい う見方 をされてお りますSET

を包含 し、かつ 日本の商習慣 に合わせたものにする、

こうい うことをね らいに しております。クレジッ ト

カー ドにつ きましてはやは り国際 的なインターオペ

ラビリテ ィも含 めて考 えていかなければいけませ ん

し、かつ 日本の商習慣 にも適合 していくことも必要

です。預金 口座振替 につきましても、日本 の銀行 業

務 に適 合 したプロ トコル を開発するとい うことで進

めております。

開発のスケジュールについてですが(図 一12)、

来 年の2月 にクレジッ トカー ド支払 については完成

させ る目標で進 めてお ります。その完成前 から、実

証実験ではお使いいただき、成果 をフィー ドバ ック

しなが ら完成 させていきます。

ここにはいろいろな問題 がございます。SETに 関

しまして、日本 の商習慣 という観点 から仕上げてい

くわけですが、これは我 々 メーカだけで仕上げると

い うことではなく、金融機関 、そ して利 用 される方

の御意 見 を聞 きなが らつ くっていかないとうまくい

きません。それから、SETを 他 と別 々にインプリメ

ン トした場合 、その ままつながるかどうか、このイ

ンターオペラビ リティが これから非常 に問題 になる

と思います。そういう意味 で、単 に我々 だけでなく、

い ろいろな ところと御協 力 させていただ きま して、

諸 々の問題 を解決 しなが ら進 めていくことが非 常 に

重要 だと思 っております。

以上 、私 どものプロジェク トの御紹介 をいた しま

した。

【芳川】 あ りがとうございました。SECEの プロ

ジェク トを題材 にSET、 あるいは 日本の商習慣 に

まで言 及 してお話 をいただ きました。

それではECの 実 証実験 に参加 されており、さら

にネッ トワーク事業者 でもある、NTrデ ー タの板

倉 さん、お願いいた します。

〔EC時 代のネッ トワーク事業者〕

【板 倉】 まず、お断 りしておきますが、N['rデ ー

タ通信 とい うのはNTrの 子会社で ございまして、
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第二種通信事業者 でございます。オールNTrで は、

例 えばNTTと 日銀 と組 んで電子 マネーの研究 をや

っているとかいろいろ話 はございます。今 日は第二

種すなわちネ ッ トワーク応用サ ービス業の立場 か ら

の意 見 ということでお話 させていただ きたいと思 い

ます。

ECの 展開 を示す一つのバ ロメータにインターネ

ッ ト上の商店数 の推移 とい うのがございます(図 一

13)。 この8月 で1,300軒 ということで1年 前の

10倍 以上になってお ります。数 はふ えて おります

が、いろいろ問題 も起 こっていると思 います。例 え

ば画像だけなので物足 りないとか、取 引はパ ソコン

上 でやっても、決済 はマニュアル処理でやっている、

とい うのが実態 です。そうい うことで問題 も出てい

ます が、少 な くとも数 として は広 が ってお ります。

アメリカでは2000年 を超 えます と電 子商 取引が全

体 の4分 の1く らいになると、 一私 はあまり信用

してお りませんが一 そういう説 もござい ます。で

すか ら、今後の動 きを見なが ら対応 していく必要 が

あると思 います。

と ころで、 ネ ッ トワー ク事 業 者 の役割 で す が

(図一14)、 従来 我々は、通信 をより速 く、より安

く、そ して より柔軟 に、使い勝 手 よくすることを、

専 らの使命 としてやってまいりました。 しかし電子

商取 引時代 になりますと全 く次 元 の違 う新 しい役割

が生 まれて くると思います。電子商取 引を支援する

仕組 みの提供 、別 な言 い方 をすれば、情報 セキュリ

テ ィを全 く新 しい観点 からきちん とや っていかなけ

ればいけないということです。

従来 の役割 は(図 一15)、 通信 インフラの充実

で、NTTサ イ ド、 これは第一種 事業者 ということ

で基幹網の整備 を行い、フレームリレー、それか ら

ATMセ ル リレーサービス、あるいはISDNの 普及

とB-ISDN、 あるいは近々商用化 を目指 してお りま

すOCN(オ ープ ンコンピュータネッ トワーク)と い

うよ うに、いろいろな意味 で高 度化、廉価版の提

供 、そして使 い勝手の改善 を進 めております。

またNTrデ ータ通信 としまして も、InterViaと い

うインターネ ットのプロパ イダサービスをやってお り

ます し、 またバ ーチャルプライベ ー トネッ トワーク

とい うことで、これ らを使 って、あたか もそれ らが

個人の、あるいは企業のネ ットワークに見 えるよう

な仕組 みを、格安 で提 供するというような応 用面 を

検討 してお ります。

ところで新 しい役割でご ざいますが(図 一16)、

先 ほど申 しま したように、電子 マネー、電子 決済 を

実用化 させるための高度 なセキュリティ基盤 の提供

となります。ネッ トワーク関係者 としてこれに真剣

に取 り組 まなければなりません。一つは暗号技 術。

盗用 、改 ざん、なりす まし、否認不可 と言 われてお

ります通信上の4つ の暗号の問題がござい ます。2

番 目にクレジッ ト・ネッ トワーク。 これは 日本 では

10年 以上 、世 界には珍 しいクローズ ドネ ッ トワーク

での実績 を持 ってお ります。 これ らを使 った決済網

を、オープン形 でありますインターネッ トと組 み合

わせて、ごく簡易 に仕組 みをつ くる必要 があると思

います。つまりオ ープンネッ トワークで商取引 をし

た後 、この クレジ ッ ト・ネ ッ トワークとつ ないで 、

従来の信 頼感のある決済 をやっていただ く仕組 みで

す。3番 目が、ICカ ー ドソリューシ ョンです。 も

ともと当社 はICカ ー ドについては先 頭 を切 って進

めているつ もりでございますが、新 たなEC時 代 の

ICカ ー ドのアプローチをいろいろな角度 で進 めてお

ります。4番 目に認証技術です。 これは暗号技 術

と対になることですが、電 子マネーの利用や電 子決

済 が行われます と、どこか公正 な第三者の立場で、

ある人 をその人 であると、あるいはその人の番号 は

これであると、認証 する機 関が必要で ござい ます。

それらに通信 サイ ドからの必要な技術 を御提供 しな

ければいけないと考 えております。

このほか新 しい時代 に活用 するため、いろいろと

やっております。

電子 マネー/電 子 決済 でございますが(図 一17)、

4つ に分類 されると思 います。現金 ・プ リペー ドカ

ー ド系、小切手系 、クレジッ ト系、最後 が、振込 ・

振替系 、つまり口座振替 で決済する仕組みで、これ

は電子決済 とは言 いますが、電子 マネーとは一般 的

に言 ってお りません。 これはまず ネッ トワークのな

い状態 か ら活用 が始 まってお りまして、現金 ・プ リ

ペー ドカー ドはMONDEXが あります。小 切 手系以
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下 はマニュアルの処理が入 っています。

それ らがやがて公衆回線や専用回線 とリンクして

機 能 を高度 化する。例 えばMONDEXな どもカー

ドに対 して電話機 からチャージングす ることが始め

られてお ります。クレジッ ト系 につ きましては、先

ほど御紹介 しましたCAFISに ついて 日本 で相 当に

実績 がございます。振込 ・振替系 につきましてはフ

ァームバ ンキング、ホームバ ンキングとい うような

サービスがあります。

次 に これ らがオープンネッ トワーク系 とい うこと

になりますと、技術的 にもセキュ リティ技 術 が相当

問題 になるところです。このため、現金 ・フ.リペー

ドカー ド系 ではDIGICASHやCYBERCASHな ど

があります。それか ら小切手系 ではFSTC(フ ァイ

ナンス ・サービス ・テクノロジ ・コンソーシアム)、

クレジ ッ ト系ではビザ、マスターカー ドさんの シス

テムがあります。振込 ・振替系ではWELLSFARGO

(ウェルズファーゴ銀行:カ リフォルニアを拠点 とす

る全米 でも有数 な銀行)とSFNB(セ キュリテ ィ・

ファース ト・ネッ トワーク ・バ ンク)の 仕組 みがご

ざい ます。現金系につ きまして はDIGICASHと

CYBERCASHが 有名ですが、DIGICASHはICカ

ー ド化が行 われておりまして、アメ リカのマーク ト

ウェーン銀行に始 まりま して ヨーロッパ において実

験 が行 われております。CYBERCASHは 既 に実用

化 されておりまして、ICカ ー ドは使 いませんが、ク

レジッ ト系をベースにスター トし、9月30日 にマ

イ ク ロペ イ メ ン トとい う仕組 み が 入 り ま して、

CYBERCOIN(サ イバーキ ャッシュ社が新 しく開

発 したマイクロペイン トのシステム)と い う新たな

サービスが始 まっています。

それからビザ 、マスター系 につきましては、先 ほ

ど御紹介 がありましたが、SETの 技術 が世界 のデ

ファク トになりつつあります。私 どもが提供 してお

りますCAFISに つ きましても今 このSETの サポー

トに真剣 に取 り組んでいるところです。いずれ にし

てもICカ ー ドがこれ らの電子マネー、電 子決済の

伏線 になるわけで、またオープ ンネ ッ トワークが究

極 の 目的ですので、その絡 みについてネッ トワーク

サイ ドか らも取 り組んでいきたいと思 ってお ります。

そういう背景 をもとに私 ども実証実験19プ ロジ

ェク トの一環 としてエレク トロニ ック ・コマース推

進事業 を始 めてお ります(図 一18)。 「サイバ ース

ペース上でのECを 利用 した商施設 プロデュースの

実験」 ということでありますが、 目的は 「多数の利

用者 が集 まる現 実に極 めて近 い感覚 の仮想空 間上

での複合 したサービスを相乗的 にアクセスできるEC

環境 を構築 し、ネ ットワーク上で魅 力的 な街づ くり

が可能で あることを実証す る」 とい うことです。解

説いた します と、まず 「多数の利 用者 」、これにつ

いては、今度の実験 ではCP(コ ンテンツ ・プロバ

イダ。イ ンフォメーシ ョン ・プロバ イダと同義語)

で100社 以上 、お客 さんとして1万 人以上集 まっ

ていただく予定 です。それから 「現 実に極めて近い

感覚 の仮想空間」、 これは私 ども以前か ら自己技 術

で三次元のモール を開発 しております。それをここ

に適用 して実験 していこうと考 えてお ります。

それから 「複 合 したサービスを相乗 的にアクセス」

とい うことです が、サイバ ーモールだけでは もう飽

きられております。そういうことで私 どもはサイバ

ーモール を含めて四つのサービスを考 えてお ります。

次 に 「魅 力的な街づ くりが可能である」 とい うこと

ですが、女性 に使 って もらうサイバ ースペースを実

験 させていただ くとい うことで取 り組む予定 です。

一部雰囲気 だけ見ていただきたいと思います。

(この間 、サイバーモールの実演 省略)

この実験のポイ ン トでございますが(図 一19)、

先 ほど申 し上 げましたように、100社1万 人以上

とい うことで大規 模 に実験 するが一つのねらいです。

2番 目に、25～35歳 の女性 に照準 を当てる。「"ま

ちこ"の 街」 とい う名前 をつけてお ります。25～

35歳 という年代 は、インターネッ ト、あるいはパ ソ

コンの利 用者 の絶対数 としてはまだ少 ないのですが、

最 も関心 を持 っている層です。また、いわゆ る子育

て世代 に入ってい る方 もい らっしゃいます。この方

たちは、昔 行 った銀座 のあの店 に行 きたい、 ところ

が家 を離 れ られない、こういう強烈 な願望 があ りま

す。また、お金 を持 っております。パ ソコンなど簡
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単に買 って しまう。そういうことで今回のモールは

女性 に開放 して使 っていただきます。

3番 目は複合サービスということです。「Clubま

ちこ」 とい うのは、イ ンターネ ッ トの情報 マガジン

を見てもらう仕 組みです。それか ら2番 目に 「まち

こステーシ ョン」 とい うのがあ ります。これは発言

したり参加 した りという集いの場 です。3番 目は

「まちこク リニ ック」 とい うことで、生活Q&Aと い

う、相談事 に対 応で きるようにす る。 このよ うな仕

組み を、バーチャル ・モールに入れます。

この実験 は少 なくとも5年 はかかると思 っており

ます。ちなみに通産省 からは2年 ほど補助金 をいた

だきますが、その間、実証 実験 を行 った後 、できれ

ば女性 の声だけを聞 いて ビジネスまで持 っていきた

いと考 えております。その先 さらに数年 、試行 錯誤

して、立 ち上 げてい くとい うつ もりでございます。

最 後にクレジッ ト・ネ ットワークとの直結 とい う

ことですが、御存知 の通 りすでに十数年 の実績があ

るCAFISと 今 回の実証 実験 を直結 し(図 一20)、

商取 引に必要 な情報のや りとりはインターネッ トで、

また決済 についてはCAFISを 使 って安心 して買い

物 がで きるよ うになってい ます。 これにつ きまして

はいろいろ議 論がありましたが、結 論 としては、会

員に特別 な番号 を発行 いたします。クレジッ トの番

号 そのものはインターネ ットに乗 せない方式 をとり、

セキュリティの レベルを高 めています。

このほか(図 一21)、ANSERの 新 しい時代へ

の応用など、NTrデ ータ通信 ではいろいろと進ん

だことをやっております。

簡単 でご ざいますが、ネッ トワーク応用 サービス

事業者か ら見た、EC関 連 ビジネス戦 略 と実 証実

験の進捗状況 を御報 告いたしました。

【芳川 】 ありがとうございました。ビジュアルな形

で先進的 な取 り組 みを御紹介 いただきまして大変 よ

く理解で きたと思 います。

最後になりましたが、國領先生 、今皆 さんのお話

をお聞 きになった上で、この ような我 が国のECに

対する取 り組 みを学識経験者のお立場 でどのように

見ておられるのか、あるいは企業 経営 とか産業界 に

対 してどうい うインパク トを持 って くるだろうかとい

うことについてコメン トをしていただければと思いま

す。

〔技術 と社会変化 〕

【國領】 私 自身の考 えは先ほ どまとまった時間 を

いただいたので、主 に今いろいろお話 が出た点 につ

きまして自分でまとめてみるとこうなるのかなという

ことをお話 したいと思います。

田坂 さんの文化 的な非常 に総 論的 なお話 と、他

のお三方の現実 に何 をデザインす るかとい うお話 、

この両輪 をどうかみ合 わせ られ るか、 このあた りが

恐 らく勝負 どころなのではないかと思います。

今後 、ECが どうい う形 で展 開 していくのかを考

えますと、恐 らくいろいろな形 でだんだん進化 して

いくんだろう。 これもまた技術 の歴史 を見ていると

よく出てくる話 なのですが、全 く新 しい形態 とい う

のは当初過去の ものをまねてつ くるわけです。モー

ルなども、恐 らくそうでなければだめだと思います。

全 く新 しいコンセプ トの全 く新 しい売 り方 をいきな

り消費者の前に出 してきてもついて こない。いろい

ろな意味で安心感 を与 えるためにも、例 えば今 まで

の クレジットカー ドを使 うのに近い形 のものを埋め

込んでいく。シ ョッピングも今 までの形態 に近 いよ

うな形 を提供 していく。例 えば車 などを見ても最初

のデザインは馬車 の上 にエンジンを乗 っけただけと

い うデザインの仕方で したけれ ども、車 があること

によって道路 がだんだん発達 して舗装 され、デザイ

ンが変わ り、そ して車 独 自の文化 ができ上 がってい

く。こういうプロセスだと思いますが、これと同 じ

ような進化の仕方 をしてい くだろうと思 います。

この進化する形態 とい うのも田坂 さんのおっしゃ

るとおりだと思 います。全体の消 費文化の中で考 え

ずに、エ レク トロニ ック ・コマースの ここの部分 だ

け考 えて も、恐 らく正 しくは見 えないだろうと思い

ます。例 えば鉄道が敷 かれたときにデパ ー トが発達

したわけですが、これは鉄道が敷 かれ ることによっ

て人が遠い ところから通 って くるよ うになったか ら

ですね。実はこれは工業 化のプロセスとも密接 に関

連 しています。これにも鉄道が関連 しているのです

が、大量生産す るようになって大企業 ができ、そこ
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に人が通 うようになった、こうい うプロセスの中で

デパー トなどがター ミナル駅 にで きて、かつで きた

当初 の売 りものは値 引 きをしないということで した。

これはどうしてかというと、今 まで ローカルだけ

で買物 をしていると、商 人 と消 費者 の間の信頼 関係

が非常 に強 くあるので、お互 いに騙 さないとい うコ

ミュニティのようなものがあったのに対 して、通勤

することによって見知 らぬ人が見知 らぬお店で買 う。

なぜわざわざこういうことを持 ち出 したかというと、

今のエレク トロニック ・コマースは、 まさに同 じ課

題 を抱 えているわけです。

値引 きをしない、どなた さまも値札 どおりで買 っ

ていただ くとい うデパ ー トの形態 がで きたわけです

が、鉄道 と店 のことだけを考 え続 けているとこうい

う結論 にはな りません。 ライフス タイルが変 化 しま

すし、社会全体の動 きの中で技術 と社 会がキャッチ

ボールをしながらだんだん進 化 していく。ですか ら、

当初 は既存の ものをいろいろな形 でまね したものが

でき、それか らだんだん独自の特質が表面化 してい

く、それに伴 って周辺 の社会 が変化 して、またフィ

ー ドバ ックされていく。

例 えば、ブラン ドというものが出てきたの も、鉄

道 があらわれてマス ・マーケティングが始 まってか

らなんですね。 このような関連性 の中で考 えていく

必要 があります。

ごく抽象的 に言 います と、鉄道 が商 圏を一 気に拡

大 したわけです。 これ と同 じよ うにエ レク トロニ ッ

ク ・コマース も、今 までつ き合 いがなかったような

人 まで自分のお客 さん として取 り込めるとい うとこ

ろが大 きな要素 だと思います。消費者 に接す るコス

トがすごく下 がって きているわけです。 よく私 は引

き合 いに出すのが新聞で、「ウォール ・ス トリー ト・

ジャーナル」が49ド ルで今ネッ ト上で読めます。あ

れも単 に価格 の水準 が下 がったとい うだけではな く、

世界のどこにいて も49ド ルだというところがすごい

のだと思います。

〔信頼 関係のない中で〕

ですか ら、あるコス ト構造の もとで市場 のエ リア

が決 まっていたものが、遠 くて も近 くて も同 じとい

うことで、一気 にグローバル化 して、今 までおつ き

合いのなかった人 一 お客 さんでも企業で もいいで

すが一 とコ ミュニケーションするコ入 トがすごく下

がり、結果 的に今 までな り得 なかった方 々がお客 に

なる、今 まで考 えられなかったお店 か ら買 うことが

できるとい う形 になってくると思 います。

こうなったときに非常 に大 きな課題 は、これ も抽

象的 な言 い方 で恐 縮ですが、ネッ ト上では基本 的に

信頼関係 がない、それから言葉 を共有 していないと

い うことです。先 ほどイ ンターオペ ラビ リテ ィとお

っ しゃったのが和田 さんで、 ビジネス ・プロセスの

違 いとおっしゃったのが舘上 さんですが、このよう

な社会 における違 いが何 らかの形で インタフェース

が取れないと取引 は成立 しない。あるいは何 らかの

形 で信頼関係が成立 しないと取引は成立 しない。こ

れは制 度の面 から考 えます と国による商慣習 の違 い

という話 につながっていきます し、セキュリティ ー

これ も相手 を信 じることがで きるようにす るための

技 術であると考 えれ られ ますが一 が何 らかの形で

確 保 されなければいけない。

その意味では恐 らく非常 に大 きな課題 にな るの

は、やは り制裁 だと思 います。制裁 とい うとすごく

ネガテ ィブなイメージを持 って しまうと思 うのです

が、世の 中でお互いを信 じられ るような状態 をつく

る中で、何 らかの形 でだれかが制裁 を行い得 ること

は非常 に重要だと思います。これ も広 い意味で制 度

の話 とつ ながって くるわけですが、信頼 を確立 させ

る制度 、その中で制 裁の役割が重要 になって くるの

ではないか。

また、今 までおつ き合 いがなかった人 とおつき合

いをす るとい うのは簡単 な話 ではない。非常に大 き

なスキルが必要 とされる。 日本 の会社や日本人はど

うもなじみでない方 とおつき合いするのがうまくあり

ません。言葉の問題や、会社の中のプロセスのつ く

り方 などもあうんの呼吸で固 まって しまっているの

で、なかなか外 とつながらない。

それからセキュ リテ ィの話 に戻 りますが、技術的

に暗号 化の問題 が解決 されても、日本の会社 はコラ

ボレーションに非常 に苦労 すると思 います。それは、

会社の中で何が秘密で何 が秘密 でないかがはっきり
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していないと思 うか らです。秘密か秘密 でないかが

はっきりしていなければどれに暗 号 をかけていいのか

わからず、結局 は全部 に暗号 をかけて しまう、つ ま

りよその会社 とはつき合わない。

もっと具体的 に言 うと、アメリカの会社 などです

と、どの情 報は誰 には出 してよ くて誰 には出 してい

けないかが非常 にはっきり体系化 されています。 日

本の会社 は見ているとどうもそうなっていない場 合

が多 く、見せて しまうときは全部見せて しまうんで

すね。見せない人 には何 も見せ ない。いろいろなと

ころと組 もうというときに、 この ドキュメン トは見

せていい、この ドキュメン トは誰の承認 がなければ

見せてはいけないというような、構造化 ・体系 化が

なされていないんですね。 日本の会社全体 がいろい

ろな人 とコラボレーションをや るようにつ くられてい

ないので、そ もそ もその仕組み はでき上 がっていな

いという状態 です。

田坂 さんはビジネス ・プロセス ・リエンジニア リ

ングというようにおっしゃっていましたけれども、ま

さにそれぞれの会社が全体 として外 とビジネス ・プ

ロセスを組む という前提で、自分の社内の仕組み も

きちんと リエンジニアリングしていかない限 りにおい

ては活用 できないだろうということです。

〔全 体のプロセスとEC〕

最後 に、全体のプロセスの中で購買や ライフスタ

イル、消費文化全体の中で考 えなければいけないと

い う、田坂 さんのお話のとお りだと申 し上 げました

が、それ をごく現 実的に考 えますと、恐 らく購 買の

場 面 と して電子的 に情報 を取 る局面 と、それ以外

のメデ ィアに頼 る面 と、現実の消 費 者はまぜてくる

と思 います。ですか ら、ネッ トワークの中だけで自

己完結的な世界 をつくるのがいいのか。ウェブ上の

商 品 をみんなが見た りして、学校へ来 ていろいろう

わさ話 をして、あなたはどう思 ったとか言 い合 って、

また家 に帰 って買 うとか、この全体のプロセスの中

でエ レク トロニ ック ・コマースの購買行動 も把握 し

ない限 りは浮 き上がって しまう可能性 がある。です

から、いろいろな意味で トータルなライフスタイル

の 中でのエ レク トロニ ック ・コマースを考 えてい く

ことが非常 に大 事ではないかと思いました。

【芳川】 ありがとうございました。広 範なまとめを

していただき、 さらに広範 な問題意識 も提 示 をいた

だきました。

〔日本型ECと 標 準化、制度〕

今の國領先生のお話 も含めて皆 さんのお話 を無理

や りまとめ させていただきますと、一つ は、オープ

ンなネッ トワークのもとで、田坂 さんのお言葉では

企業文化、あるいは市場 における消 費文化 というお

話で した。國領先生 のお話の中でも、これ までと違

う市場 とい うものができてくる。 これは私 どもが経

済学の教科書 で習 うような、もしか したらインター

ネッ ト上での情報 が瞬時 に流通 してだれで もアクセ

スできるという意味 では、ある種の完全市場 かもし

れない。

一方で現 実面 を見 ると、企業 がいろいろと国際展

開 をするとい う現実 もあるし、同時にこれは国内の

空洞化 という問題 ももちろんあるわけです。そうい

う中にあって、和 田 さんのお話の中にもあ りました

が、一方 で 日本固有論 といいますか、 日本型 のEC

というものがあるのではないか。そ うい う環境 の中

である種 のコンフリク トがあり得 るのかなと。

つ まり、一種 完全市場の 中で 日本的 なECを ど

う考 えていった らいいのだろうか。観点 を変 えて言

いますと、板 倉 さんや舘上 さんか らお話 があったプ

ロ トコルの標準化 ともつながる話 ではないだろうか。

標準化 とい うものはキ ッチ リ決めてしまうと融通 が

きかず、競争す る場所 がなくなって しまう。余 りゆ

るいと標準 としての意味 をな さないとい う、それ自

身 も矛盾 を抱 えたものだという気 もしますけれども、

これは先 ほどの市場 の話 と似たような側面 があるの

ではないか。

そのようなことを中 し上 げた上で、インターオペ

ラビリテ ィは皆様 の共通 の関心であろうかと思いま

すので、ECを 発展 させる上で、標準 化 、あるいは

日本の制度 というもの をどう考 えていった らいいの

か とい うことに絞 ってお話 をしていただきたいと思

います。

それでは最初 に和 田 さんのお考 えをお話 しいただ

一97一



きたいと思います。

【和 田】 インターオペラビリティという部分で、先

ほど私は米国などと、現 実に違 うものを申 し上 げた

のですが、実験 をやっていく中でさらに大 きな問題

は、日本語 と英 文字の違 いが一 つの大 きな壁 になっ

てお ります。私 どもは日本の方 に対 してカー ドを発

行 しているものですから、当然 ウェブを見 るの も日

本 の方 だろうということを念頭 に置 きなが ら、いろ

いろな入力項 目などを考 えていくわけで、漢 字 など

2バ イ ト文字 を使 っているわけです。ところが英文

字は基本的 には1バ イ トですので、電子 メールを外

国 に送 るときには日本 で書 いて送 っても、相手側 で

日本語変換のアプ リケーシ ョンが入 っていないと化

けてしまって全然読めないとい うことがあります。

そういった意味か らすると、先ほど日本型 とおっ

しゃっていましたが、ある程度英 語の文化 を日本の

中で も受け入れていくような形 を取 らない と、最終

的 に大 きな壁があるというよ うな認識 を持 ってお り

ます。

今我 々がやっている実験の中では、日本語 の仮名

は半 角ですので、仮名半角で入れ るものと、英文字

で入れるものと2種 類つ くっています。 これについ

てモニタの意見 を今聞いておりますが、基本 的に彼

らとやりとりす る中では、やは り英文字の必要性 は

あるのではないか。先生方 がおっ しゃっているよう

な文化 という意味においても、一つの例 として、そ

ういうものがあるのではないかと思います。

【芳川 】 ありがとうございました。忘れ られがちか

もしれませんが、日本語の話 というのは、多 くの方

がむしろ実務的な観点 からよく指摘 される話 だと思

います。私個人の意見 を申 し上 げると、例 えばイン

ターオペラビリティ、標準化 は、技術 やビジネスに

普遍的 な問題 なのではないだろうか。田坂 さんのお

話 でい くと消費文化なのですが、これに持 ち込 むと

そこにコンフリク トが起 きる。 その中で文化 が変わ

っていくというお話 も國領先生のエ ッセンスではな

いかと思います。 ここで舘 上 さんにお伺 い したいの

ですが、技 術の普遍性 と標準 化 とい うことについて

はどのように見ておられますか。

〔技術 の普遍性 と標準化〕

【舘 上】 まず、インターオペラビリティを保つ こと

と商慣習 として必要 なこととを分 けて考 えないとい

けない と思 っております。例 えばプロ トコルの問題

について、 クレジットカー ドでSETが できたのは、

世界 的にマスターカー ドやビザ さんが全体 を見 られ

てい るとい うことで割合で きやすい環境 があった。

これはちゃんと標準化 をしていくべきだと思い ます。

それに対 してローカルな商習慣 というのは当面 ある

で しょうから、これは認 めてそれ を受 け入れ る仕掛

けにしていかなければいけない。 そのように技 術的

にインターオペラビリテ ィを保たなければいけないと

ころ、それか ら当面認 めなければいけない ところと

があると思 います。

もう一つは、商習慣の問題 でも、例 えば日本の流

通の複雑 さに影響 しているようなビジネス上 の商習

慣 、 こうい うところに対 してエレク トロニ ック ・コ

マースを適用 して本 当に効果 をもたらすため には、

やはり企業 が努力 して、それ らを越 えた新 しいアプ

リケーシ ョンを切 り開いていかなければいけない。技

術的 な面 と、商習慣 を変 える必要 があるところと両

面 を考 えていく必要があるように思います。

【芳川 】 ありがとうございます。板 倉 さんはどのよ

うにお考 えで しょうか。

【板倉】 舘上 さんの意見に同感です。プ ラッ トフ

ォームといい ますか、ビジネス ・プロ トコル以外の

部 分は数の勝 負でございまして、ア ングロサクソン

の天下 なんですね。何 しろ向 こうは人間 が10億 人

いますから、 日本 が相当いいものをつ くっても数 に

おいてかなわない と思います。ここは世 界の標準 を

受 け入れ る方 向 はやむを得ないと思 います。

しか し、ビジネス ・プロ トコルは日本の今後の社

会の仕組 みとも絡み まして、いいところもあるけれ

ども、いろいろ問題 もあります。エレク トロニック ・

コマースを一 つの きっかけに して、そうい う商習慣

の リス トラクチュア リングを考 えるべ きか と思 いま

す。

【芳川】 あ りがとうございます。 この問題 は掘 り下

げていけばい くほどたくさん議 論が出てくるんだろ

うと思い ます が、私 は実 はこの議論 を始め る前は、
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むしろセキュ リティや決済の話 に議論 が集 中 して し

まうのではないかと思 っていました。そういう頭 で

整理 をして きたのですが、む しろ消 費者 の利便性 、

これがもう一方 の流れであったかと思 います。先 ほ

どの話 との関連 でいいます とインターオペ ラビリテ

ィの話 、 さらにはビジネス ・プロセスの話 になって

い くのか もしれ ませんが、利便性 とい うことは、田

坂 さんのお話 でいうと、市場 における消費文化 、こ

れを顧客 サービスの観点 からどう考 えてい くのかと

いうことになるのだろうと思 います。私 自身1人 の

消費者 として先 ほどのバ ーチャル ・モールなどさま

ざまなことを考 えるときに、既存のいろいろなメデ

ィアとの競争 になってきてしまうのではないだろうか

と思います。先 ほど 「ウォール ・ス トリー ト・ジャ

ーナル」の話 がありましたが
、新聞 など紙の メデ ィ

アの持つ一覧性 や携 帯性 は相当高 いものがある。こ

れは文化ではないかもしれ ませんが、国民生活 に深

く定着 しているとい う意味 ではそう言 えるのではな

いか。

他方、國領先生 もおっしゃいましたように、電話

一本で買 えるものをわ ざわ ざイ ンターネ ッ トにアク

セスして買 うだろうかと、根本 的な問題 を投 げかけ

ているような気が します。 したがって、企業 ・消 費

者 のECを 考 えるときに、それ自身の インターオペ

ラビリティや操 作性 、便利性 の問題 もあるかもしれ

ませんけれども、既存のメデ ィア、あるいは社会制

度 との競争 に絶 えず さらされ続 けるのではないかと

いう気 もするわけです。それが変 わってい くのかい

かないのか、技 術 に普遍性 があるのかどうかという

ことがここで問われているような気 がします。

そのような観点 から、講演 で日本型ECと い うこ

とを主張 してお られた田坂 さん、何 かコメン トがお

ありで したらお聞 きしたいと思 います。

〔インターオペラビリティと日本 の戦略〕

【田坂 】 まず、「インターオペラビリティ」の本質 を

しっか り理解 するべ きだと思い ます。少 し大 きな話

にな りますが、 この10年 くらいを振 り返 ってみる

と、情報技術 の市場競 争における大 きなパ ラダイム

転 換が生 じようとしているわけです。新 しくや って

くるパ ラダイムは、 この 「インターオペ ラビリテ ィ」

のパ ラダイムです。 そ して、 これ までのパ ラダイム

は 「デファク トスタンダー ド」のパ ラダイムです。

わか りやす く言 うとこういうことです。「デファク

トスタンダー ド」のパ ラダイムというのは強者 の論

理です。すなわち、「デファク トスタンダー ド」 とは、

この製品が市場でマジョリテ ィなんだか ら、みんな

これを使 って くれ。この製品が事実上の標準 なんだ

から乗 り換 えて くれ。言 わば、こうい う論理 を内包

しているわけです。た しかに、「デ ファク トスタンダ

ー ド」を選んだのは消費者 なんだからこれでいい じ

ゃないかとも言 えますが、消費者 から見 ると、長期

的 には必ず しも最高ではない技 術 を使 わざるを得な

くなるとい う問題 も生 まれて きます。いま、「複雑

系」 というキーワー ドに注 目が集 まってい ますが、

特 に経済学の分野で話題 になっているのは、なぜ市

場 は古典 的な経 済学 どお りの均衡 に達 しないのか と

いうことです。すなわち、市場 においては、必ず し

もいい製 品が売 れ、いい製品が普及す るわけではな

い。必ず しも、良い製 品がマ ジョリテ ィになるわけ

ではない。必ず しも技術 において最 良のものが市場

を席巻するわけではない。 こうしたことは、「ロック

イン効果」 として、既 に経済学 の分野 でも問題 とさ

れているのです。

いま、情報技 術の分野では 「ウ イン ドウズ」 とい

う圧倒的な力を持 った 「デファク トス タンダー ド」

を目のあた りに して、 こうした 「ロ ック イン効果」

の怖 さは良 く理解 されて きたと思います。 この 「デ

ファク トスタンダー ド」 は、企業戦略の観点 から言

えば、圧倒的 な強者 の戦略 になって くるか らです。

そ して、これに対 して、「インターオペ ラビ リティ」

とは、逆 に、弱者の戦略 になってきます。デファク

トスタンダー ドでない技 術で も、デファク トスタン

ダー ドの技 術 との 「相互運用性」 を確保で きるか ら

です。従 って、私 は日本 という国は、 この 「インタ

ーオペラビリテ ィ」 を世界 に向 けて堂 々 と主張 し
、

これ を実現 していくべきだと思 います。情報技 術の

多くの領域 で、米国に 「デファク トスタンダー ド」を

お さえられつつ あるとを考 えるな らば、我が国が採

るべ き戦略 は、明 らかに、この 「インターオペ ラビ
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リティ」の戦略 です。

例 えば、電子 決済 や電子 マネーなどの特 定の技術

について、世界 のマーケッ トで何 が一番 多 く使 われ

ていくかで、デファク トスタンダー ドを決めてい くと

したら、ほほ勝 負 は決 まっています。 日本 は残念 な

が ら、エ レク トロニ ック ・コマースの分野 には遅れ

てやって きた国です。 しか し、技術 そのもののポテ

ンシャルは、さらに良 いもの をつ くり出せる可能性

を持 っている国です。そうした日本が採 るべ き戦略

は非常 に明確 です。「インターオペラビリティ」を実

現 するシステムを世界共通でつ くってい こうと主張

す ることです。いま、市場 シェアの8割 を占めるデ

ファク トスタンダー ドがあって もいい。それ はそれ

で皆 で使 っていきましょう。 しか し、いまはまだ3

%く らい しか使 っている人がいない技 術で も、新 し

く出てきた魅力 ある技術 であるならば、これ を排除

す ることな く実用的 に使 えるように 「相互運 用性 」

を実現 できるシステムをつ くろうではないですか。こ

う主張 するべ きです。米 国や世界に対 して 「インタ

ーオペラビリテ ィ」 をみんなで実現 しましょうと主

張 すれば、これは誰 も否 定できません。そ して、 こ

の 「インターオペラビリテ ィ」の戦略か ら最 大のア

ドバンテージを得 られるのは弱者です。 日本 は、こ

のエ レク トロニ ック ・コマ ースの分野 においては、

あくまでも後発で弱者 だということの認識 をまず持

つべきです。

「デファク トスタンダー ド」 とは、かな らず しも

消 費者 にとって最良 の選択 ではありません。なぜな

らば、ある技術が 「デファク トスタンダー ド」 にな

って しまった ら、消費者はそれを買 うしかない。け

れ ども、もしか したら間 もなくもっと優れた技 術や

商品 、もっと使 いやすい技術や商品 が生 まれてくる

かもしれないのです。それを購入 し使用す る機 会 を

消 費者 は摘 み取 られて しまうわけです。

そ ういう意味 で、いま注 目 されているJavaや ネ

ッ トワーク ・コンピュー タのコンセプ トには、魅 力

を感 じます。根底 に 「インターオペ ラビリテ ィ」の

思想 があるか らです。そ して、この 「インターオペ

ラビリティ」の思想 とは、ある意味 では 「東洋的 な

思想」 でもあります。いろいろなものが共存 してい

こうという思想 だか らです。「包み込 みの思想」で

あるとも言 えます。 もちろん 「デフ ァク トスタンダ

ー ド」になってい る技術 も、これか らもすばらしい

技 術であ り続 けるな らば、当然、それが主流 にな り

続 けてい くで しょう。 しか し、 もし、いま生 まれて

きた新 しい技術 が、消 費者 にとって本 当に魅 力的な

技 術であるならば、生 まれたその瞬間に 「デファク

トスタンダー ドではない」 というだけの理由 で可能

性 をつぶ して しまうべきではあ りません。 こうした

新 しい技術 は、「インターオペラビリティ」を実現す

ることによって、取 り入れてあげ るべ きで しょう。

その技術 が、マ ジョリティになり、デファク トスタ

ンダー ドになるチ ャンスをつ くってあげるべ きでしょ

う。 これが最 もフェアな考 えだと思います。

もちろん技術 の専 門の方 々から言わせれば、電子

決済 に関す る 「インターオペラビリティ」の難 しさ

など、議論 はた くさんあると思 います。これは謙虚

に伺 いたいと思 います。 しかし、「インターオペラビ

リテ ィ」 というのは、本来 、いろいろな個性の共存

と多様性の容 認 を前提 と した思想 です。 そ して、

我々は 「日本型 エレク トロニック ・コマースの ビジ

ョン」において、 日本の条件 に合 った電子決済技術

も育 てていこうと思 ってい るわけです。 もちろん世

界 に合 わせ られるところは合 わせていけばいい。 し

か し、規格 は必ず しも統一 されなくても良 い。「イ

ンターオペ ラビリテ ィ」 を実現す ることによって、

世 界市場 において、それなりの地歩 を確保 しつつ伸

びていく可能性 をつかむ。 この戦略 こそが、我 が国

の国際的 な戦略 として正 しいのではないか。私 はそ

う思います。

最後 に、この 「インターオペラビリティ」につい

て具体 的な動 きを申 し上 げますと、米 国の 「コマー

スネッ ト」で間 もなく 「エコ ・システム」 という 「イ

ンターオペ ラビリテ ィ」 を実現す るプロジェク トが

始 まります。これは、特 に電子決済 を中心 とするイ

ンターオペラビリティをめざす ものですが、我が国

か らも幾つかの企業が、これに参加す る予定です。

日本の企業 は遅れてきたランナーですから、ここで

どうい う戦略 を取 るべ きかは明 らかです。消 費者 の

立場 に立 っても、これか ら生 まれて くるであろうい
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ろいうな新 しい技術 が生 き残 ってマ ジョリテ ィにな

る可能性 をつぶすべきではないで しょう。 こうした

観点 から、私は 「インターオペ ラビ リティ」 を論 じ

ておきたいと思います。

【芳川 】 どうもありがとうございました。インター

オペラビリティ、その前提 になるところの消 費者 の

厳 しい目、ニーズの所在 の把握 、さらにそれ を実現

し得 る技術的 な裏づけがやは り必要 だというような

お話 だったと思 います。

最後 に皆様 にお伺い したい と思います。日本固有

の商慣習 や制度 の問題 にも議 論 が波及 してきており

ますが、さまざまな課題 がある中で、今後のECの

展望 を皆様 はどの ように見ておられ るのか、お伺い

したいと思 います。

それでは國領先生か らお願 いします。

〔今後 のECの 展望〕

【國領 】 今盛 り上がっていた議論 はかなり本質的

な部分 だと思 いますので私 もコメン トさせていただ

きたいと思います。

インターネットというのはでき上がったものだけで

はなく、で き上 がるプロセス、標準化のプロセスが

新 しく、一つの確 固 とした考 え方 を出 してきたとい

うところで、非常 に大 きな意義 があるのではないか

と思 ってお ります。私的な提案 でも、インターオペ

ラブルな形 でみんなに公開すれば、以前 のかたい決

め方 よりも、柔軟 で進化す るタイプの標準 の決め方

がで きるという、この メッセージは、私 も含 めて長

い間かたいやり方 を追求 してきた人間 にとってはち

ょっと重 たいのですけれども、やはり受 けとめるべ

きではないかと思 います。

それから、日本の独 自性 とい うか、日本標準の話

ですけれども、私 はこの点 については若干厳 しい意

見 を持 っております。商慣習 なども含めて我 々は何

かエン トロピの海 の中 を泳 いでいるような感 じがし

ます。現実 問題 として、アメ リカ式の仕事のや り方

がアジアで どん どん広 がってい るとい う中で、我々

がやってい るという面 があると思 います。その中で

日本の標準 があっていいと思い ます。 しか し、日本

の中でだけ通用する閉鎖的 な内 向 き空 間 をつ くるよ

うな日本標準 であるとすると、これは長生 きで きな

いのではないか。つ まり日本から発信 されるグロー

バル標準 という意味での日本の標準 であれば生 き残

れるかもしれないけれども、全 く同 じような機 能や

仕 組みが外国である中で、日本 だけが独 自の仕組 み

で頑張 ってい るとすれば、これは もたないだろ う。

ですから、日本 にモノづくりやモノの売 り方の良い

パ ラダイムがあって、その 日本標準 を日本 からグロ

ーバルに発信 していくという形で
、メッセージ性 を

持 ってやっていかなければ生 き残 れないように思い

ます。

したがって、ただし書 きを一つつけ させていただ

くと、標準が複数 あって もいいということが、 この

インターオペ ラブルな世界のもう一つのメ ッセージ

であり、その意味 で、 日本のメーカから標準 を出 し

て世界 を席巻すべきだと言っているわけではあ りま

せん。このことについてはこうい うや り方 をす ると

非常 にいいんだとい うことを具現化 してい る方式 、

標準 を世 界にみんなが使 えるものとして公開 し提供

してい く、そんな形 が望 ましいと思 います。

【芳川】 ありがとうございました。続 きまして舘上

さん、お願 い します。

【舘上】 今後ECが どう展開 してい くかというお

話 ですが、 まず企業 ・消 費者間のECと い うこと

で、私 は現在 の延長線 ではなくて、もっとインター

ネッ トあるいはパ ソコンの普及 によって、情報 が消

費者の手元 に行 き、消費者の生活 スタイルが変 わる

ことによって、ある程度不連続的な展開 があるので

はないかと思います。 こういった消費者の変化 を見

なが ら、インターネッ トの特徴的なコ ミュニケーシ

ョンの しかけを各企業が自分の持 ってい るビジネス

の資源 にどう当てはめていくかとい うことによって

ビジネスチャンスは非常に大 きく広 がってい くとい

う見方 をしてお ります。

これ は単 なるオ ンライン ・ショッピングとい うこ

とだけではなくて、例 えばインターネ ッ トの持つ双

方向性 を利用 して、マス ・カスタマイゼーションと

い うような言 い方 をしていますが、そ ういったもの

を既存のビジネスに利用 し、消費者 との新 しい関係

をつ くってい くよ うな発展 の仕方 もあるのではない
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かと思い ます。 このように、非常 に広 く考 えて 自分

の ビジネスに導入することが必要 なのではないかと

考 えております。

一方 、企業間の取引に新 しいオープンなネッ トワ

ークを利 用す ることには、既 に各企業 が需要 と して

持 っていて、今す ぐにで もや りたい ことがい っぱい

あると思 います。 したがって、特 に我々のよ うなシ

ステムベ ンダにとっては提案する余地 が非常 にたく

さんあるわけで、段階的に、新 しいオープンなネッ

トワークを使 った仕事のやり方 に変 えていくとい う

動 きが出ていくのではないかと思います。

【芳 川】 ありがとうございました。不連続 な段階

を踏んでいくのではないかという、示唆 に富 んだ御

指摘 だったと思 います。田坂 さん、いかがですか。

【田坂 】 全体 として、私 は電子 シ ョッピングモー

ルや、消 費者への商 品の販売 を中心 にしてきました

が、ここで企業間取 引に関 して も一言 だけつけ加 え

ておきます。最近 、企業間ECと い うことで、通産

省 が非常 にすぐれた施策 を打 ち出 されて、これも大

きく動 き出 しま した。これか ら、インターネ ッ ト

EDIを 含めていろいろなおもしろい動 きが出て くる

と思 います。これはどんどん進 めていただきたいと

思います。

しか し、本 日一貫 して私 が申 し上 げてい ることで

もありますが、その向こうにや って くることに目を

向けておく必要 があります。 目線 は少 し先 を見てお

いた方がいい。そうすると、いまマスコ ミで議 論 さ

れているエ レク トロニ ック ・コマース論 では、 どち

らかといえば、いまだプロローグの部分 を論 じてい

るにすぎないように思 えます。

例 えば、企業間ECの 観 点から見 たとき、エ レク

トロニック ・コマースの魅 力 とは一体何 なのか。た

しかに、企業間取引 も活発にできるようになる。消

費者 に対 しても商品が売れるようになる。それは確

かにそ うですが、私は、エレク トロニ ック ・コマー

スの最大の魅力は、「企業間提携」 の場が生 まれて

くることだと思います。EDIと い うのは、どちらか

といえば情報 をどう伝達す るか、共有 するか とい う

議論で とどまっています。 しか し、これまで企業 に

とって非常 に魅力的 な言葉 でありながら具 体的 な実

現 の手段がなかった大切 な言葉 があります。それは

「バーチャル ・コーポレーシ ョン」です。別な言 葉で

いえば 「ベス ト・オブ ・エブ リシング」です。 これ

からは、企業が大 きい ことをもって良 しとしない時

代です。市場 におけ る自社の強み、「コアコンビタ

ンス」 を しっか りと見つ めて、自社 に無 い能 力は

「アウ トソーシング」する。 これか らは、こうした企

業像 が求 め られてい くのです。従 って、他の異業種

企業 と手 を結んで 「ベ ス ト・オブ ・エブ リシング」

の 「バ ーチャル ・コーポレーション」 をつ くり、消

費者 の求めるパ ッケージ型商品 を生み出 し、これで

市場 に圧倒 的な競争優位 をもって参入 していく。こ

うい う戦 略が、経営 の世界 では求め られているわけ

です。

これまでのバ ーチャル ・コーポ レーシ ョン論はど

こに問題 があったかといえば、 ビジ ョンはいいけれ

ども、では日本 において、 どうや ってすぐれた戦略

的提携 のパー トナを見つ けることができるのか、北

海道 と九州 の企業 が、どうやって戦略 的提携 にもと

つ く企業運営 をやっていけるのか、こうした点 に根

本 的な問題がありました。

従 って、いま、エレク トロニック ・コマースに関 し

て議論 されていることはす ごく大切 なことばかりで

すが、それはまだ 「序 曲」にす ぎないのです。その

向 こうにやって くるものを見ておく必要 があります。

例 えば、エレク トロニック ・コマースの上でバ ーチ

ャル ・コーポ レーシ ョンが開花 してきます。中小企

業で非常 にす ぐれた技 術 を持 っていれば、大企業 な

り、また遠 く離 れた地域の中小企業 と結 んで新 しい

事業 に向かっていける。そういう時代 が始 まってい

くのです。

従 って、こうした将来 ビジョンを しっか りと持 ち

ながら、当面 の現実 的課題 に取 り組 んでい くこと。

そ うした姿 勢 が、いまのエ レク トロニ ック ・コマー

スの活動 に求 め られていると思います。 この ことを

申 し上 げて、私のまとめに代 えさせて頂 きます。

【芳川】 ありが とうございます。それでは板倉 さ

ん、お願 い します。

【板 倉】 将 来 どうなるか私 は全 くわかりません。 し

か し、着実 に事 は進むと思います。 と巾 しますのは、
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決済業務 に して も、例 えばキャッシュ ・マネジメン

ト・システム(CMS)と いう構想 などは少 なくと

も15年 くらい前か らあったわけです。それが、通

信回線 の使い勝 手やパ ソコン端末の発達 に伴 って、

コンセプ トが実現 されただけにすぎないのであって、

そうい うニーズがある限 り技術 は必ず後 を追いかけ

ますから、今 問題 になっているセキュ リティ、画面

をきれいに見せ るなどの技術 の問題 は私 は追 々解決

で きると考 えてお ります。

要 は、これ らの技術 はほとんど若者 から発想 して

いるんですね。 インターネッ トをこれだけ自由 に使

えるように、法の規制のない中で若者 が自由 にやっ

てのけた。それ から、 この分野 では 日本 では二つ、

コンテンツ系 の漫画 とゲームも、恐 らく若者が考 え

たことだと思 います。重要なの は、お じさんが余 り

ワイワイ批判 してつぶ さないことだと思 うんですね。

MONDEXも ちょっと失敗 しかけると、部長 、課長

がイギ リスの某市 に出かけてあら探 しばかりしてき

て、それが話題 になるというような非 常に情 ない状

態 です。私 はここの ところは若者 を立ててお じさん

は少 し黙 っていることが一番重 要ではないかと思い

ます。

通信業者 か ら見 ますとまだまだ夢 はあります。今

一番 の問題 は通信 回線 のス ピー ドの 問題 です
。64

Kbと い う、ISDNの 回線 が1回10円 で電 話並み

ということですが、要するに10円 とか20円 で好 き

な情報 、好 きな決済ができないと実用化 できないわ

けです。そういう意味 では64Kbが やっとその中に

飛 び込 んできたわけですが、本 当はもっときれいな

絵 を送 りたいんですね。できれば1.5Mと か10M

欲 しい。例 えばコップのキラキラ光 る色 とか、 こう

いう音がするとか、 さらににおいの研究 などいろい

ろ進 んでいるわけです。そういう意味 では五感の う

ちゃっと音声がク リアできた、10円 で存分 に送れ

る、 しか し絵 に至 っては全然 だめ、64Kbで は動 き

がギクシャクとしたり、 きれいに送 ると時間がかか

り過 ぎるということで、 まだまだです。そ うい う意

味では五感 のうちの一 ・五感 くらいがやっと技術 的

に開発 された段階 で、 これか らも夢 は広 がると思 っ

ております。

そうなってきます と、今は不可能 なもの も徐 々に

視野に入 って くるわけです。10年 前のCAIγrAIN

は、1,200bの 時代 だったわけです。ですから、キ

ャラクタが1画 面 に20字 くらい しか出せない、音

声 も何 も出 ないとい うもので、これではだめだった

わけです。そういうことで、技術論に徹 してはいけ

ませんけれども、逆 にい うと技術 も着 々に進んでい

ることも事実 で、夢 も見ながら、私 は若 い人にや ら

せてみ るとい うことが大事 ではないか と思 います。

日本 の一つの新 しい行 き方 とい う提言 でご ざいま

す。

【芳川】 ありがとうございました。最後になりまし

たが、和田 さん、お願 いいた します。

【和田】 カー ド会社 側か ら、また今、実証実験 を

させていただいてる立場 から、今後のECと いうこ

とで考えますと、私 が一番感 じたのは、従来の汎用

大型 コンピュータの開発方式では今後は通用 してい

かないだろうと。例 えば要求定義 をきっち りしない

と物事 が一歩 も先 に進 まないということでは、全 く

だめだろうと思 います。そういった意味 では、今回、

日立 さんと一緒 にや らせていただいたのですけれど

も、私 たちは、スパ イラル と言 っているんですが、

明 日どんな技術 が出て くるかわか らない中でとにか

くやってみる、何で もありの世界で、スピー ドをも

ってやってみるとい うことが一番重要 だと感 じまし

た。

そういう中で も、先 ほどか ら出ておりますプラッ

トフォームになる基本 的な部分 は、やはりきちっと

押 さえておくべ きで、皆 さんおっしゃっているコン

テンツについて、で きる人か らどんどんやっていく

という考 え方で進んでいけば、ECは これからも進

展 してい くと感 じてお ります。そういう意味 では、

これは通産省 さんにお願 いなのですが、いろい ろな

規制 についてはどん どん緩 和 していただきたいと思

います。

〔最 後に〕

【芳川】 ありがとうございました。

ここでまとめをしないといけないのですけれ ども、

それは皆 さんにお任せ をす るとして、最 後に私 は個
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人的に感 じたことを二、三 お話 をしたいと思 います。

まず政府が規制緩和 をはじめこの環境整備 に取 り組

んでいく必要があるとい うメッセージはしかとちょう

だいしました。 これが第1で あります。

二つ 目は、 これは全 く個人的 な感想なのですが、

1人 の消 費者 として企業 ・消費者間のECを 見 ると

きに、ずっと話の流れにあった利便性 ということが

極 めて重要だろう。このときにコンフ リク トがいろ

いろなところで起 こってくる。それは既存 の メデ ィ

アであり、あるいは技術的なものであり、商慣習 で

あった りす るかもしれない。 しか し、今後、利 便性

を高 めてい くところで皆 さんに共通 していると思わ

れ るのは、インターオペラビリテ ィの確保、 その際

に標準 というものを、どうい う角度 からどう考 えて

い くのか、それが企業戦略にどう発展 をしていくの

かということが國領先生のお話だったと思い ます。

しか し、やはりこの分野は技術 で何 が実現 できて、

限界がどこにあって、何 が便利 になるのかという見

極めが極 めて難 しい分野であるという気が強 くして

おります。私 は現職に着任 してまだ3カ 月強 で、率

直 な話 、企業 ・消費者のところはよくわか らないと

ころもありますが、そういう感 じが してお ります。

あと和田 さんのメッセージにもう1回 戻 ると、政

府 あ るいは通産省の役割 は規制緩和 も含 めた大 き

な意味 の環境整備、今 日の議 論 を聞いていて、その

重要性 を再認識いたしました。そういう意味 で、田

坂 さんの講演の中にもあ りま したECOMで のいろ

いろな議論 、実証試験、CALSの 実証実験 等々の

成 果 をみんなで共有 しながら民間の方 々のコンセン

サスづ くりの場 をつ くってい く、政府 は政府 ででき

ることを着実 に進めてい くことが重要 ではないかと

思います。

最後はいかにも役人的なまとめをして しまったよ

うで大 変心残 りではありますけれども、ちょうど時

間 になりました。

皆 さん、長 い間御清聴 あ りが とうございま した。

それか らパネ リス トの皆 さん、どうも御苦労 さまで

ございました。(拍 手)

【司会】 本 日はコーデ ィネータ、そしてパ ネリス ト

の方 々、長時間にわたり活発 な御議論 をいただ きま

して、 どうもありがとうございま した。皆様 もう一

度 コーデ ィネータ、パ ネリス トの方 々に拍手 をいた

だきたいと思 います。(拍 手)

それではこれをもちまして平成8年 度産業情報 化

シンポジウムを終 了 させていただ きます。本 日はど

うも長時間 ありがとうございました。
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新 しい情報技術利用と
ビジネスの変化

Al|rightsreserved,C◎pyright(C)1996,Hitachi,Ltd.

(図 一1)

新 しい社会インフラの出現

AIIrightsreserved,Copyright(C)1996,Hitachi ,Ltd.

(図 一2)
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エレkh9=ツe=マ ース(EC)

業一消費者間EC,

支払決済システム 認証 ・公証
バンキングシステム システム

企業間EC

ご公共機関の、

£購買完調違 、、

Allrightsreserved,Copy目ght(C)1996,Hitachi,Ltd.

(図一3)

ECの 発展方向

企業 ・肖費者 間EC
・新 しい販売チャネル として多様な分野への展開

・新 しいマーケテ ィング手段 としての活用

・多様なペイメン トシステムへの対応

企業間EC
・オー プンな市場 での取引先、商品の選択

・よ り効率のよい企業間分業関係

・消費者情報 に即 した生産 と流通

・企業間取引と金融決済の連携

Allrightsreserved,Copyright(C)1996,Hitachi,Ltd.

(図 一4)
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'、

EC進 展のための課題
9{o鶴 Φ Φ φoooo◎o◎ Φ9Φ ⑧ Φ ◎ Φoo9⑨

多 くの消費者が参加 しやすい環境整備
・イ ンター ネ ッ ト、パ ソコンの更 なる普及

・消費者向け共通 プラッ トフォームの整備

セ キ ュ リテ ィの確保
・安全確実な情報交換 ・契約の保証

・本人認証 ・プライバシーの保護

法制度、社会制度の整備
・対面、紙ベースの取引を前提 とした法律、制度の改善
・日本独特の商習慣の変革

」 」

AllnghtrvdCpynght(C)1996,Hltachl,Ltd

(図 一5)

'「
消費者向け
共通 プラ ッ トフォームのね らい
oΦgo9⑧ ● ◎ ◎09④ooooo③9㊥9●go

多 くの消費者が電子商取引に参加 しやすい
PC環 境を提供

・安価で使いやすい汎用 プラッ トフォーム

・多 くの企業(店 舗) 、金融機関との接続
→プロ トコルの標準化と取引の多様性への対応

・高度なセキュリティ機能 による支払、決済

、'
Allnghtsreserved,Copynght(C)1996,Hltachl,Ltd

(図 一6)
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SECEプ ロジ ェク ト

■平成7年 度第1次 補正予算に基づく電子商取引推進
事業のプロジェクト

■日立製作所、富士通、日本電気の共同開発

■企業一消費者間の電子商取引における支払決済のた

めの共通インフラを実現

■EC実 証実験の場に提供するとともに電子商取引の

実用化に寄与する

SECE:SecureElectronicCommerceEnvironment

Allrightsreserved,Copyright(C)1996,Hitachi,Ltd、

(図 一7)

SECEの 構成
oΦo《 口 ㊥ ②90●9● ③900◎e@9命o翰eo

消費者クラ仔ント 販売店サーバ 金融機関ゲート虹イ 認証局

i商品選択
注文
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鷲2襲 灘麗
容

。 通
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、顯藩藷i隣

支払決済

、 κ

.販 売店 ≡
二.夕別 事・ジヨΣ

ECぴ ≡難.
ぴ 宴 凍 α

蓼膓期 鰻泊 ジvラ≧謀5型 …

w

ふ

綴織翻
∀EC粟 ≡疏
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湖成棚 溺 乏:
濠≧狸藻聡

:
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渠e繊z.

嬬 倣浸日褒
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、
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Al|rightsreserved,Copyright(C)1996,Hitachi ,Ltd.
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共 通 プラ ッ トフォームへ の要求

商取引上の ビジネスプロセスは企業や商習慣、制度に
よって異なる。取引毎に異なるビジネスプロセスに柔

軟 に対応できること。

Allnghtsreserved,Copyright(C)1996,Hitachl,Ltd

(図 一9)

SECEの 特徴

■多様な支払決済 プロセスへの対応

Javaス クリプ トのダウンロー ドと実行により取引毎

に異なる支払決済プロセスを選択できる機構 を実現

■安定 した支払決済環境
WWWブ ラウザと独立に支払決済を実行する共通

プラッ トフオームを実現

■複数の暗号アルゴリズムへの対応

暗号アルゴリズムをカセッタブルな構造と して選択可能
な機構を実現

■電子的な証明書を用いた本人認証
参加者それぞれが取引相手を確認できる認証機能を実現

Allrlghtsreserved,Copyright(C)1996,Hitachi,Ltd.

(図 一10)
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SECEプ ロ トコル の考 え方

■SECEは 複数のプロ トコルに対応できる機構を有する。

■本 プロジェク トの対象としてはクレジッ トカー ド支払 と

預金口座振替の2種 類のプロ トコルを開発する。

■ ク レジ ッ トカー ド支 払 は=

SET(SecureElectronicTransaction)を 包 含 し、 か つ 、

日本 の商 習 慣 に合 わ せ た機 能 拡 張 を実施 す る。

■預金口座振替は=

残高照会、資金移動などの機能を持ち日本の銀行業務 に適

合 したプロ トコルを開発する。

Al|rightsreserved,Copynght(C)1996,Hltachi,Ltd.

(図 一11)

開発及び実証実験のスケジュール

97
3Q

バ97/2ey'〉'vト カー肢 払

Allrlghtsreserved,Copynght(C)1996,Hitachi,Ltd.

(図 一12)
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インターネット上の商店数

麟商

30

砲
93

慧

㎜

㎜

明調

川

麟

匪

朋朋明年

0

95

割役の者業事WN

130

∠
/..'

93

1

414

11` Il

6月8月

出典:NRI

従来の役割

より速 く、より安く、より柔軟 に

新しい役割

電子商取引を支援するしくみの提供

AllRightsReserved,CopyrightN下 「デー タ通 信 株 式 会 社1996

(図 一14)

-111一



従来の役割

通信インフラの充実

・FR/ATMセ ル リレー サ ー ビス

・ISDNの 普 及 とB-ISDN

・OCN

・VPN(バ ー チ ャル プライベ ー トNW)

・InterVia(イ ンター ネ ット接 続 サ ー ビス)

}N・T

}Nnデ ータ通信

AllRightSReserved,CopyrightNr「 「デー タ通 信 株 式会 社1996

(図 一15)

新しい役割

電子マネー/電 子決済を実用化させる

ための高度なセキュリティ基盤の提供

① 暗号技術

② クレジット決済網

③ICカ ードソリューション

④ 認証技術

AllRightsReserved,CopyrightN下 「デ ー タ通 信 株 式 会社1996

(図 一16)
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電子マネー/電 子決済とNW

分類

N

現 金 ・

プリへ.一ドカード系

小切手系 クレジット系 振込/振 替系

NW利 用しなし ・MONDEX

・VISA

InternatiOnal

(小切手帳等) (電 話による

オーソリ)

(銀行窓口)

クローズNW 号
電話機を通じた

チャージ)

・CAFIS ・ファームバ ンキング

・ホームハ'ンキング

公衆回線

専用線

オープンNW

インターネット

・DIGICASH

(仮 想取 引)
・CYBERCASH

(小 ロ現金)

・FSTC

・VISA

・MASTER

・インターネット/CAFIS

'WELLSFARGO

・SFNB

AllRightsReserved,CopyrightNT「 デー タ通 信 株 式 会社1996

(図 一17)

エ レクトリック・コマース 推 進 事 業

一 サイバースペース上でのECを 利 用した

商施設プロデュースの実験 一

目的:

多数の利用者が集まる現実に極めて近い

感覚の仮想空間上で複合したサービスを

相乗的にアクセスできるEC環 境を構築し

NW上 で魅力的な「街 づくりが可能で る

ことを 証 る

AllRightsReserved,CopyrightNＴrデ ー タ通 信 株 式 会 社1996

(図 一18)
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実証実験のポイント

①大規模

CPIOO社 、利用者1万 人以上

② 女性が利用者

25才 ～35才 に照準"ま ちこ"の街

③複合サービス
Clubま ち こ(インターネット情 報 マがジン)

まちこステ ー ション(発 言 した い 、参 加 した い)

まちこクリニ ック(生 活Q&A)

で あ い の まち こ(バ ー チャル モ ー ル)な ど

④クレジット決済網との直結

AllRigh㎏Reserved,CopyrightNTTデ ー タ通 信 株 式 会 社1996

(図 一19)

CAFlS(ク レジッ トネ ッ トワーク)に よる電子決済

カード会社

ド会社

AllRightsReserved,CopyrightN"T-rデ ー タ通 信 株 式 会 社1996

(図 一20)
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マルチメディア療報流連男験
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